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タクティカル・ジャッジメント


逆転のトリック・スター！
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　緋呂河とも
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　天気は暗くどんよりとしていた。


　それは俺おれが今いるこの場の雰ふん囲い気きを、そのまま反はん映えいしたかのようだった。


　黒い服に身を包んだ様々な人々が、一様に暗い顔をして辺りを行き交かっている。


　そんなことはどうでもよかった。俺が視し線せんを注いでいたのは、父親の横で母親の遺い影えいを持ち、新たに湧わき出てこようとする涙なみだを必死にこらえている少女。


　いつも花が咲さくような笑え顔がおを振ふりまいていたその顔は今、悲しみと涙の痕あとでぐちゃぐちゃになっていた。


　俺は必死で考えていた。


　一体何をどうすれば、俺が好きだったあの笑顔を、彼女──水み澄すみ雪ゆき奈なに取り戻もどすことができるのか、と──。
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　　　　十月二十一日　午後二時二分　地方裁さい判ばん所しよ第四法ほう廷てい





「以上のように──」


　俺おれはそこで一いつ旦たん言葉を切ると、俺の言葉を理り解かいする時間を与あたえるため、法廷内をゆっくりと見み渡わたした。傍ぼう聴ちよう人にん、五人の陪ばい審しん員いん、そして裁判長。誰だれもが俺の言葉に耳を傾かたむけ、次の言葉を今か今かと待ち構かまえている。


　唯ゆい一いつの例外は、証しよう言げん台だいを挟はさんで俺とは反対側の席に雁がん首くび揃そろえて座すわっている二人の検けん事じだけである。二人の顔がこう言っているのがよく分かる。分かった、お前の言いたいことは分かったから、もうその辺で勘かん弁べんしてくれ──。


　バン、という大きな音が法廷内に響ひびき渡った。俺が手のひらを机つくえに叩たたきつけた音だ。


「被ひ告こく人にんに、検察側が主しゆ張ちようするような殺人は完全に不ふ可か能のうだったのです！


　傍聴席、そして陪審員の皆みなさん、どうか思い起こして頂いただきたい。検察側の証しよう拠こに、被告人が殺人を犯おかしたことを直ちに証明しうるものが一つでもありましたか？　いいえ、そんなものはありません。全すべては間かん接せつ的てきな証拠でしかなく、それもほとんどが検察側のこじつけによるものだったということは、私の反対尋じん問もんで明らかになった通りです。


　それだけではありません。検察、そして警けい察さつの捜そう査さの網あみに、どれだけ大きな穴あなが開いていたかも、この法廷で明らかになった通りです。警察はそれらの捜査ミスから、どれだけたくさんの被ひ疑ぎ者しや足りうる人物を見み逃のがしたのでしょう？　今となっては知る由よしもありません。


　さあ、陪審員の皆さん。本来ならば、人の罪つみの有う無むを決め得ることのできる立場にあるあなた方に課せられた責せき任にんは極きわめて重大なものです。


　しかし、今回の場合だけは例外です。事は非ひ常じように単たん純じゆんなのです。たった一つのことを思い出しさえすればいい」


　そこで一旦言葉を切り、陪審員の顔を一人一人見つめる。


「この法廷において、被告人が罪を犯したと推すい測そくするに足る証拠が、たった一つでも提てい示じされましたか？」


　法廷が静まり返る。それは演えん説ぜつを終えた俺にとって快こころよい余よ韻いんをもたらす。


　俺は法廷内全員の視線を一身に浴びていることを意い識しきしたまま、少しも動じることなく、肩かたを大きくすくめてこう言い足した。


「弁護側の主張することは、以上です」





　陪審団だんが五対たい〇で本ほん件けんの棄き却きやくを決定し、俺達弁護側の勝利を告げたのは、それから三分後のことだった──。





　　　　十月二十一日　午後五時　山やま鹿しか法ほう律りつ事じ務む所しよ





　雑ざつ居きよビルが立ち並ならぶ、町の中心地からは幾いく分ぶん外れたところにある商業地。


　その一角にある少々古めの四階建てのビル。その二階の片かた隅すみで、俺は法律事務所を営いとなんでいる。


　十二畳じようほどの部屋が二つあり、一つは仕事場兼けん接せつ客きやく用ようの部屋で、仕事用のデスクに接客用のテーブルとソファが一組、それに法律事務所としての見み栄ばえを良くするために本ほん棚だななどを置いている。本棚には将しよう来らい一度でも読む機会があるかどうか、極めて疑うたがわしい分ぶ厚あつい本を適てき当とうに飾かざっている。ほとんどは近所の古本屋が潰つぶれた時、一いつ冊さつ百円で購こう入にゆうしたものだ。


　もう一部屋は私し室しつで、ベッドやクローゼットなどを置いている。シャワールームや小さいながらガスが使える台所もあり、生活するのに支し障しようはない。こことは別に自じ宅たくとしてアパートがあるのだが、何しろ帰るのがめんどうなので、ほとんど四し六ろく時じ中ちゆうこの事務所で過すごしている。


　俺は薄うす暗ぐらいビルの我わが家や兼事務所の玄げん関かんをくぐるとすぐに、悪あく態たいを吐つかずにいられなかった。


「……またお前か」


　俺の事務所の俺のデスク。


　そこに堂々と座っている、どこかの中学の制せい服ふくらしい緑と紺こんのブレザーを着き込こんだ一人の少女が、読んでいた分厚い本から顔を上げた。


「あ、お帰りぃ」


　外見通りの明るい声を持つガキ──皐さ月つき伊い予よ。とある事件がきっかけでなぜか俺の事務所に勝手に出入りするようになった不ふ届とどきなガキである。俺がその気になれば、いつでも家か宅たく侵しん入にゆう罪ざいで引っ張ぱることができるだろうが、法律事務所がガキ相手に家宅侵入罪で告こく訴そするというのもいささか大人げないので放置している。小こ柄がらながらもぱっちりとした目と、肩かたまであるサラサラの髪かみ。整った鼻立ちと相まって、外見的なウケはいいらしい。その明るい性せい格かくから、学校では男子女子共に人気がある──とは本人の言葉である。


　だが、こいつには一つだけ妙みような趣しゆ味みがあるのを俺は知っている。


「お帰りじゃねえ、ふざけるな。どうしてお前が俺の椅い子すで読書中なんだ？　また勝手に入り込みやがって」


「いーじゃないの、泥どろ棒ぼうしてるわけじゃないんだし。タダで留る守す番ばんしてくれてると思えば安いもんじゃないっ！　しかも私みたいな美少女が♪」


　そう言ってご丁てい寧ねいにもウインクまで飛ばしてくる。しかし残念ながら俺はガキに興きよう味みは無かったので、それを無言で無む視しして皐月の読んでいる本を取り上げる。


「あ、何すんのよっ！」


「うるせえ、どうせ俺の本棚から勝手に持ち出したんだろ。なら俺がどうしようと勝手だろうが」


「いーじゃない！　どうせあんたこんな本読まないんだから！」


　……俺はふと嫌いやな予感がして、取り上げた本のタイトルを見た。


〝我わが闘とう争そう〟。著ちよ者しやアドルフ・ヒットラー。


「また危き険けんな本読みやがって！」


「なに言ってんのよ、この本は聖せい書しよの次に売れたって言われてる大ベストセラーなのよ！　大体この本もあんたのなんでしょっ！」


「う……」


　ふう。


　俺はため息を吐つき、片かた手てで顔を覆おおった。このガキには大半の理り屈くつが通用しないことを思い出し、分厚い本を再ふたたび皐月の手に戻もどしてやる。


「わぁった、好きにしろ。ただし俺のデスクで読むのはやめろ、せめてそっちのソファで読め」


「そーこなくっちゃ♪」


　皐月は満面の笑えみを浮うかべて本を受け取ると、本来は接客用であるはずのソファに、短いスカートがまくれあがるのも気にせずどかりと座り込む。


「やれやれ……」


　俺は革かわのカバンをデスクの上に放ほうり出し、ネクタイを緩ゆるめた。


「そうそう、今日の法ほう廷ていはどうだったの？」


　皐月が本を広げながら言った。俺は背せ広びろをハンガーにかけながら、


「俺が刑けい事じ裁さい判ばんで負けると思うか？」


「……やっぱり？　それはそれで面おも白しろくないのよねー」


　皐月は無礼な言葉を平然とほざくと、それっきり黙だまって一いつ般ぱんの中学生はまず読まないような本に熱中し始めた。
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　ルルルルルと電話が鳴り出したのは、俺が自分でお茶を入れてようやく一息入れた時だった。


「電話よ」


　本から視線を上げることなく皐月が言った。今日の仕事を終え、疲つかれきった弁べん護ご士しの代わりに出てあげようとかいう考えは微み塵じんもないらしい。


　俺は舌打ちを一つしてから受話器を取った。


「はい、こちらは山鹿法律事務所」


『ぜ、善ぜん行こうさん……？』


「！」


　電話から聞こえてきたのは、今にも泣き出しそうな弱々しい女じよ性せいの声。


　聞き覚えのある声に、次の瞬しゆん間かん、思わず俺は叫さけんでいた。


「雪ゆき奈なかっ!?」





　　　　十月二十一日　午後六時十二分　警けい察さつ署しよ第三取調室前





〝第三取調室〟というプレートがかかった部屋。


　俺はそのプレートを確かく認にんすると、中の人間に分からないよう静かに深しん呼こ吸きゆうをし、急いで来たせいで荒あれている呼吸をムリヤリ整えようと試みた。


　体はなかなか思い通りにならなかったが、とりあえずしゃべるのに支し障しようはなくなったようなので、ロクに手入れもしていない髪かみの毛を手で撫なでつけ、ネクタイを締しめ直し、ブラウンの背せ広びろを軽く着直した。最後に左胸むねに煌きらめく黄おう金ごんの〝弁護士バッジ〟を確認してから、ドアを二度ノックして押おし開ける。


「失礼」


　俺のそのぶっきらぼうな声で、中にいた全員が俺の方を向く。


　いつ見てもまったく飾かざり気けの〝か〟の字もない、刑事ドラマのセットそのままの取調室。すでに夕ゆう刻こくということもあり、オレンジ色の明かりに満たされた部屋は、一いつ層そう無む機き質しつなものに感じられた。


　中にいた人間は三人。若わかい刑事が一人、部屋の隅すみでタバコを吹ふかしている。刑事というより水商売の方が似に合あいそうな男だ。整った顔立ちは年とし増まの女あたりにいい評ひよう価かを与あたえそうだったが、今は俺おれに冷たい視線を送っている。それから中年の刑事──というよりヤクザ屋さんと表ひよう現げんした方が万ばん人にんが納なつ得とくしそうな男と、こんな無機質な場所には場ば違ちがいとも思える髪の長い若い女性が、部屋の真ん中に置かれている小さな机つくえを挟はさんで座すわっている。


　俺の依い頼らい人にんはその女性だった。水み澄すみ雪奈、十九歳さい。またいとこ、いわゆる〝はとこ〟と言う間あいだ柄がらだ。


「善行さん……」


　雪奈が俺に期待のこもった視線を向ける。


　長めの白いスカート、地味な薄うす紅べに色いろのタートルネックのセーター。どう見ても外出用ではない。よほど急に引っ張ぱられてきたのだろう。


「大だい丈じよう夫ぶだ、もう安心してくれていい」


　俺の言葉に、雪奈は幾いく分ぶん嬉うれしそうな顔をした。


「まさかお前の知り合いだったとはな。因いん果がな話だ」


　中年の刑事が言った。


　何度か顔を合わせたことのある刑事だ。確か因幡いなば健けんとかいう名前だ。がっしりとした体つきで、俺の年と齢しと同じぐらいの仕事歴があり、仕事歴に応おうじた貫かん禄ろくを持ったベテランの刑事である。しかし、刑事としての貫禄を持った人間ほど、ヤクザ屋さんと同じ人間に見えるのはなぜだろう。


　俺は因幡を無む視しして再さい度ど雪奈に尋たずねた。


「雪奈、まだ何もしゃべってないな？」


「う、うん……」


　それを見て面おも白しろくなさそうに因幡が舌した打うちする。


「相変わらず厄やつ介かいなことを吹きこんでくれたもんだな。お前に電話を一本入れてからというもの、こいつはまったくのだんまりさ」


「当然の権けん利りだろう？」


　俺が事もなげに答えると、因幡はフンと肩かたをすくめた。だが、もう一人の若い刑事の方は俺の言葉に我が慢まんできなかったらしく、激げつ昂こうしたように叫んだ。
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「ふざけるな！　こいつは人を殺してるんだぞ！　お前はいつもそうだ、捜そう査さを攪かく乱らんしやがって！」


　羽はね田だ修しゆう甲こうという若手刑事だ。二に枚まい目めと言える容よう姿しなのだが、カッとなりやすい性せい格かくで、俺にとってはいつも警察側の摑つかんでいる内部情じよう報ほうを聞き出すためのいいカモである。おちょくって反はん応のうを見るのも面白い。


　もっとも、最近はさすがに警けい戒かいが強くなってきたらしく、なかなか口を滑すべらせてくれなくなっているのだが。


　俺はその若わか造ぞう刑けい事じ──と言っても、確たしか俺より年上だが──を睨にらみつける。


「彼女の弁べん護ご士しとして、今の発言の撤てつ回かいを要求する。有ゆう罪ざい判はん決けつが出ない限かぎり彼女は無罪のはずだ、犯はん罪ざい者しや扱あつかいするのはやめてもらおうか」


「なんだとっ!?」


「黙だまってろ、羽田」


　因幡刑事のドスの利きいた声。俺に摑みかからんばかりだった羽田は、その一言であっというまにおとなしくなる。


　俺は火に油を注ぐつもりで続けた。


「俺の要求に応こたえてないぞ。さあ、〝すいません、今のは私が悪かったです〟と謝あやまれ」


「き、貴き様さまというやつは……！」


「黙らんか羽田、三度は言わんぞ。むかつくが、建前は確かにこの弁護士の言う通りだ」


「……分かりました。今の発言は撤回します」


　俺はその言葉にこれみよがしに満足げに頷うなずいて見せると、羽田刑事はまた顔を歪ゆがめて何か言おうとしたが、因幡刑事にクギを刺さされていたためか、口を開くことはなかった。


　俺は机のそばに余あまっていた椅い子すを取り、雪奈の左隣どなりに座すわった。


　机の下で、刑事二人に分からないよう雪奈の手を軽く握にぎる。雪奈はそれに気付いて俺を見たが、それに構かまわず因幡刑事に話しかける。


「さて、じゃあ彼女の弁護士として、現げん在ざい警察が摑んでいる状じよう況きようを教えてもらおうか。分かってるだろうが、隠かくすとためにならんぞ？」


「……教えてやることはやるがな。お前もせめてもう少し丁てい寧ねいな頼たのみ方の一つでもできんのか？」


　因幡の声には怒いかりと呆あきれが半分ずつ混まじっていた。確かに弁護士とはいえ、大学を出て間もない若造にこう言われれば、誰だれだっていい気はしないだろう。もちろん、意図的にやったことではあるが。


　とりあえず俺は因幡刑事の希望にそって丁寧な口調で言い直してやった。


「水澄雪奈の法的代理人として、現在警察が摑んでおり、かつ捜査に影えい響きようを及およぼさない範はん囲いでの証しよう拠こ・状況などの情報、少なくとも、警察が彼女を拘こう束そくする根こん拠きよとなる程てい度どの情報を要求します。これは法ほう律りつに認みとめられた正当な──」


「分かった分かった、もういい！」


　人がせっかく言う通りにしてやったのに、因幡刑事は怒りの割わり合あいを二割ほど増まして邪じや険けんそうに手を振ふっただけだった。


　俺はその様子に肩をすくめて雪奈におどけてみせると、ようやく雪奈は笑えみを浮うかべてくれた。もっとも、その魅み力りよく的てきなはずの笑みも、二人の刑事にとってみればバカにされているようにしか見えないようだったが。


　因幡刑事はメモ帳を取り出して淡たん々たんと語り出した。


「被ひ害がい者しやは丸まる尾お広ひろ助すけという二は十た歳ちの男だ。十三階建てマンションの四階にある自室で、今日の午後三時頃ごろに刺し殺さつ体たいで発見された。


　発見したのは隣の部屋の住人──久く根ね宗むね則のりという男だ。隣りん室しつから何か争うような音が聞こえてきたので何事かと部屋から出たところ、被害者の部屋から一人の女じよ性せいが走り去って行くのが見えたという。その後、被害者の部屋を覗のぞき、包丁で腹はらを刺された被害者を発見した。久根はすぐさま警察に通報、偶ぐう然ぜん別の事件で近くにいた俺達が現場に向かった。これが事件のあらましだ。何か質しつ問もんは？」


「いや、とりあえず続けてくれ」


「とりあえず、か……」


　因幡刑事は幾いく分ぶん皮肉を込こめた口調で言った。


　突とつ然ぜん、雪奈が俺の手を握る力を強めた。何事かと俺は雪奈を見たが、雪奈はうつむいたままだった。


「三時半頃には俺達も現場に到とう着ちやく、捜査を開始した」


「三時半？」


　ふと腕うで時ど計けいを見ると、六時半を示しめしていた。まだ三時間ほどしか経たっていない。


「三時間足らずで被ひ疑ぎ者しや検けん挙きよ？　やけに早いな」


「まあ聞け。被害者には付き合っている女性がいた」


　その言葉に俺は思わず雪奈を見た。雪奈も今度は俺を見て、多少とまどいながら頷いた。


　つまりはそういうことか。


　俺は小さく息を吐はいて軽く頭を振ると、因幡に手で先を促うながした。その我われながら横おう柄へいな態たい度どが気に食わなかったのだろう、因幡は舌した打うちを一度したが、そのまま続けた。


「被疑者──つまりお前の依い頼らい人にんが通っている大学と自じ宅たくとの間に、大きな公園が一つある。今日の午後一時過すぎに、そこをあんたの依頼人が歩いている時、偶然にも被害者である丸尾広助を見かけたらしいな。別の女性と一いつ緒しよにいた被害者を、な」


「……ほう」


　浮うわ気きの現場を目もく撃げき、か。情じよう景けいが目に浮かぶようだ。浮気のばれた男と、女が二人。とはいえ、その片かた方ほうの女性が雪奈であることを考えれば、皮肉の一つも考える気にならない。


「それを見た被疑者は、逆ぎやく上じようした様子で丸尾に向かって〝あんたなんか死んじゃえ〟と叫さけんだ。その場にいた何人もの人間がそれを耳にしている」


「…………」


　警けい察さつにしてみれば、それを動機の一つにでも考えているのだろう。


「その情じよう報ほうを元に、さっき言った死体の第一発見者である久根宗則に被疑者の写真を見せたところ、部屋から逃にげていった女性と同一人物だと証言した。そこで急きょ被疑者の自宅に向かい、重要参考人として身み柄がらを拘束、その後の捜そう査さで容よう疑ぎが固まったため、丸尾広助殺人の容疑で逮たい捕ほしたというわけだ」


　そこで因幡は一息吐ついた。どこか嫌いやそうに俺の顔を見る。


「……何か言いたいことは？」


「有るに決まってる」


　因幡は軽くため息を吐いた。俺に何を言われるのか、多少なりとも予想していたのだろう。


「あんたのところでは、〝あんたなんか死んじゃえ〟と叫んだだけで殺人者として逮捕されるのか？」


「…………」


　因幡は机つくえの上で両手を組み合わせたまま、何も答えなかった。


「不当逮捕だ」


「貴き様さま！　何を言うか！」


「羽田、黙だまってろと言っただろ」


　羽田が叫ぶのを因幡刑けい事じが一いつ喝かつする。


「いいか、山鹿弁べん護ご士し。〝あんたなんか死んじゃえ〟と叫んだのは動機の一つに過ぎない。目撃者がこの女が犯はん人にんだと言ったのだ。その事実がある以上、俺達は身柄を拘こう束そくせざるを得なかった」


　さすがに長年刑事をやっているだけのことはあり、筋すじだけは通しているようだった。


「いいだろう、そのことにはひとまず目をつぶろう」


　目をつぶるという表ひよう現げんが気に食わなかったのだろう、因幡刑事は舌打ちをしたが、俺は構かまわず続けた。


「だが、目撃者にしてもそうだ。話を聞いてる限かぎりでは、その久根という男が俺の依頼人をはっきり見たという様子は見受けられない。俺の依頼人と似たような体型の人間が、果たして世界に何人いるだろうな。それで何をどうやったら俺の依頼人を犯人だと決めつけられるんだ、その久根ってやつは？」


「貴様！　まだふざけたことを──」


　羽田がまた何かを言おうとしたが、また因幡に睨にらまれて黙り込む。しかし、さっきから何かと言えば貴様貴様と連れん呼こするだけ。まったく、ボキャブラリーの少ないやつだ。


　俺は羽田を完全に無む視しし、話を続けようとしたその時だった。


「言っておくが、証しよう拠こはそれだけではないぞ、山鹿弁護士」


　その声は、この部屋にいる人間のものではなかった。


　全員の視線が声のした方に向けられる。そこはこの取調室の入り口だった。ドアが開かれ、入ってきたのは灰はい色いろの背せ広びろに身を包んだ身長一六〇センチに満たない背の低いおっさん。


　堀ほり内うち健けん一いち検事。法ほう廷ていで何度も小こ突づき合った仲だ。もっとも、俺の全勝なのだが。


　年と齢しは確たしか四十前後だったはず。背の低い典型的な中年オヤジだが、中年太りには縁えんがないという一点は、本人にとって幸いというべきだろう。妙みように鋭するどい目と大きな口、ポマードで二つ分けにされた濃こい頭とう髪はつ。背は低いが顔の大きさは平へい均きん並なみなので、低く響ひびき渡わたる声と妙に堂々とした動作とが相まって、法廷で演えん説ぜつすると意外に迫はく力りよくがある。


「よう、ケンちゃん」


　俺は片手を上げて挨あい拶さつしてやったが、そのおっさんは親しげに挨拶を返してくれるなどということはなかった。


「貴様に馴なれ馴れしくされる覚えはない！」


「それは残念」


「今日の法廷では私の部下がまた君にしてやられたようだが、今回はそうはいかんぞ。


　なにしろ私が直じき々じきに検事を務つとめるのだからな！」


「そりゃ楽でいいな」


　おどけて見せると堀内は俺を睨みつけたが、すぐに薄うすら笑いを浮うかべて言った。


「山鹿、良い事を教えてやろう。凶きよう器きの包丁から指し紋もんが出たぞ。お前の依い頼らい人にんのな」


「……っ！」


　雪奈が息を飲んだのが分かった。


　確かに検察側に取っては良い話だろうが、俺達弁護側にはロクでもない話である。凶器から指紋が出たとなれば、充じゆう分ぶんに有ゆう罪ざいの根こん拠きよと成り得うる。


「被ひ疑ぎ者しやが自じ供きようしようがしまいが、証拠は揃そろっている。明後日には予よ備び審しん問もんを開廷するよう請せい求きゆうするつもりだ、せいぜい悪あがきするんだな」


　雪奈がその場にいなければ、大きな舌した打うちでもしたいところだった。


　明後日には法廷行き。早い。だが、凶器から指紋が見つかっている以上、検けん察さつとしてはそう動くだろう。


　俺は雪奈に向き直って言った。


「雪奈、少なくとも今日は留りゆう置ち所じよで過すごすことになる。少しの間だから辛しん抱ぼうしてくれよ」


「う、うん……」


　不安げに答える。なんとかしてやりたかったが、こうも状じよう況きようが進しん展てんしている以上、後ご手てに回らざるを得ない。


「少しの間で済すむかなあ？」


　これみよがしに薄うすら笑いを浮かべながら羽田が言った。たちまち雪奈がうつむく。


　俺の依頼人、それも俺の幼おさななじみにそんな口を利きくとはいい度ど胸きようである。皮肉の一つでも言ってやろうと思ったが、因幡刑けい事じに睨まれて羽田もすぐにしゅんとなったため、控ひかえておいた。その代わり、因幡刑事に向き直る。


「おい、おっさん」


「……なんだ」


　若わか造ぞうにおっさん呼よばわりされて機き嫌げんのよくなる刑事はいないだろう。


「少しでも変な待たい遇ぐうしやがったら後こう悔かいさせてやるからな」


「安心したまえ、山鹿君」


　答えたのは堀内検事だった。座すわっている俺に見下すような視線を送りながら。


「ちゃんと女じよ性せい用ようの留置所も整備されているからな、君の考えているようなことにはならないさ。もっとも、有罪が決まるまでの短い間だがね」


「そんなことを言いながら、いつも俺おれに負け続けている検事はどこの誰だい？」


「な、なんだとっ!?」


　たちまちムキになる。その点は羽田若造刑事と一いつ緒しよで、非ひ常じように扱あつかいやすいとも言える。


　俺は堀内検事を親指で差しながら、雪奈に囁ささやいた。堀内にも聞こえる声の大きさで。


「見ろよ雪奈。あの世間一いつ般ぱんの平へい均きんから見ても背の低いおっさんを。見るからにそれらしい面ツラをしてるだろう？　そうなんだ、あいつは人に罪つみをなすりつけようとしてはいつも俺に負け続け、その度たびに俺の名声を高めてくれる、それはとても素す晴ばらしい検事様なんだぜ？」


　堀内は途と端たんに怒いかりで顔を赤くした。


「貴き様さま、私を侮ぶ辱じよくする気か！」


「とんでもない。俺はただ客観的事実ってやつを述のべているだけさ。今の俺の言葉に、たった一つでもウソがあったかい？」


「き、貴様というやつは……！」


　まったく羽田刑事といい、ボキャブラリーの不足している人間ばかりである。


「ま、まあいい。今度ばかりはお前の思い通りにはいかんからな！　今までの借りは法廷で返してやる！」


「やれやれ、ますます悪役が板についてないかい、あんた？　そのセリフ、記き憶おくにあるだけでもう三度目だぜ？」


　堀内は怒りで顔を真っ赤にさせたまま、


「覚えてろっ！」


　そう言い残し、部屋から出て行った。


　俺は雪奈に向き直った。


「な、悪役のセリフだろ？」





　　　　十月二十一日　午後六時五十二分　警けい察さつ署しよ玄げん関かん前まえ





　雪奈の取調べを半ば強ごう引いんに切り上げさせ、警察署を出た頃ころには日もすでに落ちており、辺りは真っ暗だった。


　俺は背せ広びろの内ポケットから携けい帯たいを取り出し、近くにある大きめのホテルに電話をかけた。雪奈のために夕飯を出前させるためだ。決して安いものではないが、雪奈に留置場のクソまずい飯を食わすわけにはいかない。


　俺は弁べん護ご士しという職しよく業ぎようだし、すでに何度も行おこなっていることなので、その用事はスムーズに済すんだ。請求書はあとで俺の法ほう律りつ事じ務む所しよに回される。


　問題は次にかける電話だった。


　携帯に登録してある別の番号を呼び出す。まもなくプルルルルという呼び出し音が響ひびいてくる。


　……出ない。


　どうせまた寝ねてやがるんだろう、あの三食昼ひる寝ね付きが趣しゆ味みの駄だ目め人間めが。


　とはいえ、延えん々えんとかけ続けていればやがて電話に出ざるを得なくなることを俺は知っている。ちょうど二十回目の呼び出し音が鳴り、俺も自分の根気強さに感心し始めた時、ようやく眠ねむそうな声の男が電話に出た。


『……俺の眠りを妨さまたげるんじゃねえ、このサギ弁護士が』


　第一声がそれだった。俺は負けずに言い返す。


「こんな時間からぐーすか寝てるような社会不ふ適てき応おう者しやに言われたくねーよ！」


『それが弁護士の言葉かよ……？』


「少なくとも、人じん権けん派は弁護士で名を売った覚えは一度もない」


『…………』


　少し間が空いてから、受話器を通して盛せい大だいなため息が一つ聞こえた。


　影かげ野の英えい治じ。知り合いの私し立りつ探たん偵ていだ。高校時代の同級生でもある。もっとも、年と齢しは俺より一つ上なのだが。


『で、何の用だ』


「探偵なんてやってる社会不適応者に、俺が最適な仕事を用意してやった。事じ情じようを説明してやるからさっさと出てこい」


『…………』


　少し間が空いてから、また受話器を通して盛大なため息が一つ聞こえた。


『弁護士ってのはいつもそうやって仕事を頼たのむのか？』


「少なくとも、お前なんぞのために冗じよう談だんで電話代を浪ろう費ひする気はないな」


『……借りが無かったらこんな電話、とっくに切ってるぜ……』


「当たり前だ、貸かしがあるからこんな口を利いている」


『……はあ』


　少し間が空いてから、また受話器を通して盛大なため息が一つ聞こえた。記憶にある限かぎりもう三度目である。


「一つ人生の助言をしてやろう。人前でため息を吐つくヤツは嫌きらわれるぞ」


『なら俺をもっと嫌ってくれて構かまわん。ついでにそんな仕事は他ほかへ持っていってくれると一いつ層そうありがたい』


「格かく安やすでこき使えるのはお前しかいない。さっさと出てこい、どうせ晩ばん飯めしもまだなんだろう？　おごってやるからいつもの店まで来い、いいな」


『分かった分かった、このままお前と不毛な会話してるよりマシだ……』


　そう言ってから影野は今日四度目のため息を吐いた。つくづく人の忠ちゆう告こくを聞かないやつである。


　電話を切り、背広の内ポケットにしまう。


　と、その時、俺はあまり見たくもないモノを見てしまい、思わず体を硬こう直ちよくさせた。


「……なんでお前がいるんだ。帰ったんじゃなかったのか？」


　小こ柄がらな体格、ブレザーの制せい服ふくに学生カバン。


　道みち端ばたのベンチに座すわっていたのは、家か宅たく侵しん入にゆう罪ざいの常じよう習しゆう犯はんだった。


「あんた、出てくるの遅おそいじゃない！　あんまり遅いから、そこらじゅうのオジサマに〝財さい布ふ落としちゃったから電でん車しや賃ちん貸かして～〟って泣きついて六千円もたまっちゃったわ！」


「…………」


　俺は想そう像ぞうをはるかに超こえた皐月の言葉に、思わず頭を抱かかえてしまった。


　勘かん定じよう中だったのだろうか、皐月の手に握にぎられている小こ銭ぜにの山を見ると、とても冗談には見えない。


　俺は振ふり返ってついさっき出てきた建物を眺ながめた。


「……警察署の前でサギやらかすなんて、お前一体どういう神しん経けいしてんだよ……？」


「あら、お金くれた人、ほとんど警察の人だったけど？」


「…………」


　俺は善ぜん良りようなる弁護士の義ぎ務むとして、こいつの犯罪を警察に告発すべきか本気で悩なやむハメになった。


　だが俺の悩みとは裏うら腹はらに、なぜか皐月は嬉うれしそうに、


「ねねねね、警察の用事ってもう終わったんでしょう？　これから何すんの？」


「うるせえ、お前にゃ関係ねーよ。こんな時間だ、ガキはもう帰れ」


「なに言ってんのよっ、最近の女子中学生は七時八時帰りは普ふ通つうよ！」


　そりゃお前だけじゃないのか──と言おうとして、ふと気付く。


　言われてみると、俺の中学生時代は確たしか、日付が変わってから家路につくのが普通だったような気がする……。


　俺は思わずため息を吐きながら顔を片かた手てで覆おおった。このガキを相手に説得することほど不毛なことはないのだ。


「あー、分かった分かった、もう好きにしろ」


「うん、好きにするっ！　で、これからどこ行くの？」


　何が楽しいかは知らないが、満面の笑えみで尋たずねてくる皐月。


　俺は思わずウソを吐いてやろうかという誘ゆう惑わくに引き込こまれかけたが、それと同時にウソを吐いた後の仕返しを想像してしまったため、正直に言わざるを得ないことに気付いた。ああ悲しきかな、法ほう廷ていでは無む敵てき無敗を誇ほこる敏びん腕わん弁べん護ご士しも、たった一人の女子中学生に敵かなうあたわず──。


「……いつもの中ちゆう華か屋やでヘボ探偵と打ち合わせだ」


「え、あそこ行くの!?　あたしも行く！　あそこの杏あん仁にん豆どう腐ふおいしいんだもん！」


「……言っとくが、付いてきてもおごらないからな」


「だいじょーぶよ、さっきもらったお金もあるし♪」


　警けい察さつの皆みなさん、ここに詐さ欺ぎ師しがおります。一人の弁護士が被ひ害がいに遭あいそうなので助けて下さい──と警察に駆かけ込みたい誘惑に駆られたが、「詐欺師はお前の方だろう、この弁護士が！」とでも怒ど鳴なりつけられるのが関せきの山に思えたので黙だまっておくことにした。


「お前、家に帰れば晩飯あるんだろ。今からそんなもの食う気か？」


「うちの団だん欒らんは夜九時からだし、甘あまいものは別べつ腹ばらなのよ！」


「あー、もう好きにしろ！」


「うんっ、好きにする！」


　ああ悲しきかな。法廷では無敵無敗を誇る敏腕弁護士も、たった一人の女子中学生に敵うあたわず──。





　　　　十月二十一日　午後七時二十四分　中華料理屋〝西せい華か園えん〟





　西華園。表通りからちょっと離はなれたところにある、何の変へん哲てつもない中華料理屋だ。ただし、味は最高。値ね段だんも安い上に、大たい衆しゆう食堂と見み紛まがうほど敷しき居いが低く、気軽に入れるいい店だ。学生時代から、俺達の胃い袋ぶくろをリーズナブルな価か格かくで満たしてくれている店である。


　ヘボ探たん偵てい影野と皐月、そして俺の間にある丸いテーブルには、ギョウザや春はる巻まきを始めとした各種中華料理が並ならんでいた。


「……で、なんでこいつがいるんだ」


　影野は俺が三十分前に抱いだいた疑ぎ問もんと同じようなことを口にした。


　その視し線せんの先には、幸せそうに果くだ物ものと杏仁豆腐の盛もり合わせを口に運ぶ皐月の姿すがた。


「杏仁豆腐はカロリーも少なくて体にもいいのよっ！　それにあたし、太りにくい体たい質しつだし♪」


　という影野の疑問とは関係のない言葉を言い訳わけがましく言ったのはもちろん皐月である。


　一方、俺も影野のある事に気が付いて言った。


「……影野、人のことはいい。お前も少しは遠えん慮りよしろ！　浅ましいやつだ！」


「タダ飯を遠慮するのは失礼だというのが俺の持じ論ろんでね」


　俺の苦く情じようにまったく耳を貸かそうともせず、影野は口とハシを持った手を動かすのを止めない。食ってる量も明らかに俺の方が少ない。さっきまで昼ひる寝ねしてた分ぶん際ざいで、よくそこまで食えるものだ。


　影野の格かつ好こうは、黒っぽい背せ広びろの上下である。だが背広は皺しわだらけの上、着ている本人の極めて気だるそうな顔とが相まって、随ずい分ぶんラフな印象を受ける。髪かみの毛は長い上にロクに手入れがされておらず、ぼさぼさだった。もっとも、髪の毛については俺も人のことはあまり言えないのだが。


　俺達の格好は高校時代からこんなものだった。〝流行のファッション〟というものは俺達の間では死語だった。


　だが、不思議と女には悪い印象を与あたえることはなかった。俺と影野、それともう一人いつもつるんでいた男がいるのだが、三人揃って〝ホスト・トリオ〟略りやくして〝ホストリオ〟とか言うわけのわからんあだ名が付いていたほどである。


「いいぜ、仕事の話でもなんでもしてくれよ」


　影野が豚ぶたのから揚あげを頰ほお張ばりながら言った。つくづくロクでもない探偵である。俺はギョウザを口に放ほうり込みながら言い返した。


「下品なやつだな、口にモノを詰つめてしゃべるなよ」


「……お前だってそうじゃねえか」


「俺はおごってる側だから礼れい儀ぎを尽つくさなくてもいいんだ」


「どっちもどっちよね」


「…………」


「…………」


　俺と影野の争いは、外野からの茶々入れによってたちまち収しゆう束そくに向かうこととなった。


　影野がどかりと椅い子すにもたれこんだ。


「俺はなんでお前なんかが弁べん護ご士しなんて資し格かくを取れたのか、いつも不思議でしょうがないんだが」


「その点お前は幸せだな、探偵に資格なんてないもんな」


「その分、実力世界ってことさ」


「言ってくれるじゃないか」


　と、その時だった。皿に一つだけ残っていた春巻きに、二人の手が同時に伸のびたのだ。


「…………」


「…………」


　無言でにらみ合う。


「よこせ。俺おれの金で食う飯だ」


「嫌いやだね。おごってもらうことと春巻きを渡わたすことは別次元の問題だ」


　なんて理り屈くつっぽい人間だ。


「…………」


「…………」


　しばし再ふたたび無言でにらみ合う。たかが春巻き一つと妥だ協きようすることはできない。この春巻きには男の意地がかかっているのだ……。




[image: ]


「点てん心しん、お待ちどぉさまでーす」


　俺達の間に流れる緊きん迫ぱくした空気のことなんぞ、まったく気付いた様子もない若わかいウェイトレスが、場ば違ちがいとも思えるのんきな声と共に、肉まんの入った皿をテーブルに置いた。


「もらった！」


　……しまった。俺の男の意地が。


　気が逸それたのが致ち命めい的てきだった。最後の春巻きは、ヘボ探偵の口の中に……。


　おのれ、春巻きの恨うらみは深いぞ、こうなったらこの肉まんは全すべて俺が確かく保ほ──。


「ホント、二人とも子こ供どもみたいよね」


「…………」


「…………」


　俺と影野の動きが硬こう直ちよくしたのは、ごく一いつ瞬しゆんだった。


　……と、このあたりでようやく自分の行こう為いの馬ば鹿からしさに気付く。大の大人がすべきことではない。


「仕事の話に入るぞ」


　俺は片かた手てで頭をかきながら言った。そう、ここへ来た目的は中ちゆう華か料理の取り合いではない。


「最初からそうしろってんだ」


　影野がこれみよがしに春巻きをうまそうに嚙かみ砕くだく。俺は思わず先ほどの考えを実行に移そうかと思ったが、弁護士としての矜きよう持じがそれを抑おさえたようだった。


「影野、お前夕方のニュースなり夕ゆう刊かんなりを見たか？」


「昼寝の最中に起こされてすぐここへ来たような人間に、そんな暇ひまあったと思うか？」


　これで探たん偵ていなんて職しよく業ぎように就ついているのだから、世の中絶ぜつ対たいにどこかおかしい。腐くさっても探偵などという職業に就いている以上、情じよう報ほう収しゆう集しゆうは基き本ほんではないのだろうか？　昼寝している暇があったら新聞の一つでも読めというものだ。


「殺人事じ件けんだ」


「……ほう。で、その容よう疑ぎ者しやがお前の依い頼らい人にんで、俺にその事件に関する捜そう査さを手伝えと、そういうわけだな」


　少なくとも、こいつに関しては認みとめなければならない点が一つだけある。頭の回転がそれほど悪くないということだ。まあ、説明に余よ計けいな手間が省けるのはありがたい。


　俺は因幡刑けい事じから聞きだした事を影野に話した。さすがに探偵と言うべきか、話自体は興きよう味み深そうに聞いていた。もっとも、手と口を休めることはなかったが。


「……二人とも、殺人の話しながらよく食事なんてできるわね……」


　そう言ったのは、嫌そうな顔をして杏あん仁にん豆どう腐ふを食べるのを中ちゆう断だんした皐月だった。対照的に、俺や影野のハシは一向に止まる気配が無かった。


　俺の話を聞き終わると、影野はようやくハシを動かす手を止め、腕うでを組んだ。


「なるほどな。〝あんたなんか死んじゃえ〟と叫さけんだのを人に聞かれたことと、部屋から走り去るのを見かけた人間がいるってこと、それから凶きよう器きについてた指し紋もんがネックってわけだ。だが、性しよう根ねは腐っていても一いち応おう裁さい判ばんじゃ連勝中のお前だ、その程てい度ど簡かん単たんにひっくり返せるんじゃないのか？」


　腐った探偵の不ふ適てき切せつな言葉は、意図的に無む視しすることにした。


「恐おそらくな。だが、検けん察さつも決してバカじゃない。後々禍か根こんを残さないような無む罪ざいに持ちこむためには、今一つ材料が不足している。で、お前に頼たのみたい仕事というのは──」


「分かっている、犯はん人にん候こう補ほを探さがせというんだろう？」


　本当に、頭の回転は決して悪くない。これであとは俺の言うことをなんでも素す直なおに聞いてくれさえすれば、文もん句くはまったくないのだが。


　……当たり前か。


「でもあんたの依頼人って、本当に無罪なの？」


　皐月が言った。


「無罪だ」


　俺が躊ちゆう躇ちよすることなく答えると、影野が苦く笑しようする。


「……そりゃ、お前はそう言うだろうがな。後々、俺の調査で有罪の証しよう拠こが出てきても知らんぞ」


「安心しろ、そんなものは出ない」


「よくそこまで断言できるわね～」


　皐月が飽あきれたように言った。


「俺の知り合いなんだ、その依頼人は」


「友人か何かか？」


「幼おさななじみではとこだ」


「はとこ？」


　皐月が小さく首をかしげる。


「親がいとこ同士なんだよ」


「ふーん、また随ずい分ぶん遠い血ち筋すじね……」


　実じつ際さい、相当遠い。十数年前のひいばあさんの葬そう式しきで出会わなかったら、完全に他人で終わっていただろう。


「しかし、そこまでお前がムキになるってことは……」


　影野がニヤリと笑う。イヤな笑い方だ。


「勝手に想そう像ぞうしてろ」


　間ま違ちがっても顔が赤くなったりしないよう、極力無関心を装よそおって答える。


　皐月がなぜか意味ありげに「へー」と声を出したが、これも気にしないことにする。


「とにかく影野、お前が以前連れてきた依頼人と一いつ緒しよだ。あの時はお前が無罪だと断言した」


　俺がそのことを持ち出すと、影野は降こう参さんと言わんばかりに手を上げた。


「分かった、それで充分だ。いいだろう、確たしかにその時の借りもある。この件に関する調査はしてやるよ」


「そうこなくちゃな。しっかりやってくれ」


「ただし──」


「……なんだ」


　こいつが〝ただし〟などと言う時はロクなことがない。俺は思わず身み構がまえて次の言葉を待った。


　影野は皐月の方を見ながら言った。


「デザートに杏仁豆腐を付けてくれ」





　　　　十月二十二日　午前九時十二分　留りゆう置ち場じよう面会室





　留置場面会室。警けい察さつ署しよの取調室と同様、まったく飾かざり気けの〝か〟の字もありゃしない。もっとも、華はなやかな留置場というのがあったらそれはそれで嫌いやだろうが。


　俺が座すわって待っていると、間もなく婦ふ警けいに誘ゆう導どうされた雪奈が俺の前に座った。


　留置場面会室の特とく徴ちようと言えば一つしかない。透とう明めいな強化プラスチックによって隔へだてられた会話である。


「雪奈、昨日はよく眠ねむれたか？」


　二人の間に存そん在ざいする一いち枚まいの透明な壁かべ。それだけで会話がどこか味気ないものに感じられるのは、何度経けい験けんしても変わらない。


「ううん、あんまり……」


　雪奈の表ひよう情じようはあまりすぐれなかった。長い絹糸のような髪かみもどこか潤うるおいがないように感じられる。まあ当然だろう。初めて入った留置場で熟じゆく睡すいできるような人間は、現げん在ざいの文明社会から見れば極きわめて少数派はであるに違いない。


「差し入れた飯はうまかったか？」


「うん、おいしかった。あれ、どうしたの？」


「ホテルから出前させた。昼も持って来させるから楽しみにしとけ」


「えっ、ホテル……!?」


　雪奈はどこか申し訳わけなさそうな顔をした。


「そんなこと気にするなよ。俺だって最近少しは名が売れてな、少なくとも同年代のサラリーマンよりかは高い給料もらってるんだぜ？」


「でも……」


「いいからいいから。それにな、雪奈……」


　俺は真ま面じ目めな顔を作り、窓まどガラスに顔を近づけた。雪奈も俺の雰ふん囲い気きを察したのか、どこか体を強こわ張ばらせる。


「お前、人なんか殺してないだろ？」


「……うん」


　緊きん張ちようした面おも持もちのまま、それでもはっきりと雪奈は頷うなずいた。


「よし」


　俺は満足げに頷いてから椅い子すにふんぞり返った。


「ならいい。お前はこんな所に入れられる必要はないんだ、せめて飯ぐらい良いモノを食っとく権けん利りがある。いいな」


「……うん、ありがとう」


　雪奈が嬉うれしそうに頷くと、俺は苦く笑しようしながら続けた。


「それに、とにかく留置場の飯ってやつはまずくてな。朝飯なんて酷ひどいもんだぜ、コッペパンが一つと、ジャムとマーガリンの小さいのが付くだけなんだ」


「善行さん、詳くわしいんですね」


「昔、暴ぼう走そう族ぞくに間違えられたことがあってな」


　俺は肩かたをすくめ、雪奈と顔を見合わせて笑った。年と齢しこそ十九だが、その屈くつ託たくのない笑え顔がおは、昔のそれと変わっていない。だが、状じよう況きようが状況だからだろう、今の笑顔にはどこか陰かげがあった。


「あ、あの、それから弁べん護ご料りようのことなん──」


　俺は雪奈が言い終わらない内に、手を上げて先を言うのを制せいした。


「飯と一緒だ、気にするな。妹から弁護料を取る弁護士がいると思うか？」


「え、でも……」


「ならあれだ、十回ぐらいお前の手料理でも食わせてくれないか。最近、食生活が荒あれ気味なんだ。料理の腕うではまだ落ちてないだろ？」


「……うん、ありがとう、兄さん……」


　雪奈は少し間を空けてからそう言った。


　兄さん、ときたもんだ。昔は〝お兄ちゃん〟だった。そういえば、最近はすっかり〝善行さん〟という呼よび方が定着していた。兄、と呼ばれるのは随ずい分ぶん懐なつかしいものがある。決して悪いものではないのだが、妙みようにこそばゆい。


　俺は気き恥はずかしさを気け取どられないために、話題を変えることにした。


「そうそう、今朝電話しといたぞ。ロサンゼルスに」


「……お父さんに？」


「そうだ。お前、親父おやじさんにまだ連れん絡らく取ってないんだって？」


　雪奈はうつむいた。雪奈の家は父子家庭だ。母親は小さい頃ころに交通事じ故こで亡なくなっている。おまけに父親は現在ロサンゼルスに単身赴ふ任にん中ちゆう──。


「うん……。お父さんも仕事が忙いそがしいし……。それにお父さん、昨日の夕方まで日本にいたの」


「昨日まで日本に？」


　それは初耳だった。


「そう。おとといの夜、日本への出しゆつ張ちようの合間を縫ぬって私に会いに来てくれたんだけど……。昨日は会社に行って、そのまま夜の飛行機でアメリカに戻もどるんだって……」


「それで昨日、電話しなかったのか」


「夜には飛行機に乗ってるって言ってた。心配させたくなかったし、迷めい惑わくもかけたくなかったの……」


　俺は思わず嘆たん息そくした。まあ雪奈の性せい格かくを考えれば、そういう行動を取ってもおかしくはない。


　俺は雪奈を真正面から見つめながら言った。


「なあ雪奈。こういう状況の時、お前には心を支ささえてくれる存そん在ざいが必要なんだ。絶ぜつ対たいに自分を無む罪ざいと信じてくれる、そんな人間が俺だけじゃまだまだ不足してる。裁さい判ばんは近い内に開かれることになる。そしてそこでは、お前に関することが根ね掘ほり葉掘りほじくり返される可か能のう性せいもある。それを無事乗り切るためには、お前の親父さんが必要だ。分かるな？」


　少し間があったものの、雪奈は頷いた。


「お父さん、なんて言ってた？」


「明日にはこっちへ来るってさ。あと、俺が必要な経けい費ひを払はらうとも言ってた。まあ、金を請せい求きゆうする気はないけどな」


「……やっぱり、来るんだ」


　うつむいたまま、俺の言葉の意味を嚙かみ締しめるように呟つぶやいた。


　日本とアメリカの往おう復ふく。娘むすめのためとはいえ、決して楽なものではないだろう。雪奈が気をきかせて連絡を取らなかったのも分からなくはない。


「心配してたぞ。いいんだよ、こういう時は。親父さんが来たら思いきり甘あまえてやればいい。それが娘の特権ってやつだ。俺が言うまでもないが、親父さんも無罪を確かく信しんしてたぞ？」


「……うん、分かったわ、善行さん。ありがとう」


　だが、雪奈の表ひよう情じようはまだあまりさえなかった。やはりそう割わり切れるものでもないのだろうか。


　俺は話題を変えるため、腰を上げて軽く椅子に座り直なおしてから再さい度ど口を開いた。


「しかし、びっくりしただろう。いきなり警けい察さつが来て連行されるなんて」


「……ええ、驚おどろいたわ。突とつ然ぜん私の家にあの刑けい事じさん達が来て、午後三時頃何をしてましたか、って訊きいてくるんだもの……」


「その時、何て答えた？」


「ずっと家にいました、って……」


「……アリバイはないってことだな？」


　雪奈は小さく頷いた。


「ひょっとして……いけなかったの？」


　俺は手を振ふった。


「アリバイがあったら逮たい捕ほなんてされなかったかもしれんが、まあ裁判じゃ些さ細さいなことだ。気にするな」


　今の言葉の半分は、雪奈の気を楽にするためのでっち上げだった。


　犯はん行こう当時のアリバイがなく、凶きよう器きからは指し紋もんが検けん出しゆつされ、目もく撃げき情じよう報ほうもアリ。今の状じよう況きようを楽観視することはできないだろう。警察は今日の捜そう査さで、被ひ害がい者しやや雪奈の自じ宅たく周辺の聞き込みをして、犯行当時の雪奈の所在を明確にしようと試みるに違ちがいない。


「それより、少し状況を確かく認にんしよう。


　昨日のあの因幡刑事の話から総そう合ごうすると、お前は被害者の丸尾広助と付き合いがあった？」


「ええ」


「……好きだったのか？」


　なんとなく、あまり訊きたくない質しつ問もんだった。


「うん……」


　なんとなく、あまり聞きたくない答えだった。


「……それなりに」


　と雪奈は付け加えた。


　……なぬ？


　俺は思わず訊き返した。


「それなりに？」


「付き合ってくれって言ってきたのは、あの人の方からだったの。私も男の人と付き合った経けい験けんはなかったんだけど、丸尾さんはやさしかったから、少しぐらい付き合ってみようかな、って思って」


「ところが、他ほかに女がいることが分かり、逆ぎやく上じようして罵ば声せいを浴びせたって？」


「うん、そう……。私にやさしかった分、それがショックで……」


　なるほど。丸尾広助に対する怒いかりを抱いだいた人間の数は、たった今から一人増ふえた。雪奈にショックを与あたえた罪つみは重い。


　俺は次の質問をするために、躊ちゆう躇ちよするフリをして少し間を空けてから言った。


「雪奈、答えづらいだろうけど、できれば答えてくれ。その男と……その、ね、寝ねたか？」


「え……。ええっ!?」


　雪奈は少し顔を赤くし、驚いた表情で俺を見る。まあ当然といえば当然の反はん応のうだ。


　俺はなんとか真ま面じ目めな顔を作り続けた。


「法ほう廷ていとはそういうところなんだ。寝たかどうか一つで親愛の情を推すい測そくし、そこから発生するであろう嫉しつ妬との度合いまで判定されてしまうこともある。直ちよく接せつ〝寝たか？〟なんて訊かれることはないだろうが、裁判の進行次し第だいでは検察はそれを窺うかがわせる話を持ち出してくるかもしれない」


「…………」


　雪奈は顔を赤らめたままうつむいてしまったので、俺は慌あわてて付け加えた。


「べ、別に俺に答える必要はないぞ。ただ、法廷ではそういう話が出るかもしれないというだけだ。今の内に、心の準じゆん備びだけでもしておけばいいってことさ」


　雪奈はうつむいたまま沈ちん黙もくしていたが、やがてゆっくりと首を振った。


「……そこまではしてないわ。彼の部屋に行って、ご飯を作ってあげるぐらいはしたけど……」


　実のところ、雪奈の言葉を裏うら付づける証しよう拠こはない。だが、俺は雪奈の言葉を信じるつもりだった。いや、明確に表ひよう現げんするならば、信じたいだけだったと言うべきなのかもしれないが。


　あまり愉ゆ快かいな想そう像ぞうではないが、もし雪奈が〝寝た〟とはっきり答えたら、俺はどういう反応をしただろう。


　俺は心の動どう揺ようを表に出すことなく続けた。そういうことには慣なれているつもりだった。


「よく言ってくれたな、雪奈。裁さい判ばんでも今みたいなことが議ぎ論ろんになるかもしれない。だがその時は今みたいに平然としていればいい」


　雪奈は黙だまって頷うなずいた。


「で、だ。その丸尾広助と最後に公園で会ってからは、どこで何をしてた？」


「大学に行くつもりだったんだけど、その気がなくなっちゃって……。帰ってずっと泣いてたわ」


「じゃあ、警察が来るまでずっと家に？」


「うん。さすがにその時には泣き止やんでたけど……」


　つまり、アリバイはまったく成立しない。その点は間違いなく不利と言わざるを得ないだろう。


「雪奈、お前らしい人物が被害者の部屋から走り去るのを目撃したって人間がいることは聞いたな？　それはお前じゃないんだな？」


「う、うん。それは私じゃないと思う……」


「分かった。俺はお前の言うことを全面的に信じるからな。大方、その目撃者が見間違えたか、犯人がお前に変へん装そうでもしてたんだろう」


「…………」


　雪奈の表情にわずかながら陰かげりが生じたことと、どこか歯切れの悪い返事が気になったが、まあ自分に化けている人間がいたと知れば、それもやむを得ないことかもしれない。


「さっき、丸尾広助の部屋に行って料理を作ったことがあると言ったな？」


「え？　うん、そうだけど……」


「その時、包丁とかの器具はどうした？　自分のを持って行ったのか？」


「いいえ、材料は持って行ったけど、器具までは持って行かなかったわ」


　なるほど。これは一番の収しゆう穫かくと言えるかもしれない。見つかった凶きよう器きが丸尾のものだったとしても、雪奈が丸尾の部屋にあるものを使って料理を作っていたりしたのなら、包丁から雪奈の指紋が出るのは当然だ。


　だが、丸尾広助の部屋から見つかった包丁とはいえ、それは丸尾のものではなく、雪奈が外部から持ってきたものだったと検けん察さつは主しゆ張ちようするかもしれない。そうなるとこちらの弁べん論ろんは根こん拠きよが薄うすくなる。検察側の出方を待って、うまくこちらの有利なように持って行ければいいが……。


「分かった、大体のところは理り解かいできた。雪奈、今日中には保ほ釈しやくの許きよ可かを取ってみせるから、夕方にはここを出られるぞ」


「え……。私、もう出られるの？」


　意表を突つかれたようで、大きな目をぱちくりとさせる。


「ああ。いいか、世間一いつ般ぱんではなんと思われてるかは知らないが、たとえ被ひ疑ぎ者しやとして警けい察さつに捕つかまろうが、裁さい判ばんで有ゆう罪ざいが確かく定ていするまでは、その人間は無罪であると法ほう律りつでちゃんと定められている。


　だから雪奈、今お前は無罪なんだ。あとは逃とう亡ぼうや証しよう拠こ隠いん滅めつの恐おそれがないとかの条じよう件けんはあるが、保釈さえ勝ち取れば、堂々と外を出歩いたって構かまわないのさ」


　一いち応おう、保釈請せい求きゆうをする際さいには堀内検事と小こ突づき合わなきゃならないのだが、負けるつもりはまったくないし、これまでに負けたこともない。


　数年前までは殺人容よう疑ぎ者しやが保釈されるなんてことは有り得なかった。〝推定無罪〟という、裁判で有罪が確定するまでは、その被告は無罪であるという考えに則のつとり、三年前の司法改かい革かくでようやく保釈の条件が緩ゆるくなったのである。


「明日には予よ備び審しん問もんが始まる。お前はただ座すわっていればいい。折せつ角かくの機会だ、裁判ってやつがどういう風に進行するのか見ておけ。なかなか見られるもんじゃないぞ」


　もっとも、裁判の一番の見物は堀内検事の負けっぷりだがな。


　雪奈はどこかまだ心配そうだったが、それでもうんと頷いた。





　　　　十月二十二日　午後一時二十三分　地方裁さい判ばん所しよ第二法ほう廷てい





　地方裁判所第二法廷。予備審問が開かれるのもこの場所となるだろう。


　数年前の裁判では、予備審問なるものはもちろん存そん在ざいしなかった。


　従じゆう来らいのこの国の裁判の特とく徴ちようといえば、ただ〝長い〟という一言で象徴されていた。裁判を慎しん重ちように行い、誤あやまった判決が出ないよう、三度の審判を受けられるしくみ──通つう称しよう〝三さん審しん制せい〟という制度は、一つの事じ件けんをそれこそ平気で十年、二十年と長引かせる短所をも持っていた。


　大おお幅はばな改革が行われたのは三年前。指し針しんとして採さい用ようされたのは、アメリカの裁判制度だった。もっとも、アメリカの裁判制度や法律は、州ごとに微び妙みような違ちがいがある。取り入れられたのは、あくまで予備審問や陪ばい審しん制せい、そして司法取引などの制度のみだ。


　しかし、そのおかげでこの国の裁判は劇げき的てきに変わりつつあった。


　陪審制度。無む作さく為いに選ばれた一いつ般ぱん人じんの多数決によって判決が決まる制度。


　アメリカなどでは陪審制はごく普ふ通つうに、それこそ日にち常じよう業ぎよう務むの一いつ環かんとして受け入れられている。だが、それはアメリカでは一世紀以上もの陪審制の歴史があるからこそだ。


　無作為に一般市民を呼よび集め、罪の有う無むを評ひよう議ぎする。当然ながら陪審員には裁判を傍ぼう聴ちようする義ぎ務むが生じるし、必要があれば数か月にも亘わたってホテルに隔かく離りされるようなこともある。もちろんその間、通常の生業なりわいは滞とどこおるし、その代わりに与あたえられる報ほう酬しゆうは一日五〇ドルにも満たない。国家として陪審制度を維い持じするだけで、一年の経けい済ざい的てき損そん失しつは億単位になるという試算もある。


　それでも、裁判長という名のたった一人の人間に評決を託たくすよりは、第三者に罪つみの是ぜ非ひを問う方がいいと考える意見は根強く、この国で採用されることになったのだ。


　だが、この制度を取り入れるということは、年に数千人もの労働者の労働時間を奪うばうことになる。また、自分とはなんら関係のない裁判で、何か月も拘こう束そくされることに反発を覚えない人間もいないだろう。そのため、陪審制度を少しずつ受け入れる器うつわを作るべく、同時に取り入れられたもう一つの制度があった。


　予よ備び審しん問もん制度である。


　これもアメリカやイギリスにある制度の一つである。本ほん格かく的てきな刑けい事じ裁判の前に、一度予備的な審問を開き、被告が本当に罪を犯おかしたか、本格的な審問──公判にかけるに足る証拠が検察側から提てい示じされているのかを審問する。それが予備審問だ。


　予備審問の進行自体、余よ計けいな手間が省かれた簡かん易い裁判と言っていい。弁べん護ご人にんに検察官、それに裁判長が出廷し、検察側、弁護側双そう方ほう共に証人を尋じん問もん・反対尋問までする本格的なものだが、本裁判と違ちがって陪審団だんはまだ結成されないし、被告人には出席する義務すらない。実際のところ、検察側が一方的に証拠を提出して終しゆう了りよう、というのが普通だ。弁護側が提示された証拠について反証を開始するのは、予備審問が終了し、公判になってからだという。


　この予備審問で被告が無む罪ざいになるようなことは、本場であるアメリカやイギリスにおいてもまずあり得ないらしい。だが、決して皆かい無むではないし、公判を開くに足る証拠をまず吟ぎん味みするという点において、裁判の進行を早めることにもなる。なにより、検察側の提示する証拠を一部とはいえ、本格的な審問の前に知ることができるのは、弁護側にとって大きな利り益えきとなる。


　そこで、日本で陪ばい審しん制度をなじませるため、まずこの予備審問での陪審制を採用することになったのである。


　裁判制度が改革される以前、この国で刑事裁判を受け、無罪になる人の割わり合あいは五〇〇〇人にたった一人だけだった。五〇〇〇人の内、たった一人だけ、である。


　無論、このような数字が生まれた背はい景けいには、日本の警察機関が優ゆう秀しゆうだということもその要よう因いんの一つとして挙げることはできるだろう。しかし、世界中のどの民主国家を見ても、有罪率りつが九九％を超こえるような国を俺は知らない。警察に身み柄がらを拘束されただけで世論では有罪が確定したかのような扱あつかいをする──それがこの国だった。仮かりに陪審制度を導どう入にゆうしたところで、陪審員となる人間の大半は、被ひ告こく人にんが刑事告こく訴そされたというだけで、その被告を有罪だと考えているのが当然だと思われた。


　そこで、無罪・有罪が断だん定ていされるわけではない予備審問において、この陪審制度を採用することになったのだ。予備審問ならたとえ被告側がわが敗北を喫きつしたとしても、罪が直ちに確定するわけでもないし、何より進行が非ひ常じように速いので陪審団の負ふ担たんを軽けい減げんすることができる。こうしてまず陪審制度を国全体になじませようというわけだ。


　陪審員の数はたった五人。さらに、本来なら殺人などの重じゆう犯はん罪ざいにおける陪審制度では、陪審団の全員一いつ致ちの評決が原げん則そくだが、現げん状じようの制度では単たん純じゆんに多数決となっている。そしてこの予備審問において、被告人が罪を犯したと推察するに足る証しよう拠こが提示されたと陪審団が判断した時、初めて本ほん裁さい判ばん──公判が開かれることになるのだ。逆ぎやくに証拠が不充分だとされた場合は、新たな証拠でも発見されない限かぎり、被告人は無罪放ほう免めんとなる。


　この制度が始まってまだ三年。大方の予想通り、有罪率が激げき減げんするということはなかったが、それでもごく一いつ般ぱんの人々からなる陪審団が裁判の主役になったことから、彼らを前にアメリカの裁判のようなドラマティックな審理が展てん開かいされるようにもなり、予備審問で無罪を勝ち取る事例も決して皆かい無むではなかった。


　もっとも、被告人が検察側の訴うつたえを全すべて認みとめた場合は予備審問自体開かれないし、予備審問を開いても提出された証拠について争わない意思を表明した場合は、陪審団も結成されない。


　改かい革かくによって無罪率は確たしかに上がった。ただし、それは〇・〇〇一％が〇・〇一％になったという程てい度どの話でしかなく、陪審員の選出方法など、まだまだ検けん討とう・改かい善ぜんすべき余地はあったものの、裁判の迅じん速そくさは以前とは比ひ較かくにならないほどで、この改革も少しずつ受け入れられてはいるそうだ。


　その予備審問が、明日この法ほう廷ていで始まることになる。


　とはいえ、今日これからこの場で開かれる初回出頭では、まだ傍聴人もいない。廷てい吏りなどの係官を除のぞけば、俺おれと裁判長、それに堀内検けん事じの三人がいるだけである。


　法廷の入り口から見て、五列分の傍聴席が並ならんでいる。傍聴席の前には俺の腰こしぐらいの高さの柵さくがある。それを越こえれば向かって右側に俺と雪奈が座すわることになる弁護側の席があり、反対の左側には堀内検事らが座る検察側の席がある。正面にあるのは当然裁判長の席で、三者の中央には証言台がぽつんと置かれている。ニュースなどではおなじみの光景だ。数年前と異ことなっている点は、裁判長の席の左側に陪審員席が五つ置かれているという点、そして被告人は被告席ではなく、弁護人の側そばにいることができるようになったという点だろう。アメリカなどのそれと比くらべると、無む機き質しつかつ殺風景なこと極きわまりない。制せい度どはともかく、外観までは改革する気はなかったらしい。


「では、予審の開かい催さいは明日からということでよろしいのですかな？」


　それは、どこか厳きびしさが感じられる老人の声だった。


　周しゆう堂どう健けん太た裁判長。確か年と齢しは六十歳さい前後だったと記き憶おくしているが、頭とう髪はつの三分の二ほどがすでに白髪しらがで埋うめられているため、七十歳でも通じそうだった。無む論ろん、本人にとっては不本意だろうが。


　中年太りという表ひよう現げんからは程ほど遠とおい、ひょろりとした体型。だが、その目には厳げん格かくさが漂ただよっている。公正という点では、俺も疑うたがいがない。


「はい裁判長、検察側に異い議ぎはありません」


　チビ検事こと堀内検事が言った。


「山鹿弁べん護ご人にん、よろしいのですか？　弁護側が必要とするなら、もう二、三日延えん期きしても構かまいませんが」


「いえ、弁護側も明日で構いません。一いつ刻こくも早く検察の魔まの手から依い頼らい人にんを救い出してやりたいものですから」


「なっ……なんだと！」


　相変わらずワンパターンな反はん応のうを見せるやつである。


「山鹿弁護人、口を慎つつしみなさい」


　裁判長が厳しさを三割わりほど増ました口調で言った。


　俺は丁てい寧ねいに頭を下げた。


「失礼しました。無実の罪つみを背せ負おわされた依頼人を思うあまり、つい口に出してしまいました」


「ぬぬぬ……！」


「……もうよろしい。ただし弁護人、もう少し口は慎んで頂いただきましょう」


　裁判長は首を振ふりながら半ば呆あきれ気味に言った。


　俺と堀内検事は、この裁判長の下でやり合ったこともある。さすがに俺の性せい格かくは分かっているらしい。


「では、保ほ釈しやくの問題に移うつります。弁護側は保釈請せい求きゆうを行いますか？」


「当然です」


「検察側は異議を申し立てます！」


　堀内が勢いきおい込こんで言った。


「よろしい」


　周堂裁判長は軽く頷うなずいた。俺と堀内、双そう方ほうの答えはすでに予よ測そくしていたのだろう。


「では検察側、反対意見の陳ちん述じゆつを」


　堀内は悠ゆう然ぜんと立ち上がり、演えん説ぜつを始めた。


「被ひ告こく人にんである水澄雪奈は、人を一人殺しているのです」


「異議あり」


　と、俺は早さつ速そく口を挟はさんだ。


　だが、堀内に悪びれた様子はなかった。


「失礼しました。被告人である水澄雪奈には、人を一人殺した容よう疑ぎがかかっているのです。それも、包丁で刺さし殺すという極きわめて残ざん忍にんな手口でです。


　被告人は小さい頃ころに母親を亡なくし、しかも父親は仕事でアメリカに別べつ居きよ中ちゆうです。その境きよう遇ぐうには同どう情じようすべき余よ地ちがありますが、それが被告人をなんらかの形で追い詰つめた要よう因いんとなっているやもしれないのです。


　弁護側は、二は十た歳ちにも満たない女じよ性せいに人を殺せるわけがないとでも主しゆ張ちようする気なのかもしれません。が、逆ぎやくに二十歳にも満たない少女であるからこそ、現げん在ざいは極めて精せい神しん的てきに不安定になっている恐おそれがあるのです、再さい犯はんの可か能のう性せいを否いなめません。


　それだけではありません。被告人の年ねん齢れいは十九歳、つまり未成年であるため、顔写真の公表は許ゆるされておりません。そのため、逃とう亡ぼうの可能性も否ひ定ていしきれません。


　以上のことから考えれば、保釈を許ゆるしてはならないという検察側の意見にも御ご理り解かいを頂けると思っております」


　家庭の事情まで持ち出してきやがった。


　とはいえ、あとは型通りの異議を唱えたに過すぎない。その程てい度どの理由で俺の依頼人、それも幼おさな馴な染じみたる雪奈にケチを付けようなんざ、百年早いというものだ。


「分かりました。では弁護側？」


「はい」


　俺はゆっくりと立ち上がり、口を開いた。


「まず私は、水澄雪奈という女性を小さい頃から知っております。小さい頃に母を亡くし、父親と二人で暮くらしていた過か去こがあるという堀内検けん事じの指し摘てきは、確たしかにその通りです。しかし、だからといってそれが彼女に精神的な悪影響を及ぼしたという根こん拠きよにはなりません、検察側の憶おく測そくに過ぎないのです。彼女は、母親を失ってからはほとんどの家事を一人で行い、父親を助け、真まっ直すぐに育ってきました。


　私は水澄雪奈という女性をよく知っています。思いやりがある心こころ優やさしい女性です。確かに、〝死んじゃえ〟といった類たぐいの言葉は吐はいたかもしれません。しかし、その非ひは彼女にはありません。それは、水澄雪奈という素す晴ばらしい女性と付き合いながら、平気で他ほかの女性と付き合っていた丸尾広助氏に責せき任にんがあるのですから」


「裁さい判ばん長ちよう！　弁護側は被害者を中ちゆう傷しようしております！」


　堀内の指し摘てきに、俺は軽く両手をあげて頭を下げた。


「申し訳わけありません、ただいまの発言は撤てつ回かいします。


　しかし、堀内検事を含ふくめまして、この場にいるのは男だけです。男に裏うら切ぎられた女性の心情というものは、決して理解することはできないでしょう。確かに〝死んじゃえ〟と私の依い頼らい人にんは言ったかもしれない。しかし、少なくともそれは殺人罪ざいとはほど遠いものだし、それだけの理由で彼女が人を殺しかねないほど精神的に不安定であるなどと誰だれが言えましょうか？　ましてや、男である堀内検事にそれが断だん言げんできるわけもない。彼女はただ純じゆん粋すいなだけなのです」


　俺はことさらに肩かたをすくめ、首を振ふって見せた。


「再犯の可能性？　そもそも、検察が現在指摘している事実は全すべて状じよう況きよう証しよう拠こに過ぎず、また法ほう律りつにも、有ゆう罪ざい判決が出るまでは被疑者は無罪であると明記されています。このような言葉の揚あげ足を取る論ろん法ぽうは好みませんが、犯罪を行っていない人間が再犯をすることはできません。


　また、保釈が認みとめられない場合の理由として、証拠の隠いん滅めつを図る恐おそれがある場合と、逃亡の恐れがある場合とが挙げられます。しかし、検察側は明日にも予よ備び審しん問もんを開くべきだと提てい案あんしました。つまり、必要な証拠はすでに摑つかんでいると言っているのです。証拠の隠滅はありえないのだと、検察側自らが保証してくれたも同じことです。


　逃亡の恐れ？　検察側は被告人の顔が世間に公表されていないのだから、逃亡の恐れがあるなどと主張しています。しかし、未成年者の素す性じようを公表してはならないということは、法律で定められた正当な権けん利りであり、それを〝逃亡の恐れ〟なるものに直結させることはできません。それでも異い議ぎを申し立てるというのであれば、まずは法律の改正から始めて頂くべきでしょう。


　そして私は、私の依頼人が殺人はもとより逃亡などすることのない人間であることを知っており、また、そうであるからこそ、今回の弁護を引き受けたのです」


　俺はそこで一いつ旦たん切って、裁判長と堀内検事を見回してから、幾いく分ぶんトーンを下げたおとなしい口調で付け加えた。


「弁護側の主張することは、以上です」


　法廷が沈ちん黙もくに包まれ、堀内検事が俺を睨みつける。


　俺の演えん説ぜつに感動してくれる傍ぼう聴ちよう人にんも陪ばい審しん団だんもいないのが残念だった。


「よろしい」


　裁判長が重々しく頷うなずいた。


「保ほ釈しやくを認めます。保釈金は被告人の年齢をかんがみ、二千万円とします。弁護側は本日午後五時までに支し払はらっておくように。ただし、時間までに全ぜん額がく払えない正当な理由がある場合は考こう慮りよします」


　堀内がさらに顔をしかめて俺を睨みつけたが、俺はそれを無む視しして裁判長に頭を下げた。


「ありがとうございます、裁判長」


「では予備審問は明日午前十時より行います。特に問題がなければ、今日はこれで閉へい廷ていとしますが」


　堀内にはこれ以上何も言う様子はなかったが、俺はふと思いついて口を開いた。


「裁判長、やはり予審の開かい催さいを少し延えん期きしてもらいたいのですが」


　裁判長の表情が微び妙みように険けわしさを増ました。


「ほう。先ほどは承しよう認にんされたのに、それはまたなぜでしょう？」


「あの程てい度どの状況証拠で被告人を有罪に出来ると思っている検察側に、もう少し考え直す時間を与あたえてやりたいと思いまして」


「なんだとっ!?　き、貴き様さまというやつは……！」


　たちまち堀内がいきり立つ。


「堀内検事にただ今の発言の撤てつ回かいを要求します。〝貴様〟というのは明らかに私への侮ぶ辱じよく的てきな発言です」


「その前の貴様の発言こそ、私を侮辱している！」


「失礼なことを。私は予備審問で、準じゆん備び不足が原げん因いんで検察に恥はじをかかせたくないと考えているだけで──」


「そこまでになさい！」


　裁判長が一いつ喝かつした。


「弁べん護ご側がわの予備審問開催期日の延期申し立ては却きやつ下かします。


　山鹿弁護人、予備審問で今のような発言を多発した場合、決して私に良い印象を与えないであろうことを、あらかじめ申し渡わたしておきますよ」


「御ご忠ちゆう告こく、痛いたみ入ります」


　少なくとも表向きは反省しておりますという風に、白々しく、それでいて丁てい寧ねいに頭を下げて見せる。


「それから堀内検事。あなたは冷静な判はん断だん力りよくが要求される検事という職しよくにあるのです。一々挑ちよう発はつに乗らないで下さい。いいですね」


「わ、分かりました」


　堀内は口ではそう言いつつも、俺に険しい視線を送ることに忙いそがしそうだった。


　裁さい判ばん長ちようは一いち応おう俺と堀内検けん事じの答えに満足したらしく、よろしいと頷いた。


「では、本日はこれにて閉廷」


　木き槌づちを一度叩たたいた。





　法廷を出て通路に俺と堀内検事の二人きりになると、すぐさま堀内が口を開いた。


「ふ、ふん。いい気なるなよ。私は保釈ぐらい、最初から認めてやるつもりだったのだからな」


「ああ、おかげであんたに対する保釈請せい求きゆうの連勝記録がまた一つ伸のびた。ありがとよ」


　俺は素す直なおに礼を言ったつもりなのだが、堀内は例によって顔を赤くしながら言った。


「明日からの裁判を楽しみにしてろ！　吠ほえ面づらかくなよ！」


　そりゃあこっちのセリフだ──と言おうと思ったのだが、そう言う前に堀内はさっさと立ち去ってしまった。


　まあ、決定的な証人や証拠がある殺人事じ件けんではないのだ。保釈請求が通ることは、堀内もある程てい度ど予よ測そくしていたのだろう。


　せいぜい、明日の裁判を楽しみにさせてもらうとしよう。





　　　　十月二十二日　午後八時十分　山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよ





　二千万もの金を用意するのは容よう易いではない。


　それでもなんとか雪奈の保釈金を払い、諸しよ所しよの手続きを終えてから、現げん在ざいの事実上の住じゆう居きよであるこの法律事務所に戻もどってきたのは、完全に日も沈しずんでからだった。さすがにこの時間になると、俺の事務所への不法侵しん入にゆう者しやもいなかった。


　受話器のベルが鳴ったのは、背せ広びろを脱ぬいで夕ゆう刊かんを読もうと手に取った時だった。


　受話器といっても電話ではなく、ビルの玄げん関かんにあるインターホンに通じているものだ。俺はデスクの上に置いてあるその受話器を手に取り、


「新聞の勧かん誘ゆうはお断ことわりしています」


　がちゃりと受話器を置く。だが、すぐさままたルルルルルと鳴り出す。


「宗教の勧誘はお断りしています」


　がちゃりと受話器を置く。だが、すぐさままたルルルルルと鳴り出す。


「とにかく勧誘はお断り──」


『わざとやってるだろう、お前』


　不ふ機き嫌げんそうな社会不ふ適てき応おう者しやの声が聞こえた。


「やっぱり分かるか？　さっきお前の姿すがたがここから見えたんでな」


『一いつ瞬しゆん、本気で帰ろうかと思った』


「我わが親友にそんな無む駄だ足あしを踏ふませるわけにはいかない。さっさと上がってくれ」


『…………』


　ぴったり三十秒後、俺の前には仏ぶつ頂ちよう面づらの私し立りつ探たん偵てい、影野英治の姿があった。


「俺は二度とお前みたいな弁護士に借りは作るまいと心に誓ちかったぞ」


「それは正しいな。なにしろ、弁護士に借りを作ると面めん倒どうでしょうがない」


「お前が言うなら間ま違ちがいない」


「とはいえ、借りを作るのを危き惧ぐする前に、まずこれまでの借りを返すことを考えた方が建けん設せつ的てきだろう。さあ、報ほう告こくをよろしく」


「……やれやれ」


　影野は接せつ客きやく用ようのソファにどかっと座すわり、腕うでと足を組んで見るからに横おう柄へいな姿し勢せいを取ってから話し始めた。こいつの頭には〝遠えん慮りよ〟とか〝控ひかえ目〟などの単語は登録されていない。


「とりあえず、お前の依い頼らい人にんが少なくとも表面上は人を殺すような人間でないことは分かった」


　極きわめて迂う遠えんな表現を使いながら言った。


「何を調べたんだ？」


「通っているという大学と、近所での聞き込こみをやった。評ひよう判ばんはすこぶるいい。近所の住人は老ろう若にやく男なん女によ、片かたっ端ぱしから彼女の無む罪ざいを信じている。大学でも、水澄雪奈と面めん識しきのある人間は、彼女が殺人なんかするわけがないと口を揃そろえて言いやがる」


　俺おれは満足げに頷うなずいた。


「まあそれはいい。分かっていたことだからな」


「……よく言うぜ」


「それより、誰か怪あやしい人物は見つかったか？」


　影野は右手を顔の前で軽く振ふった。


「駄だ目めだな。まだ簡かん単たんな聞き込みの段だん階かいだからなんとも言えんが、少なくともそれらしい人物を見たという情じよう報ほうはない」


「ふむ……」


　俺は腕を組んで影野の次の話を待った。


　影野はふところからタバコを取り出し、一本を口にくわえた。


　それを見て俺はすかさず接客用に置いてある灰はい皿ざらを背中に隠かくす。


「……おい」


　タバコにライターで火をつけようとした影野が俺を睨にらみつける。


「うちの事務所は禁きん煙えんなんでね。それより話を続けてくれ」


　影野は大きなため息を一つ吐つき、素す直なおにタバコをしまいこんだ。


「話といっても、もう大したネタはねえよ。知り合いの刑けい事じから聞いた情報によれば、警けい察さつも彼女以外に怪しい人物はいなかったと見ているらしい。今のところ、俺が言えるのはそれぐらいだな」


　まあ、初日の捜そう査さの結果としてはこんなものだろう。


「分かった、引き続き頼たのむ」


「引き受けたからにはしっかりやっておいてやるよ。それより、そっちの状じよう況きようはどうなんだ？」


「保ほ釈しやく請せい求きゆうが通った。それから予よ審しんの期日が決まった。明日だ」


「ほう。そりゃまた唐とう突とつなことばかりだな。じゃあお前の依頼人はもう家に？」


「いや。自じ宅たくには行ったんだが、マスコミの目があるかもしれんから、今夜はホテルに泊とめてる。


　それより、自宅に寄よった際さい、雪奈に晩ばん飯めしを作ってもらってな。これがうまいんだ、ほんとに。無罪になったらお前にも食わせてやろうか？」


　俺のせっかくの提てい案あんに、影野が感かん銘めいを受けた様子はなかった。こいつの頭には〝感かん謝しや〟とか〝感かん激げき〟などの単語が登録されていないことを俺は知っている。


「……そんなのろけ話はいい。それより、明日から予審だってのにそんなにのんきにしてていいのか？」


　俺はソファにどかっと倒たおれこんだ。


「明日出てくるだろう証しよう人にんも、予審自体の展てん開かいも予よ測そくは大体ついている。問題はない」


「それはそれは自信満々で結けつ構こうなことで。相変わらず、変わってねえなあ」


　そう言って影野はどこか遠い目をした。俺はなんとなく影野の考えていることが分かったので、クギを刺すように言った。


「……昔の話は持ち出さない方がいいぞ、お互たがいのために」


　俺の言葉に、影野は少し考えてから苦く笑しようした。


「ごもっとも。じゃあまた明日だな」


「ああ。じゃあな」


　影野が立ち去ると、俺は夕ゆう刊かんを手に取り、ニュース欄らんを走り読みしてみた。だが、今回の殺人事じ件けんに関する記事はまったくなかった。


　今朝の朝刊には〝十九歳さい女じよ性せい、殺人の容よう疑ぎで逮たい捕ほ〟という記事が載のっていたのだ。もっとも、テレビ欄の裏のページに小さいスペースで書かれていただけだったし、本人を特定しうるような情報は何一つ出ていなかった。物ぶつ騒そうなことに最近はもっと派は手でな殺人事件も少なくないし、中東辺りのきな臭くさい話の方が読者の注目を集めているようだった。


　雪奈のことは、まだそれほど注目されてはいない。しかし、裁さい判ばんの展開次し第だいでは注目を浴びる恐おそれもある。下へ手たにマスコミに手を出させると、裁判が終わった後でうるさくなる。それだけは避さけなければならない。


「ま、とりあえずは明日の裁判の展開を見るか……」
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　　　　十月二十三日　午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第二法ほう廷てい





　殺人事じ件けんの審しん理り初日というやつは、なぜか傍ぼう聴ちよう席せきが混こみ合う。今日もそれは例外ではなかったらしく、傍聴席は老ろう若にやく男なん女によで七割わり方がた埋うまっていた。まあ傍聴人のほとんどは、殺人事件ということでとりあえず来たであろう暇ひま人じんだろう。ありがたいのは雪ゆき奈なの友人が何人か来ていたということだ。裁判に直ちよく接せつ関かかわることはないだろうが、少しは雪奈の精せい神しん的てきな支ささえとなってくれるだろう。


　昨日は空だった陪ばい審しん員いん席にもすでに人が埋うまっている。中年の男が二人、その二人よりかは幾いく分ぶん若わかそうな、三十前ぐらいの男が一人、それに主しゆ婦ふらしい中年の女性が二人。男三人は背せ広びろ、女性二人も外出用の格かつ好こうをしている。もちろん、顔を合わせたことなど一度もない。全員に共通して、座すわりなれない陪審員席の上で、どこかおどおどしている様子が見受けられた。


　アメリカの裁判などで陪審団だんを結成する時は、無む作さく為いに選ばれた市民から、検けん察さつ官かんと弁べん護ご人にんがそれぞれ何人かの陪審員を選出する。時にはこの選定作業だけで何日もかかることすらあるらしい。その点、この国の陪審制せい度どはまだ確かく立りつし始めたばかりであるため、また迅じん速そくな予よ備び審しん問もんを行うため、陪審団はすでに裁判長によって選出されている。予備審問が始まる直前の今に至いたってようやくの御ご対たい面めんとなるわけだが、裁判長によって開廷が宣せん言げんされるまで、俺おれや堀ほり内うち検事が彼らに話しかけることは一いつ切さい許ゆるされていない。


「雪奈、緊きん張ちようしてるか？」


　俺は隣となりに座っている雪奈に小声で言った。


「う、うん……。ちょっとだけ」


　言葉からも態たい度どからも緊張しているのがうかがえた。無理もない。


「リラックスしろ。大だい丈じよう夫ぶだ、ずっと座ってるだけでいいんだから」


　雪奈は頷うなずいたが、まあこの状じよう況きようではリラックスしろと言う方が無理な注文だろう。


「ああ、そうだ雪奈。一つ言い忘わすれてたことがある」


「え？」


　不思議そうに俺を見る。


「言わなかったがな、俺は法廷じゃ二つ名が付いてるんだ」


「二つ名……ですか？」


　自分のことながら俺は苦く笑しようを抑おさえることができなかった。


「ああ。その名も〝机壊しデスクブレイカー〟」


「デ、デスクブレイカー？」


　雪奈の呆あつ気けに取られる表ひよう情じようを見て、俺はさらに苦笑する。何度口にしても我われながらくだらない二つ名だ。


　と、その時だった。


「周しゆう堂どう健けん太た裁さい判ばん長ちようが入廷します。全員、起立」


　廷てい吏りが言ったのを合図に、堀内検事はもちろん傍聴人から陪審団まで、法廷内にいた全員が立ち上がる。


　俺は立ち上がりながら雪奈に聞こえるように呟つぶやいた。


「すぐに意味は分かるさ。さあ、始まるぞ」


　やがて裁判長が法廷に姿すがたを現あらわし、席に着いてから「全員着席」と言った。


「これより被ひ告こく人にん・水み澄すみ雪奈の殺人罪ざいに関する予備審問を始めます。検察側、弁護側共に準じゆん備びはよろしいですね？」


「検察側、開廷に異い議ぎはありません」


「弁護側も問題ありません」


「よろしい。では堀内検事、どうぞ」


「はい」


　堀内検事は立ち上がり、アンチョコなど見ることなくしゃべり始めた。それはまさに演えん説ぜつと表ひよう現げんし得うるものだった。


「この審問の目的は、被告人・水澄雪奈に対する殺人容よう疑ぎを確立することにあります。まずその点を充じゆう分ぶんに御ご理り解かい頂いただきたい」


　堀内検事はそこまで言うと、自分の言葉を嚙かみ締しめさせるように、ゆっくりと法廷内、特に陪審員席を見回す。まったく芝しば居いがかったことの好きなやつである。とはいえ、法廷ではこの手のパフォーマンスが有ゆう効こうであることも確たしかなのだ。そういう点を熟じゆく知ちしているから、俺に連敗しているとはいえ、堀内の検事としての腕うでは決して侮あなどれない部分があるのだ。


「被害者である丸まる尾お広ひろ助すけ氏は、一昨日──つまり十月二十一日の午後三時頃ごろ、マンションの自室で刺し殺さつ体たいとなって隣りん室しつの住人に発見されました。


　まず、被害者と被告人には男女の付き合いがあったことを申し上げておきます。ところが被害者である丸尾広助氏には、被告人以外の女じよ性せいとも付き合いがあったのです。


　事件当日、被告人は丸尾広助氏が別の女性といたところを偶ぐう然ぜん目もく撃げきし、彼に罵ば声せいを浴びせました。その時の出来事は、当時公園内にいた何人もの人々が目撃しています」


「…………」


　雪奈の表ひよう情じようが強こわ張ばったのが分かった。


「また、第一通つう報ほう者しやでもある被害者の隣室の住人は、被害者の部屋で誰かが争うような物音を聞き、何かあったのかと部屋を出た時に、被告人が部屋から走り去るのを目撃しています。その他ほか、凶きよう器きとなった包丁からは被告人の指し紋もんが検けん出しゆつされました。


　このように、充分な動機、そして犯はん行こうに及およんだと推すい察さつしうる充分な証しよう拠こもあり、被告人の殺人は明らかなもので──」


「堀内検事」


　裁判長が突とつ然ぜん口を挟はさんだ。


「ここは予備審問であって、公判ではありません。よって事件の概がい要ようを簡単に説明する程度ならともかく、冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつの必要はありません。あなたが為なすべきことは、演説をすることではなく、証拠を提てい出しゆつして被告人の罪つみを立証することのみにあるはずですよ」


「これは失礼致いたしました。つい公判のクセが出てしまいまして」


　堀内は口では殊しゆ勝しようなことをほざきながら、顔はニンマリと笑っていた。


「……はう……」


　雪奈が妙みようなため息を吐ついた。


「ほっとけ、雪奈。あのチビはいつもああ言うんだ」


「うん……」


　それでもやはり浮うかない表情は変わらなかった。しかし、今俺がしてやれることはない。少なくともこの雪奈の表情が、男性陪ばい審しん員いんに良い印象を与あたえることを祈いのるだけである。


「まあよろしい。検察側は最初の証人の入にゆう廷ていを」


　裁判長が言った。堀内は頷うなずき、


「はい、裁判長。検察側の最初の証人は、この事件を担たん当とうした因幡いなば刑けい事じです」


　すぐに因幡刑事が入廷してくる。濃こい灰はい色いろの背せ広びろに茶色っぽいネクタイ。場所が場所だけにそれなりに身だしなみは気にした様子がうかがえた。俺なんて法廷のある日でさえ、髪かみにクシを入れることすらしないのに。


　因幡刑事が証言台に立つと、裁判長が口を開いた。


「あなたは真実だけを述のべることを誓ちかいますか？」


「誓います」


　例によって、そんな型通りの宣せん誓せいをした上で堀内の尋じん問もんが始まる。


「証人は名前と職しよく業ぎようを述のべてください」


　堀内検事が言った。


「名前は因幡健けん、殺人課の刑事をやっております」


「因幡刑事、あなたは本件の捜そう査さを担たん当とうしましたね？」


「ええ、そうです」


「被ひ告こく人にんを実じつ際さいに逮たい捕ほしたのもあなたですね？」


「その通りです」


「ではあなたは事件のあった日、どういった経けい緯いで被告人を逮捕したのかをお聞かせ願いたい」


「はい。事件のあった一昨日、私はまず被害者の部屋の隣人、久く根ね宗むね則のり氏という男性ですが、彼からの〝人が殺されている〟という通報により、現場に駆かけつけました。現場に着くとすぐに、腹はらから多量の血を流して息いき絶たえている被害者を発見しました。その他、血のついた包丁も被害者のすぐ側そばに落ちていました。以上の状じよう況きようから、私は直ちに殺人事件としての捜査を開始したのです。


　捜査を開始して間もなく、久根宗則氏が被害者の部屋から走り去る若わかい女性を見たと私に言いました。部屋にもそれほど荒あらされた形けい跡せきがなかったため、私は強ごう盗とうの類たぐいではなく、顔見知りの犯行と判はん断だんし、まずその若い女性を捜さがすことから始めました」


「なるほど。その後、どのような捜査を？」


「はい。被害者の携けい帯たい電話から最近かけた電話の履り歴れきを調べ、もっとも新しいとされる女性に連れん絡らくを取りました。するとその女性は、つい数時間前まで被害者と一いつ緒しよにいたと言うのです。そして彼女は、被害者と一緒にいる時に、ある女性に罵声を浴びせられたと言ったのです」


「それはどんな罵声だったのかを聞きましたか？」


「異い議ぎあり！」


　俺おれは椅い子すに座すわったまま、振ふり上げた拳こぶしを机つくえに叩たたきつけた。法廷内にドンという大きな音が響ひびき渡わたる。すると傍ぼう聴ちよう人にんは例外なくびくっと身をすくませ、まず何事かと俺を見、次に俺の口からなんという言葉が飛び出てくるかを待ち受けるようになるのだ。堀内の尋問にケチをつける最高の舞ぶ台たいがこうして整う。


「それは伝聞を求める質しつ問もんです！　証人に答える必要はありません！」


「異議を認みとめます」


　裁さい判ばん長ちようが頷く。


「検察側は質問を変えるように」


　堀内検事は異議を申し立てられたことなど痛いたくもないように振ふる舞まおうとしていたが、こめかみに青あお筋すじを立てていてはあまり意味がないだろう。


「では刑事、とにかくあなたはその女じよ性せいから話を聞いた。それからどうしましたか」


「私はその被害者に罵ば声せいを浴びせたという女性に事じ情じようを訊きく必要があると考え、住所を知らないかと尋たずねました。すると彼女は、住所は分からないものの、被害者がその女性の写真を持っていると言ったのです。言われた通りに捜してみると、写真はすぐに見つかりました。被害者のポケットに、サイフと一緒に入っていた手帳の中に貼はってあったのです。住所や電話番号も書かれていました」


「その手帳とはこれですね？」


　そう言った堀内の手には、黒い表紙の手帳が握にぎられていた。


「はい、私が見たのはそれと同じ手帳です」


　堀内は手帳のとあるページを開き、右手に掲かかげて法廷内の全員に見せた。


　雪奈らしい写真が貼ってあったのが分かった。


「この写真を、久根宗則という隣りん人じんに見せたのですね？」


「はい。すると彼はその写真の女性こそ、部屋から逃げて行った女性だと言ったのです。そこで私は手帳に記き述じゆつしてあった住所に向かい、そこにいた被告人を重要参考人として拘こう束そくしました。取調べの後、容よう疑ぎが強まったため、逮捕状を請せい求きゆう、逮捕したのです」


「確たしかにこの手帳には写真と共に被害者の住所が記入してあります。裁判長、検けん察さつ側がわはこの手帳を検察側証しよう拠こ物ぶつ件けんＡとして提てい出しゆつしたいと思います」


　俺は座ったままぶっきらぼうに言った。


「弁べん護ご側に異議はありません」


「分かりました、受理します」


　裁判長が頷くと、堀内は廷てい吏りに手帳を渡す。


「因幡刑事、被告人を拘束した時、彼女はどんな状じよう態たいでしたか？」


「客観的に申し上げるのは難むずかしいのですが、言葉や動作に震ふるえが見受けられました。何かに動どう揺ようしている、と表ひよう現げんすべき状態であったと言えましょう」


「異議あり！」


　俺は机をどんと叩きつけ、因幡刑事の証言に横よこ槍やりを入れた。


「この証人は精せい神しん鑑かん定ていのできる医者ではなく、ただの刑事に過すぎません！　〝何かに動揺している〟などという証言には、何ら根こん拠きよがありません！」


「異議を認めます」


　裁判長が裁定する。


「証言は記録から削さく除じよされます。また陪ばい審しん員いんの皆みなさんは、只ただ今いまの証言は一いつ切さい無む視しするように」


　だが堀内はその異議は予期していたのだろう、何事もなかったかのように悠ゆう々ゆうと因幡刑けい事じに向かって一礼する。


「ありがとうございました。以上で質問を終わります」


　さすがに裁判での証言経けい験けんも多い刑事だけのことはある。堀内検事と打ち合わせはしていたのだろうが、あくまで淡たん々たんと客観的事実を述のべる一方、異議を申し立てられるのが分かっている上で、被告人に不利に聞こえる証言をする。いけ好かない証人とはこのことだ。


「弁護側、反対尋じん問もんをどうぞ」


「はい、裁判長」


　俺はそう返事してから雪奈にそっと耳打ちした。


「見てろよ」


　ゆっくりと因幡刑事を威い圧あつするかのように立ち上がる。芝しば居いがかった動作なら、堀内なんぞ目ではない自信がある。


「因幡刑事。あなたは事件のあった日、まず被ひ害がい者しやの部屋へ向かったのですね？」


「ええ、そうです」


「そしてその後、被告人の家へ向かい、彼女を拘束した。そうですね？」


「はい」


「ではその次は？」


「その次……と言いますと？」


「そのままの意味です。被告人を拘束した後、あなたはどこへ行きましたか？」


「……署しよへ戻もどりましたが」


「それで終わりですか？」


「ええ、そうです」


「ということは因幡刑事、あなたは事件当日、被害者と被告人の部屋、この二つの場所へしか行っていないことになりますね。違ちがいますか？」


　因幡刑事の顔が多少強こわ張ばったのを俺は見み逃のがさなかった。


「え、ええ、まあそういうことに……」


　先ほどの堀内検事の時とは違い、口調にどもりが生じ始めた。単たん純じゆんなものだ。


「つまり、あなたは被疑者らしき人物にアタリを付けると、事件現げん場ば周辺での聞き込こみもそこそこに、被疑者の家へ向かった。そうなんですね？」


「…………」


「そうなんですね？」


「……ええ」


「よろしい。ではなぜあなたは、被疑者を拘束する前に、事件現場周辺での充じゆう分ぶんな聞き込みを行わなかったのですか？」


「それは……充分な容疑者が上がったからです」


「あなたの言う容疑者の定てい義ぎとは、浮うわ気きのばれた自分の恋こい人びとに、罵ば声せいを浴びせた人のことを言うのですか？」


「そ、それはその……。しかし、現実に証人もいましたし、凶きよう器きから被害者の指し紋もんが──」


　俺は机つくえに右手を叩たたきつけ、それを遮さえぎって続けた。


「失礼ながら因幡刑事、私の質しつ問もんだけにお答え頂いただければ結けつ構こうです。凶器から指紋が出たというのは被告人を拘束した後の話でしょう？　お尋たずねします、あなたは被告人を拘束する前に、充分な周辺の聞き込みを行いませんでしたね？」


「……その時はしていません。ですが──」


　俺は再度、机を叩きつけた。


「イエスかノー、それだけで結構！　あなたは被告人を逮たい捕ほする前に、周辺の聞き込みを充分に行っていなかった。そうなんですね？」


「……はい」


　渋しぶい顔をする堀内を尻しり目めに、俺は満足げに頷うなずいた。


「さて、こういった事件では初期段だん階かいの捜そう査さ──いわゆる初動捜査が非ひ常じように重要だと言われています。この意見にあなたは賛さん成せいですか？」


「……ええ、それはまあ」


「ではひるがえって今回の事件を見てみますと、あなたは事件現場と被告人の家、この二箇か所しよにしか足を運んでいない。その上、被告人を逮捕する以前に現場周辺での聞き込みも行わなかった。


　以上のことから類るい推すいするに、事件直後、現場周辺に怪あやしい人物でもいた場合、あなたは容よう疑ぎ者しやとなる人間をみすみす取り逃にがしていたという可か能のう性せいがあるのではないですか？」


「いえ、そ、それは──」


「異い議ぎあり！　根こん拠きよのない仮か定ていの質問であり、証しよう人にんに答える義ぎ務むはありません！」


　堀内が口を挟はさんだ。


　俺は裁さい判ばん長ちように向き直った。


「裁判長。弁べん護ご側がわは警けい察さつの捜査の信しん憑ぴよう性せいに関する様々な可能性の一つを提てい示じしようとしたに過ぎませんし、根拠がないとは決して言い切れないと考えます」


「……異議は却きやつ下かします」


　裁判長は二秒ほど考えてから言った。堀内が悔くやしげに俺を睨にらむ。


「ありがとうございます。では因幡刑けい事じ、お答え下さい。あなたは初期段階の捜査において、不ふ備びがあったことを認みとめますね？」


「…………」


「容疑者となりうる人間をみすみす取り逃がしていたという可能性もあるのですね？」


「……し、しかし──」


　手のひらを机に叩きつけ、因幡刑事が言いかけたことを遮る。


「以上で弁護側の反対尋問を終わります！　ありがとう、因幡刑事」


　堀内が舌した打うちするのが見えた。俺は確かく実じつに新たな可能性の一つを提示することには成功したのだ。


　俺は椅い子すに座すわりながら雪奈にどんなもんだと言わんばかりに肩かたをすくめて見せると、雪奈も微笑ほほえんで返してくれた。





「次の証人は、被害者の部屋の隣りん人じんで、被ひ告こく人にんが走り去るのを目もく撃げきした久根宗則氏です」


　俺は早さつ速そく机をぶっ叩いた。


「異議を申し立てます！　走り去った人物が被告人だったとは立証されておりません！」


「……まあ、そうですね」


　裁判長の答えに、堀内が軽く舌打ちする。


「被告人〝らしき〟人物が走り去るのを目撃した、久根宗則氏です！」


　俺は再度机をぶっ叩いた。


「異議を申し立てます！　検けん察さつ側がわは意図的に被告人とその走り去った人物とを結び付けようとしております！　証人を喚かん問もんするのなら、ただ名前を呼よぶだけにして頂きましょう！」


「異議を認めます」


　堀内は大きく舌打ちし、


「次の証人は久根宗則氏！」


　と苛いら立だたしげに言い直す。


　その滑こつ稽けいさが傍ぼう聴ちよう人にんや陪ばい審しん団だんの失しつ笑しようを買い、堀内は苦虫を十匹ぴきほど嚙かみ潰つぶしたような表ひよう情じようになった。


　証言台に立って宣せん誓せいしたのは、どこかひょろひょろとした三十ぐらいの男だった。


「久根宗則さんですね？」


「は、はい、そうです」


　あまり人前に出るのは得意ではないようだった。随ずい分ぶん緊きん張ちようした面おも持もちと口調で答える。


「職しよく業ぎようは何を？」


「で、電力会社に勤きん務むしております。で、電信柱の整備などが仕事です」


　なるほど。そういえばひょろりと細長い胴どう体たいと顔で、外見もどことなく電信柱のようだ。


「あなたは十月二十一日の午後三時頃ごろ、自じ宅たく、すなわち丸尾広助氏の隣室にいましたね？」


「は、はい」


「ではその場であったことを話して頂きたい」


「……は、はい。えーと、あの、その日、三時頃ですね、私は部屋にいました。た、確たしかその時はテレビを見ていたのですが、あの、突とつ然ぜん隣となりの部屋から怒ど鳴なり声や何か争う音が聞こえてきまして」


「どんな声でしたか？」


「え、ええと、〝何するんだ〟とか〝やめろ〟とかいう男性の叫さけび声でした。じょ、女じよ性せいの声も聞こえましたが、その、はっきりと何を言ってるかは、その、分かりませんでした」


「なるほど。で、それを聞いてあなたはどうしました？」


「え、ええ、ある時を境さかいに急に静かになったものですから、その、何か……あったのかと思って、玄げん関かんから外の通路に出ました。その、するとですね、丸尾さんの部屋のドアが開いて、中から髪かみの長い女性が出てきて、す、すぐにそのまま走って行ってしまいました」


「その女性というのは、この法ほう廷ていにいますか？」


「は、はい」


「どなたですか、指差して下さい」


「は、はい。そこに座っている女性です」


　電信柱もどき、もとい久根宗則は、俺おれの隣に座っている雪奈を指差した。


　法廷中の視し線せんが集まり、雪奈がうつむくのが横目に分かる。


「ありがとうございました、久根さん。以上です」


　堀内は満足げな表情を浮うかべながら質しつ問もんを打ち切った。


「よろしい。弁べん護ご側がわは反対尋じん問もんを」


　俺は雪奈に耳打ちした。


「電信柱の目にしたことなんざ、証しよう拠こにはならんさ」


　俺は立ち上がりながら反対尋問を開始した。


「電信ば……いえ、久根さん」


「は、はい？」


　どうでもいいが、幾いくら緊張しているとはいえ、一々どもらないとしゃべれないのだろうか、この男は。


「幾いくつか確かく認にんしておきたいことがあります。まずあなたは、隣室から争うような物音が聞こえなくなってから自分の部屋を出たのですね？」


「は、はい」


「具体的に、物音が聞こえなくなって何秒ぐらい経たってから部屋を出たのですか？」


「そ、そうですね、二十秒とかかっていないと思うのですが……」


「なるほど。では次に、あなたが見たという被ひ害がい者しやの部屋から逃げて行った女性ですが、何か特とく徴ちようらしいものはありましたか？」


「そ、そうですね。とりあえず、長い髪をしていましたが」


「他ほかには？　返り血か何かを浴びている様子はありませんでしたか？」


「い、いえ、そういうのは特には気付きませんでしたが……」


「腕うでや手にも？」


「は、はい」


「本当ですね？　赤い血でも付いていればかなり目立つはずです。何も付いていなかったのですね？」


「異い議ぎあり！　証人はすでにその質問に答えています！」


「異議を認めます」


「一々怒ど鳴なるんじゃねえ、小うるさいチビ検事が！」


　と、誰だれにも聞こえないように呟つぶやいておく。


「ではもう一つお尋たずねしたいのですが、あなたの部屋は、被害者である丸尾広助氏の部屋から見て、左右どちら側にあるのでしょうか？」


「え、ええと、左側になりますが」


「なるほど。では、被害者の部屋から走り去ったという女性は、部屋から出て左右どちら側に逃げて行ったのですか？」


「は、はあ。ええと、右側、ですね」


「走り去ったというあなたの表ひよう現げんから考えても、まあそうでしょうね。さて、そうすると一つ疑ぎ問もんが湧わき起こります。あなたは走り去る女性の顔を見たのでしょうか？　女性は走り去る途と中ちゆうで、一度でもあなたの方に振ふり返ったのでしょうか？」


「は、はあ。え、ええと……」


「イエスかノーで簡かん単たんにお答え下されば結けつ構こうです」


「ノ、ノーです」


　俺はばんと机つくえに手のひらを叩たたきつけてから、これみよがしに驚おどろいた風を装よそおった。


「なんと！　あなたは顔を見ていない！　それなのに、走り去る人物が被告人だったとあなたは断だん言げんできるんですね！　なぜそのようなことができるのでしょうか、是ぜ非ひこの場にいる全員に解かい説せつして頂いただけないでしょうか？」


「は、はあ。え、ええと、そ、それは……」


　しどろもどろになる電信柱。なかなか答える様子がなかったので俺は続けざまに質問を繰り出した。


「あなたは因幡刑けい事じに被告人の写真を見せられたそうですね。その写真はどんなものでしたか？」


「え、ええと、ご、ごく普ふ通つうのスナップ写真というか、そんな感じのものでした」


「なるほど。では、その写真には被告人の後うしろ姿すがたでも写っていたのですか？」


「い、いいえ、そんなことは」


「あなたはその写真を見て、走り去った女性と同一人物だと証言しましたね。しかし、あなたは走り去る女性の顔は見ていない！　では、どうしてそのようなことが可か能のうだったのでしょう？」


　電信柱は傍はた目めにもしっかり分かるほどうろたえながら、


「え、ええと……そ、そうだ！　ほら、彼女は髪かみの毛が長いじゃないですか。それで……」


「なるほど、確たしかに彼女は綺き麗れいな長い髪をしています。しかし、もし被告人と同じ様な体型の人間が、被告人と同じような髪型のカツラをかぶり、同じ様な服ふく装そうをしていたら、あなたはその後ろ姿だけを見て、別の人間であると断言できるのですか？」


「異議あり！　これは仮か定ていの──」


　俺は堀内が言い終えるより早く、裁さい判ばん長ちように早口で訴うつたえた。


「裁判長、これは第三者による合理的な犯はん行こうの可能性を提てい示じすると共に、この証人の信しん憑ぴよう性せいを問うべき重要なものです」


「異議は却きやつ下かします。証人は答えて下さい」


　堀内が俺を睨にらみつける。ここが法ほう廷ていじゃなかったら鼻で笑い返してやっただろう。


「では久根さん、どうぞ」


「い、いいえ。し、しかし……」


「イエスかノーだけで結構！」


「……ノ、ノーです」


「ありがとう、質問を終わります」


　そう言って俺は席についた。弁護側の机の下で、雪奈に向かって親指を立てて見せた。すると、雪奈も微び笑しようしながらブイサインを出した。





　　　　十月二十三日　午後〇時四十一分　裁さい判ばん所しよ地下駐ちゆう車しや場じよう





「今日の法廷は上う手まくいったな」


　俺は車のエンジンをかけながら助手席の雪奈に言った。


　あのあと、すぐに今日の裁判は終わった。続きは明日の午前十時からだ。


「ほんと、善ぜん行こうさんすごかったわ！　私、法廷映えい画がでも見てるのかと思ったもの！」


　さすがに今ばかりは雪奈も興こう奮ふんしているようで、いつもの笑え顔がおが戻もどっていた。まあ、沈しずんでいるよりはいい。


「ま、相手が堀内検けん事じだしな」


　俺はそう言って肩かたをすくめた。


「これからどうします？　善行さん、お腹なか空いてません？　私、何か作りましょうか？」


「いや、それはそれでありがたいんだが、少し寄よりたいところがあってな。いいか？」


　雪奈は怪け訝げんそうな顔をした。


「ええ、いいけど。でも、どこへ？」


「空港さ」


　それで雪奈も気付いたらしく、はっとする。


「そうだ、お前の親父おやじさん、もうそろそろ空港に着いてるはずだからな」


「お父さん、来てくれるんだ……」


　嬉うれしいのか嬉しくないのか、どこか複ふく雑ざつそうな表ひよう情じようだった。


「もう、そのことは昨日話をしただろ？」


「うん……」





　　　　十月二十三日　午後一時三分　空港前





「お父さん……」


　二日前に会っていたとはいえ、多少の抵てい抗こうがあったとはいえ、やはり誰よりも見知った顔に会うということは、心にゆるみを持たせるものらしい。たった一人の肉親を前にして、雪奈は目にうっすらと涙なみだを浮うかべていた。


「雪奈……。大変だったな」


　雪奈が父親の胸むねに飛び込こみ、父親はその背せ中なかをかるくさする。結けつ構こう感動的な場面といえるかもしれない。なんとなく居い心ごこ地ちの悪さを感じ、俺はつい周囲に視し線せんを泳がせた。


　あまり周囲に人がいなかったのを思わず幸いと思ってしまう俺は、ひねくれ者なのだろうか。


「山やま鹿しか君、なんとお礼をいったらいいか……」


　雪奈の親父──確か水澄陶とう冶やという名前だ──が俺に言った。


「気にしないでください。俺も、雪奈の作る飯が食えなくなるのは耐たえられませんから」


　陶冶のおっさんは苦く笑しようしただけだった。


「それより、状じよう況きようが状況です。今日からしばらくは雪奈と一いつ緒しよに居いてやって下さいよ」


「ああ、それはもちろんだ」


「日本にはいつまで？」


「娘むすめがこんな状況で仕事なんてしてられないさ、なあ雪奈」


　そう言って娘の頭をなでる。


「や、やめてよお父さん。もう子こ供どもじゃないんだから……」


「何を言ってるんだ。何十年経たとうが、お前は俺の子供じゃないか」


　雪奈は気き恥はずかしそうだったが、同時にどこか嬉しそうでもあった。これが水澄親子じゃなかったら、あまりにもベタベタな展てん開かいに俺は顔をそむけていただろう。


「じゃあ俺は明日の準じゆん備びもあるのでこれで失礼します。明日、午前九時半に裁さい判ばん所しよに来て下さい」


「善行さん、今日はもういいの？」


「ああ、あとは弁べん護ご士しの仕事だからな。今日ぐらいはゆっくりしてくれ」


「山鹿君、君には本当に感かん謝しやしているよ。この件けんが終わったら──」


　俺は両手を軽く振ふってその先を制せいした。


「何も言いっこナシにしましょう。湿しめっぽいのも恩おん着きせがましくするのも苦手でしてね。では、明日法ほう廷ていで」


「……分かった。では明日」


「またね、善行さん」


　さすがに水入らずに立ち入る権けん利りはない。雪奈の作る昼飯に未練はあったが、俺は早々にその場を立ち去った。





　　　　十月二十三日　午後五時五十五分　山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよ





　学生カバンを持ち、ブレザーを着た天使ヅラした小こ悪あく魔まが俺の事務所にやって来たのは、５の数字が三つ並ならんだ夕方だった。


「やっほー。元気ぃ？」


「帰れ」


　影かげ野のの報ほう告こくを待っていた俺は、デスクの上に足をのっけるという、行ぎよう儀ぎ悪いことこの上ない姿し勢せいのまま答えた。


「あー、ひどいっ！　せっかく美少女が毎日訪たずねてきてあげてるのに、その態たい度どはないんじゃない？」


「……誰が美少女だ、誰が」


　皐さ月つきは無い胸むねを張り、


「あたしっ！」


「…………」


「ちょ、ちょっとっ！　無言でため息吐つきながらかぶりをふらないでよ！」


「分かった、もういい。レーニンだろうがヒットラーだろうが好きな本を読んでろ。ただし、俺はこれからここで仕事の話をすることになってる。邪じや魔まはするなよ」


「仕事って、例の裁判？」


　俺はああ、と頷うなずいた。


「金で汚よごれた資し本ほん主しゆ義ぎの裁判なんて興きよう味みないんだけどね～。でもま、学校行ってあたしにとっては無む駄だな授じゆ業ぎよう受けるより面おも白しろそうだし、そのうちあたしも応おう援えんに行ってあげるからねっ♪」


「やめろ来るな絶ぜつ対たい」


「……う～」


　皐月は何やら唸うなっていたが、俺が無視していたので最後にはフンと分ぶ厚あつい本を取り出し、勝手に読み始めるのだった。





　俺の事務所に今日二人目の訪ほう問もん者しやが現あらわれたのは、それから十分後のことだった。


「今日の法廷は見事なものだったな」


　接せつ客きやく用ようのソファに座すわった影野の第一声はそれだった。


「……見てたのか？」


　俺は緑茶の入った湯のみを影野と、それから皐月の前にまで置きながら言った。我われながらサービス満点である。


「気付けよ。傍ぼう聴ちよう席せきの隅すみに座ってたぞ」


　影野は礼も言わずに茶を口に含ふくんだ。が、すぐさま顔をしかめて無言で俺おれを睨にらみつける。


「どうした？　二日前の出がらしがそんなに嫌いやだったか」


「……いや。お前に出されたお茶を何も疑うたがわずに飲んだ俺が馬ば鹿かだった」


「そうよね、それはあんたが悪いわ」


　俺が出してやったお茶にまったく口をつけようともしなかった皐月が影野に向かって言った。


「こんな詐さ欺ぎ師しが出すお茶だもん！　毒が入ってたって文もん句く言えないわよ！」


「…………」


　わずかな沈ちん黙もくの後、妙みように真ま面じ目めなツラをして影野が口を開いた。


「……お前、本当に毒なんか──」


「入れるかっ！」


　……いかん。弁護士という職しよく業ぎようは冷静さが要求される職なのだ、こんなことで怒ど鳴なるようなことがあってはいけない。


　俺は気を取り直して影野に言った。


「しかし、お前が法廷にいることにはまったく気付かなかったぜ。影野だけに影が薄うすいらしいな」


「せめて影野だけにまるで影のようだった、ぐらい言え」


　少し憮ぶ然ぜんとして言い返す。


「寒ぅっ！」


「…………」


「…………」


　皐月の無邪気だが強きよう烈れつな一言に、しばらくまずいお茶をすする音だけが響ひびいた。


「とにかく、だ」


　気を取り直したらしい影野が言った。


「今日みたいな調子なら、無む罪ざいの一つや二つ簡かん単たんに取れるんじゃないのか？」


「そりゃ、無罪は取れるだろうさ」


　俺はなんでもないことのように言った。


「問題は、無罪を取った後だ。警けい察さつ側がわの状況証しよう拠こを切り崩くずして無罪になっただけじゃ、後あと々あと厄やつ介かいなことになる」


「……マスコミが騒さわぐか」


　俺は頷いた。


「それもあるが、厄介なのは民事訴そ訟しようだ。丸尾広助の遺い族ぞくに損そん害がい賠ばい償しよう請せい求きゆうでも起こされたらシャレにならん」


　皐月が本を置いて怪け訝げんそうな顔をした。


「どういうこと？　刑けい事じ裁さい判ばんで無罪になったら終わりじゃないの？」


「確たしかに、一度刑事裁判で無罪になれば、まず牢ろう屋やに入れられるようなことはない。だが殺人の容よう疑ぎがはっきりと晴れない限かぎりは、残された遺族には死し亡ぼうした人間に対する損害賠償を民事裁判で請求する権けん利りがあるのさ。しかもその場合、刑事裁判よりタチが悪い」


「なんで？」


　皐月の疑問に、俺はニヤリと笑い、


「聞きたいか？　法ほう律りつ用語の連発だぞ？」


　影野と皐月は顔を見合わせて一いつ瞬しゆんためらったようだったが、やがて影野が口を開いた。


「ま、後学のために一いち応おう……」


　俺は楽な姿し勢せいを取るため、ソファにもたれて足を組んだ。


「刑事裁判ってのはな、検けん察さつ側は有罪を立証しなければならないんだが、弁護側は別に無罪であることを立証する必要はないのさ。検察側は、証拠やら証人やらを提てい示じし、裁判長に合理的な疑うたがいを差し挟はさむ余よ地ちなく被ひ告こく人にんが有罪であると立証しなければならない。ま、今やってる予よ備び審しん問もんはそこまで堅かた苦くるしくないがな。


　とにかくそれだけ被疑者に有利な仕組みになってるってわけだ。〝疑わしきは罰ばつせず〟ってやつだな。ここまでは分かるか？」


　皐月は頷いたが、影野は無言だった。


　どこまで理り解かいできているかはいささか疑問だったが、とりあえず俺は続けた。


「だが、これが民事訴訟だと話が変わる。民事ってのは一いつ般ぱん市民が一般市民を相手に訴訟を起こすものだ。つまり、原告と被告は対等な条じよう件けんの下に置かれる。そして互たがいに全すべての証拠を示しめし合い、少しでも原告が有利だと裁判長が判はん断だんすれば原告の勝利となり、逆ぎやくなら敗はい北ぼくということになるわけだ」


「つまり、刑事裁判と民事裁判じゃ、被告側の立証責せき任にんの度合いが違ちがうってわけね！」


　……俺は時々この皐月という名の少女が分からなくなる。


　先ほどから黙だまっている影野でさえ、俺の話を理解しているか極きわめて怪あやしいというのに、〝立証責任〟なんて一般人じゃまず使わない用語まで持ち出してきやがる。人は見かけによらないというか、伊だ達てに分ぶ厚あつい本を読んでいるわけではないらしい。


「そうだ。つまり今回の裁判でも、雪奈が殺人なんてやっていないと明めい確かくに立証しておかないと、民事で訴うつたえられる可か能のう性せいが出てくる。実じつ際さい、刑事で勝っても民事で負けるってケースは結けつ構こうあるからな。何より、雪奈には事件当時のアリバイがない」


「なるほどな。犯人候こう補ほ探さがしってのは、あながち無罪を取るためだけじゃないのか」


　今度の話は理解できたらしい影野が言った。


「そういうことだ。それより、そろそろ本題に入ってもらおうか」


　俺が影野に向かって言うと、


「分かった。だがはっきり言って、あまりかんばしいもんじゃないな」


　そう言いながらかぶりを振ふる。


「今日は事件現げん場ば周辺で聞き込こみをやった。だが、あのマンションはほとんど一人暮ぐらし専せん用ようみたいなものらしくてな。住人の生活時間帯はバラバラだし、近所付き合いは薄うすい。事件の目もく撃げき者しやはおろか、有力な情じよう報ほうを持ってるような人間もまったくナシ」


　ロクでもない。俺の依い頼らいしたこの探たん偵ていは、決して頭の回転は悪くないし、行動力も昔からそれなりにあったはずだ。その探偵がそう言うのだから、やはり目撃者はもういないのだろうか？


「被害者……丸尾広助の隣りん人じんはどうだ？」


「久根宗則か？」


「いや、違う。逆の方だ。隣人ってぐらいだから、左右にいるんだろ？　何か争うような音の一つでも聞いてないか？」


　影野は肩かたをすくめた。


「一応話は聞いたが、〝まったく知らない〟で終わりさ。曜日を問わず、昼間はお仕事で留る守すだとよ」


　本当にロクでもない。


「……分かった。とにかく、引き続き何か出ないか頼たのむ」


　影野は腕うでを組んだまま頷うなずいた。


「そういや、お前の依頼人はどうしてる？」


「今日、アメリカにいた雪奈の父親が帰ってきてな。マスコミもあまり注目してる様子もなかったし、親子で家に帰らせた」


「父親？　水澄陶冶……だっけ？」


「ああ、そうだ。アメリカに単身赴ふ任にん中ちゆうだったが、こんな状じよう況きようだからな。俺が電話して、きてもらった」


「そういう依頼人にはやさしいのね～」


　皐月が〝にひひ〟とでも形けい容ようできそうな笑いを浮うかべながら俺を見る。


「……悪いか？」


　俺が言うと、


「せめて玉ぎよく露ろが飲みたかったな」


　と影野が湯のみを軽く掲かかげて見せる。


　出がらしのお茶を飲まされたことを根に持っているらしい。なんとみみっちい男なのだろう。
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　　　　十月二十四日　午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第二法ほう廷てい





　今日の傍ぼう聴ちよう人にんの数は、昨日より多少減へっている。それが一いち概がいに良いことか悪いことかはまだ分からないが、雪ゆき奈なの父親の姿すがたが見受けられるのは間ま違ちがいなく良い材料だった。


　はて。しかし一見したところ、また影かげ野のの姿すがたは見当たらない。隅すみの方にいるのだろうか？　それとも来ていないだけだろうか？　まあ、審しん理りに影えい響きようがあるわけじゃないが。


　ただ、一つだけ奇き妙みような点があった。


　今は午前十時、しかも平日。なのになぜ、周囲からのいぶかしげな視し線せんをまったく気にもせず傍聴席の片かた隅すみに座すわり、俺に向かって笑いながら手を振ふっている制せい服ふくを着た小こ悪あく魔まがいるのだろう……？


　……気付いていないフリをしよう。


「周しゆう堂どう裁判長の入廷です。全員、起立！」


　廷てい吏りの声がしたので、皐さ月つきのことはさっさと頭から振り払はらい、立ち上がる。間もなく裁判長が入廷し、審理の再さい開かいを宣せん言げんした。


「今日の最初の証しよう人にんは、被ひ害がい者しやの司し法ほう解かい剖ぼうを行った江え星ぼし勝かつ成なり博士を」


　昨日俺が証人を散々コケにしたせいだろうか、どこか怒おこっているような口調で堀ほり内うち検けん事じが言った。感情を露あらわにする検事ほど、手玉に取りやすいものはないというのに。


　入廷したのは、見たところ五十過すぎの白髪しらが混まじりのおっさんだった。角かく刈がりの頭で、目を引くのは極きわめて色白であるという点だろう。それでいて結けつ構こう太っている。


　見覚えはある。よく検察の要よう請せいで司法解剖やらを行っている法医学者だかなんだかだ。俺が関かかわった昔の刑けい事じ裁判でも、よくこのおっさんが証人に呼よばれたものである。


　さしあたって俺はいつも〝白ブタ〟と呼こ称しようすることにしている。


　宣せん誓せいが終わり、この白ブタの法医学者としての経けい歴れきがやたら誇こ大だいに説明され、解剖の専門家として認められると、さっそく堀内が尋じん問もんを開始する。


「江星博士。あなたは丸まる尾お広ひろ助すけ氏の解剖を行いましたね？」


「あい、そうです」


　体型にふさわしいどっしりとした声だ。だが、この白ブタにはなぜか〝はい〟を〝あい〟と言う変なクセがある。本人は〝はい〟のつもりらしいのだが、誰がどう聞いても〝あい〟にしか聞こえない。別にハ行が言えないというわけでもないらしいのだが。


　証言自体に影響するわけではないが、五十過ぎのおっさんに〝あい〟と言われるのはどうも違い和わ感かんがあって仕方がない。


「ではその検死の結果を教えて下さい」


「被害者は、鋭えい利りな刃は物ものでみぞおち辺りから上向きに十五センチ近くに亘わたって刺さされていました。刃は心しん臓ぞう付近にまで達しており、多量の外的及および内的な出血によるショック状じよう態たいが発生したことが分かっています。被害者はほぼ即そく死しだったと言っても差さし支つかえないでしょう。血けつ液えきの凝ぎよう固こ具合から見ても、死し亡ぼう時じ刻こくは事じ件けんのあった日の午後三時頃ごろと断だん定ていできます」


「なるほど。では博士、この包丁に見覚えはありますか？」


　堀内がビニール袋ぶくろに入った包丁を掲かかげた。包丁は、血の痕あとだろう、刃のかなりの部分が赤黒く変色していた。


「あい。凶きよう器きとして警けい察さつから渡わたされた包丁ですな」


「昨日、因幡いなば刑事はこの包丁は被害者のすぐ側そばに落ちていたと証言しました。あなたはこの包丁と、被害者である丸尾広助氏の関係について調べましたか？」


「あい、調べました」


「では、その経けい過かを教えて頂きたい」


「まずこの包丁についている血液ですが、これは被害者のものと同じAB型だったことが分かりました。現げん在ざいＤＮＡ鑑かん定ていも行っていますので、もう間もなく被害者と同じ血液であることが証明できるでしょう」


「異い議ぎあり。それは現時点では憶おく測そくに過ぎません」


　俺は机つくえをこんこんと叩たたきながら、嫌いやがらせのつもりで申し立てた。


「認みとめます。証人は結果のみを述のべて下さい」


「ああ、これは失礼しました」


　異議は認められた。とはいえ、進行には影響しないだろう。


「では江星博士。この包丁は状じよう況きようから推すい測そくして、被害者を死に至いたらしめた凶器であると思いますか？」


「あい。私個こ人じんの意見と付け加えはしますが、状況から考えて間ま違ちがいなく被害者を刺した包丁であると断言しても構かまいません」


　白ブタの言葉に、堀内は満足げに頷うなずいた。


「博士、血にまみれた包丁から指し紋もんを採さい取しゆすることは可か能のうなのでしょうか？」


「状況にもよりますが、まあ不可能ではありません。と言うより、この包丁は見ての通り柄えには血にまみれていない部分もあります。そこから簡かん単たんに幾いくつかの指紋が採取できました」


「それは誰の指紋か分かりましたか？」


「分かりました」


「教えて下さい」


「あい、それらは被告人の指紋と一いつ致ちしました」


　堀内は満足げな顔をしながら丁てい寧ねいに頭を下げた。


「江星博士、今日はわざわざありがとうございました。以上です。


　裁さい判ばん長ちよう、検けん察さつ側がわはこの包丁を証しよう拠こ物件Ｂとして提てい出しゆつします」


「よろしい、受理します」


　裁判長が廷てい吏りに目で合図を送ると、廷吏は堀内から包丁を受け取った。


「弁べん護ご側、反対尋じん問もんをどうぞ」


　俺おれは即そく座ざに立ち上がって尋問を開始した。


「さて、白ブ……いや、江星博士。率そつ直ちよくにお尋たずねしますが、今回の事件のように真正面から相手に包丁を突つき刺した場合、刺した人間は返り血を浴びますか？」


「ええ、それは浴びるでしょうな」


「どれぐらいの量ですか？」


「……かなりの量にのぼると思います」


「外を出歩けばすぐに怪あやしまれるぐらいですか？」


「異議あり！　誘ゆう導どう尋問です！」


　くそったれ。


「裁判長、反対尋問時の誘導尋問は認められているはずです！」


「弁護側の言う通りですな。異議は却きやつ下かします。堀内検事、気を付けて下さい」


　裁判長の注意を受けて堀内は頭を下げたが、俺には反省しているようには見えなかった。どうせわざとやったに決まっているのだ。


　誘導尋問は、こちらにとって都合のいい考え方を相手に植え付けるものだ。だからたとえ異議が申し立てられても、すでにある種の考え方を植え付けたという点で、それなりの効こう果かを持つ。しかし、それでも尋問される側が誘導尋問されていることに気付くと、その効果を大なり小なり失ってしまう。裁判中、時々行う堀内の常じよう套とう手しゆ段だん──というより単なる嫌いやがらせだ。


　俺はやれやれといわんばかりに軽く首を振ふった。


「言い直しましょう。とにかく、刺した人間にも多量の血が降りかかるということですね？」


「そうでしょうね」


「となれば同じことですね。それだけの血がかかっている人間が、外を出歩こうものならすぐに怪しまれる。合理的に考えて、そうですよね？」


「……ええ、まあそうでしょうな」


　答えるまでの時間が少し長くなった。


「ところが、被ひ害がい者しやの部屋から被告人らしき人物が走り去るのを目もく撃げきした証人は、その走り去った人物には、返り血らしいものはまったく付いていなかったと証言しているのですが、なぜでしょうか？」


　白ブタ博士は少し考えてから答えた。


「……返り血を消す手段なら幾いくらでもあると思います。体を洗あらうなり、服を着き替がえるなりすればいいかと思いますが」


「しかし、その証人は隣りん室しつで争う音が聞こえなくなってから、二十秒と経たたずに犯はん人にんと思われる誰かが部屋から出てきたと証言しています。服を着替えるにしても血に汚よごれた個か所しよを洗うにしても、充分な時間であるとは思えませんが」


　すると白ブタ医学博士は、また間を置いてから答えた。


「……レインコートや手袋などで、凶器を持った手と自分の体を覆おおったのではないでしょうか。その上で人を刺せば、返り血を浴びたとしても、簡単に処理することが……」


　俺はその言葉にわざとらしく首をかしげた。


「おやあ、となるとおかしいですねえ。凶器と思われる包丁からは、被告人の指紋が出たのでしょう？」


「……え、ええ、そうですね」


　白ブタ、もとい江星博士も俺の言わんとすることに気付いたらしく、どこか動どう揺ようを見せ始めた。それは傍ぼう聴ちよう席せきにも飛び火し、外野からの雑ざつ音おんが少し大きくなる。


「凶器と思われる包丁からは被告人の指紋が出た。つまり、被告人は包丁を直じかに持っていたと検察側は主しゆ張ちようするわけですよね。つまり、ビニールや手袋の類たぐいで手を覆っているわけがない。そして先ほどあなたは、包丁を刺した人間は、かなりの量の返り血を浴びると言った。


　ところが、部屋から走り去った人物には、血けつ液えきらしき付着物はなかった。それは後ろから見た範はん囲いでの話のようでしたが、返り血のついた人間が外を出歩こうものならすぐに怪しまれるのでしょう？」


「……そ、それは……」


　今度は間ま違ちがいなく動揺して見せた。


　動揺を見せた証人ほど扱あつかいやすいものはない。俺は苛いら立だたしげに机つくえを叩たたいて見せながら言葉を続けた。


「なぜでしょう。明らかに矛む盾じゆんしていますよね。どちらかが噓うそを吐ついていることになりませんか？」


「わ、私は客観的なデータを──」


　俺は机をばんと叩いて白ブタの言葉を遮さえぎった。


「質しつ問もんは以上です！」


　白ブタはどこからかハンカチを取り出し、額ひたいの汗あせまでふき始めている。室内は適てき温おんに保たもたれているというのに、やはり体の脂あぶら分ぶんが多過ぎるのだろうか。


　堀内検事が立ち上がった。


「裁さい判ばん長ちよう、ただいまの反対尋問により、再さい度ど証人に質問したいことが生じました。もう一度江星博士に尋じん問もんさせて下さい」


「重要なことなのですか？」


「はい、極きわめて重要なことです」


　口ではなんとでも言える。


「……分かりました。いいでしょう」


　堀内は礼を言ってから証言台に向き直った。


　どうもこの裁判長は、再尋問などの二度手間をかけることを嫌きらう向きがあるらしい。


「江星博士。先ほどあなたは証しよう拠こ物ぶつ件けんの包丁から指し紋もんが検けん出しゆつされたと言っていましたが、それは被ひ告こく人にんの指紋だけだったのでしょうか？」


　すると白ブタは何か思い出したように、はっとなってから答えた。


「そ、そうです。指紋はもう一つ検出されていました」


「それは誰の指紋でしたか」


「被ひ害がい者しやのものです」


「包丁からは、被告人である水み澄すみ雪奈、被害者である丸尾広助、この両名の指紋が検出されたということですね」


「そうです、その通りです」


　堀内は一度大きく頷うなずくと、陪ばい審しん員いん席せきを見回しながら言った。


「つまりあの包丁は、被害者である丸尾広助氏の部屋にあったものというわけですね。となれば、被害者の恋こい人びとでもあった被告人の指紋があるのは当然と言うべきではないですか？」


「異い議ぎあり！」


　俺は思い切り机を殴なぐり、法ほう廷てい内ないにドンという音を響ひびき渡わたらせた。


「堀内検事は尋問を誘ゆう導どうしております！」


「認みとめます。堀内検事、質問を変えて下さい。また陪審員の皆みなさんは、先ほどの検事の言葉は一いつ切さい無む視しするように」


　しかし、堀内は異議申し立てのやり取りを無視するかのように続けた。


「江星博士。先ほど弁べん護ご側がわは〝返り血〟と〝包丁に指紋があること〟との因いん果が関係に関する矛盾を指し摘てきしましたが、いかがでしょう？」


　白ブタは急に息を吹き返したようにしゃべりだした。


「ええ、その矛盾点にはこうお答えすることができるでしょう。つまり被告人は、返り血を浴びないようビニールか何かをかぶって被害者の部屋にある、以前に自分も使ったことのある包丁を使って丸尾広助氏を刺し、返り血を浴びたそのビニールか何かを隠かくすなりして逃とう亡ぼうした──」


「裁判長、異議を申し立てます！」


　だが裁判長は首を横に振ふった。


「異議は却きやつ下かせざるを得ないでしょうな」


　ちっ。


　俺は舌した打うちしながら弁べん護ご席せきを立ち、裁判長に近づいた。ここは引くわけにはいかない。


「裁判長、少しよろしいですか」


　俺が近づいてくるのを見て裁判長は少し顔をしかめた。審しん理りが中ちゆう断だんされるのを喜ぶ裁判長はあまりいないらしい。


「……分かりました。堀内検事もこちらへ。速記官、記録を一時停止して下さい」


　その声に堀内も裁判長席に近づき、速記官は記録の手を止める。それを見計らって俺は幾いく分ぶんトーンを落として言った。


「裁判長、ただいまの証言の可か能のう性せいを考こう慮りよするとおっしゃられるなら、この事件に対し、我われ々われは極めて多様な可能性を考慮する必要が生じます。先ほどの証言は、記録から削さく除じよすることを要求します」


　俺が言い終えると、堀内はオーバーに手を振りながら口を開いた。


「裁判長、そうではありません。確たしかに多様な可能性というものはありますが、我々はその中から極めて合理的な考え方の一つを提てい示じしたに過すぎないのです」


　堀内の戯たわ言ごとを聞き終えると、裁判長は少し考えてから言った。


「やはり異議は却下します。私もただいまの証言には根こん拠きよがあると考えます」


　ちっ。


　俺は再さい度ど舌打ちした。堀内が心の中でほくそえんでいるだろうことが容よう易いに推すい測そくできる。


「続行します。それぞれ席に戻もどって下さい。速記官は記録の再開を」


　俺は弁護側の席に戻ってから、再度裁さい判ばん長ちように向かって言った。


「裁判長、ただいまの検察側の再尋問に対し、こちらにも再反対尋問を行う権けん利りが生じたはずですね」


「それはもちろんです。弁護側は再度反対尋問を行いますか？」


「はい」


「よろしい、どうぞ」


　俺は証人に向き直った。


「江星博士。先ほどあなたは一つの可能性を提示しました。それは現げん実じつ性せいのあることだと思いますか？」


「ええ、思いますとも」


　自信を取り戻したらしく、すらすらと答える。


「ではこうも考えられるのではないですか？　被告人以外の何者かが被害者の部屋に入り、ビニールか何かで自分の身を覆おおい、返り血を浴びないようにして被害者を刺さした──」


「さ、裁判長、異議あり！」


　俺の言わんとしたことを察さつしたのだろう。堀内が早さつ速そく猛もう烈れつな異議を申し立てる。だが俺はそれを無む視しするように語気を強めながら続けた。


「当然その場合、その人間の指し紋もんは包丁に付くことはなく、しかも先ほどおっしゃったように、包丁にはごく当たり前ながら、被害者と被告人の指紋がついている、そうですね？」


「裁判長──」


　堀内は再度異議を申し立てようとしたが、裁判長はやれやれと言わんばかりに首を振った。


「先ほどと同じ様に、弁護側の尋じん問もんにも根拠があると判断します。検けん察さつ側の異議は却下します」


　堀内の顔が怒いかりで赤くなっていくのが分かった。


「以上で反対尋問を終わります」








「次の証しよう人にんは大おお久く保ぼ裕ゆう子こさんです！」


　怒り冷めやらぬ口調で堀内が言った。


　それは俺も知らない名前だった。


　だが、雪奈が入ってきた証人を見てはっと息を飲んだので、どんな人物かはすぐに分かった。


　若わかい女だ。年と齢しはもちろん体型も雪奈と同じぐらいだったが、ショートカットの髪かみ型がたのせいだろうか、快かい活かつそうな印象を受ける。緊きん張ちようしている様子は見受けられなかったが、どこかムスっとした感じがあり、冷たい印象も同時に受ける。


「職しよく業ぎようは？」


「フリーターをやっています」


　はきはきとした口調。だが、ぶっきらぼうというか、どこか刺とげが感じられる声でもあった。


「よろしい。では、あなたと被ひ害がい者しやである丸尾広助氏の関係をお聞かせ願えませんか？」


「はい、恋こい人びとです」


　躊ちゆう躇ちよ無く口にされたその言葉に、一いつ瞬しゆん傍ぼう聴ちよう席せきがどよめいた。


「あなたも被害者の恋人なのですか？　我々が調べたところによると、被告人も恋人だったということなのですが」


「広助さんは、プレイボーイだったそうですから」


　その声に、また傍聴席がどよめく。


　雪奈が唇くちびるを嚙かみながらうつむいているのが分かった。


　下へ手たをすると検察の思い通りになってしまう。俺は雪奈に囁ささやいた。


「いいか、チビ検事が何を言っても気にするんじゃないぞ。あいつはお前を怒おこらせてその様子を陪ばい審しん団だんに印象付けようとしているだけだからな」


「はい……」


　さしあたっては、雪奈のその言葉を信じるしかない。


　堀内が尋問を続ける。


「では、あなたも被害者と付き合いがあったということですね？」


「はい。彼の部屋に泊とまったこともあります」


　三み度たび傍聴席がどよめいた。今度は裁判長から静せい粛しゆくにと注意が飛ぶ。


　静かになってから堀内が言った。


「それは性せい的てき関係があったということですね？」


　ほらきた。俺おれはどんと机つくえを叩たたいた。


「異い議ぎあり！　その質しつ問もんは本ほん件けんとはまったく関係ありません！」


「異議を認みとめます。速記官、ただいまの検察の発言は記録から削さく除じよしてください。陪審員の皆みなさんも、先ほどの発言は無視するように」


　しかし、堀内検事はそんなこと何の影えい響きようもないぞと言わんばかりに、平然と質問を続けた。


「あなたは事件当日も、被告人と一いつ緒しよにいましたか？」


「はい。彼と公園でデートしていました」


「それは何時から何時頃ごろまででしたか」


「昼食前でしたから、正午から午後一時過すぎぐらいまででしょう」


「いやに短いデートですね」


「ええ、ちょっとしたアクシデントがありましたから」


「ほう。それはどんなものでしたか？」


「別の女性が私達の前に現あらわれ、いきなり広助さんに向かって〝あんたなんか死んじゃえ〟と大声で叫さけんだのです」


　これ見よがしに〝死んじゃえ〟の部分を強調する。なかなかに目め障ざわりな証人である。


「そう叫んだ女性というのは、この場にいますか？」


「そこに座すわっている女性です」


　と、冷たい視線と共に雪奈をはっきりと指差す。


　雪奈の体が強こわ張ばったのが分かった。


「断だん言げんできますか？」


「できます。顔もはっきりと見ました。間ま違ちがいなく、そこに座っている女性です」


　大久保が雪奈を見る視線に、ますます刺が入る。雪奈はそれに耐たえられなくなったのだろう、視線をそらせてうつむく。


　弁護人としては〝それがどうした〟と言わんばかりに睨にらみ返してもらいたいところだったが……。まあ、雪奈がまだ二は十た歳ちに満たない女性であることを考こう慮りよすれば、これはこれで同どう情じようを買えることもあるだろう。


「その時、被告人はどんな様子でしたか？」


「取り乱みだしていました。〝あんたなんか死んじゃえ〟と叫んでから私達に殴なぐりかからんばかりに近づいてきたのですが、途と中ちゆうで何か考え直したのか、突とつ然ぜん走り去って行きました」


「なるほど。では、その後あなた達はどうしたのですか？」


「あたしは広助さんの性せい格かくは知ってましたから気にしなかったのですが、広助さんは二ふた股またをかけていることがばれて居い心ごこ地ちが悪くなったらしく、家に帰ると言い出し、すぐに解かい散さんとなりました」


「ありがとうございました、以上です」


「よろしい。弁護側、どうぞ」


「はい」


　俺は証しよう人にんを威い圧あつするようにゆっくりと立ち上がった。ここも正しよう念ねん場ばの一つだ。


　すると大久保はどこか警けい戒かいしたように体と表情を硬かたくした。


　俺は肩かたをすくめながら言った。


「すいません、大久保さん。そんなに硬くならないで下さい、質問しづらいじゃないですか」


「…………」


　実はそれほど硬くなっているというわけではなかったが、俺はあえて周囲にそう思いこませるため、再さい度ど肩をすくめて見せた。


「ではまあ、あなたが気楽に答えられるように、簡かん単たんな質問をさせて下さい。


　そうですね……。あなたはスポーツはお好きですか？」


「……それなりに」


「どんなものが好きですか？」


「体を動かすものでしたらなんでも」


　まあ質問が質問である。大久保は多少の間こそあったものの、すらすらと答えた。


「なるほど。ではスポーツ観戦なんかはどうでしょう？」


「……ボクシングやＫ‐１とかでしたら」


「そうそう、その調子です。硬くなる必要も何もないでしょう？」


　俺は表に出ないようにしてほくそえんだ。


　おあつらえむきとはこのことだ。神様が実じつ在ざいするというなら、この瞬しゆん間かんだけは感かん謝しやしてもいい。


「裁さい判ばん長ちよう、弁護側に早く本題に入らせて下さい！」


　どこか苛いらついた口調で堀内が叫んだ。


「そうですね。弁護人、前置きはそれぐらいにして先へ進んで下さい」


　俺は分かりましたと言って頷うなずいた。もっとも、大久保裕子は表情を硬くしたままだった。まあ、それはどうでもいいことなのだが。


「さて。あなたは女じよ性せいが激げつ昂こうした時、〝あんたなんか死んじゃえ〟と口をすべらすことがあると思いませんか？」


「……いいえ」


　少し考えてから答えた。
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「なるほど。では、証人は噓うそを吐つくと偽ぎ証しよう罪ざいという罪つみに問われることは知っていますね？」


「異い議ぎあり！　この場で法ほう律りつを説く必要があるとは思えません！」


「認みとめます」


「分かりました。では大久保さん、あなたは被ひ害がい者しやである丸尾広助氏以外に、付き合っていた男性はいましたか？」


「異議あり！　本ほん件けんとは関かかわりのないことです！」


　さっきから随ずい分ぶんとうるさい。俺は裁判長に向かって訴うつたえた。


「裁判長、これは証人の信しん頼らい性に関係する重要な質しつ問もんだと考えております」


「……分かりました、異議は却きやつ下かします。ただし弁べん護ご人にん、本官が必要ないと思った領りよう域いきまで踏ふみ込こんだと判はん断だんした場合は、即そく座ざに質問と答えを削さく除じよさせますのでそのつもりで」


「ありがとうございます。さて、大久保さん。お答え頂いただけないでしょうか」


「……いましたが、それが何か」


「ではあなたは、付き合っていた男性に、どんな状じよう況きようでも構かまいません。〝あんたなんか死んじゃえ〟、あるいはそれに類るいすることを言い放ったことはありませんか？　イエスかノーでお答え頂ければ幸いです」


「……ノーです」


「本当にありませんか？　なんでしたら、過か去こにあなたと付き合ったことのある男性全すべてを証しよう人にんとして喚かん問もんしても構いませんが？」


「異議あり！　裁判長、弁護側は証人を脅きよう迫はくしております！」


「異議を認めます」


　俺はうやうやしく頭を下げた。まったく、今日の堀内はうるさくて仕方がない。


「では、あなたの周りの人間、誰だれでも構いませんが、誰かが〝あんたなんか死んじゃえ〟、あるいはそれに類するような言葉を言うのを聞いたことは？」


　今度ははっきりと沈ちん黙もくした。


「……覚えていません。その被告人席に座すわっている人以外では」


「本当にないのですか？　誰一人として？」


「異議あり！　証人は質問に答えました！」


「異議を認みとめます」


「では質問を変えましょう。〝挑ちよう戦せん者しやをぶっ殺せ〟という声を耳にしたことはありますか？」


「……それはボクシングの試合でのことでしょうか？」


「ありがとう、質問を終わります」


　傍ぼう聴ちよう席せきから苦く笑しようがもれる。証人はしまったと言わんばかりに顔を歪ゆがめ、堀内検けん事じは歯を嚙かみ締しめている。


「ほんと凄すごいですね、善ぜん行こうさん……」


　席に戻もどろうとした俺に、雪奈が一いつ層そう感心したように言った。


「あの手の人間は、回りくどく質問してやれば手玉にとりやすいのさ」


　そう言って席に座ろうとしたその時だった。


「…………？」


　俺はふと誰かの視し線せんを感じ、なんとなく傍聴席に目をやった。


　向かって手前から三列目の左端はしに、いつの間にか社会不ふ適てき応おうヘボ探たん偵ていこと影野が座っていた。と、俺がその事に気付くと、突とつ然ぜん立ち上がって周囲の視線をよそに、俺の方へ近ちか寄よってくる。よほどの必要が無い限かぎり、好きで視線を集めようとは絶ぜつ対たいにしない男だ。どうやら何か俺に重要な用があるらしい。


「証人は控ひかえ室に戻って下さい。


　さて、これで今日の予定はあらかた終しゆう了りようしたようですね」


　裁判長が言った。こうなると、よほどの確かつ固こたる理由がなければ、今いま更さら休きゆう憩けいを進言しても却きやつ下かされるのがオチだろう。


　俺はすばやく傍聴席と弁べん護ご側がわの席を隔へだてる柵さくに近づいた。すると影野は無言で俺にしわくちゃに丸めたメモ用紙を押おし付けた。


「おや、どうかしましたか、山やま鹿しか弁護士？」


　俺の不可思議な行動を見たせいだろう、いぶかしげな声で裁さい判ばん長ちようが言った。


　俺はそれを無視して急いで紙を広げた。


『あの女にはアリバイがない』


　俺ははっとして影野を見た。元の席に戻っていた影野は、俺の方は見なかったが、そのまま一度頷うなずいて見せた。


　それで充じゆう分ぶんだった。


「裁判長！　本日の審しん理りを終了する前にやっておきたいことが生じました！」


　突然大きな声を出したからだろう、法廷中の視線が俺に集まるのを感じる。


　裁判長が怪け訝げんそうな顔で俺を見る。退たい廷ていしようとしていた大久保も足を止めた。好都合だ。


「どうしましたか、山鹿弁護人？」


「すいません、先ほどの証しよう人にんにどうしても訊きいておきたいことが生じました。できれば本日の審理を終了する前に、もう一度尋じん問もんをさせて頂いただきたいのですが」


　裁判長はわずかに顔をしかめた。


「今やらねばなりませんか？」


「はい。出来れば今やっておきたいと思います」


「異議あり！」


　堀内、てめえはそれしか言えねえのか！


「弁護側は先ほど〝質しつ問もんは以上です〟とはっきりと言いました！　今日の予定は消化しました、審理はもう中ちゆう断だんすべきです！」


　俺はどんと机つくえを叩たたき、苛いら立だたしげに言った。


「裁判長、審理に重要なことであれば、予定など考こう慮りよする必要はありません！　それに、明日に回せば証人にまた出廷を要よう請せいすることになります！　それよりかはもう五分ほど証言台に立っていただく方がよろしいかと！」


　裁判長はやれやれと言わんばかりに首を軽く振った。


「分かりました、そこまで言うのなら良いでしょう。先ほどの証人をもう一度証言台へ」


　間もなくさっき以上にムスっとした表ひよう情じようの大久保裕子が証言台に立った。俺に手玉に取られたことが気に食わないのだろうか。


「山鹿弁護人、できるだけ手短に御お願ねがいしますよ」


「はい裁判長。私の質問は一つだけです」


　俺は証人に向き直った。


「大久保さん。私の質問は一つだけです。お答え下さい。


　あなたは事じ件けん当日の十月二十一日、被ひ害がい者しやの死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくである午後三時頃ごろ、どこで何をしていましたか？」


「な、なにっ!?」


　まず声を上げたのは堀内だった。


　数秒間を置いてから、傍ぼう聴ちよう席せきからも幾いくつもの囁ささやき声が生まれていた。俺の質問の真意を悟さとったらしく、法廷内にいる人間は、裁さい判ばん長ちようは元より堀内検けん事じまでが呆あつ気けに取られたような顔をしている。


「……広助さんと別れてからは、自じ宅たくに帰っていましたが」


　一層不ふ機き嫌げんそうな顔で大久保は答えた。自分がどういう状じよう況きようにあるか、まだ分かってないようだった。


「アリバイはあるんですか？　その間、本当に家にいたというアリバイが？」


「ちょ、ちょっと待って下さい山鹿弁護人。これは一体どういうことですか？」


　どこか興こう奮ふんしたような口調で裁判長が言った。


「今、我われ々われに分かっている事実だけを申し上げます。


〝被害者である丸尾広助氏の部屋から逃にげ去って行く被告人を見た〟と証言した久く根ね宗むね則のり氏は、逃げ去った人物の顔までは見ておらず、もし被告人と同じ様な体型の人物が、被告人と同じ様な格かつ好こうをし、カツラでもかぶっていれば区別がつかなかったとも証言しました」


　俺は法廷内を見回しながら続けた。


「そして、被告人が被害者に対して〝あんたなんか死んじゃえ〟と言ったのを聞いており、かつ被害者が一人で家にいることを知っていた人物がもう一人いることを、皆みなさんはご存ぞん知じのはずです！」


　俺おれは今日最大級の力をこめて、机を思いきり叩いた。机の上のペンが短いダンスを演えんじ、雪奈がびくりとしたが、構かまってはいられない。そのまま右手の人差し指を証言台につきつける。


「あなたですよ、大久保裕子さん！」


　ざわめきだす傍聴席。呆気に取られる堀内検事。〝静せい粛しゆくに〟と注意することすら忘わすれている裁判長。もう完全にこっちのペースだ。


「証人の体型に御注目下さい！　被告人とあまり差は見受けられません！」


「ちょ……ちょっと待て、ふざけるなコラァ！　あたしがやったって言うのかい!?」


　激げき変へん。大久保は、これまでどうにかかぶっていたらしい冷静な仮か面めんを剝はぎ取り、鬼おにのような形相で俺を睨にらみつけた。


　思うツボとはこのことだ。俺は冷たい声で言い放った。


「大久保さん、あなたは感情が高ぶると激げつ昂こうするんですね？」


「なっ……」


　俺は両方の手のひらを机に叩きつけた。傍聴席の喧けん騒そうに負けないほどのバンという大きな音が響ひびく。


「あなたは丸尾広助氏に別の女じよ性せいがいることを知った！　裏うら切ぎられたと思ったあなたは、今のように激情にかられて丸尾広助氏を殺害したのではないのですか!?」


「な、何を言いやがる!?」


　法廷内は混こん乱らん状じよう態たいだった。傍聴席からはいつ退たい廷ていを申し渡わたされてもおかしくないだろうほどのざわめきが発生している。


　堀内検事も狂くるったように異い議ぎを申し立てた。


「異議あり！　異議あり！　異議ありぃ！　弁べん護ご側がわの勝手な推すい測そくで、根こん拠きよも何もありません！」


「裁さい判ばん長ちよう！　根拠があることはこれまでの審しん理りで御ご理り解かい頂いただけるはずです！」


　裁判長は苛いら立だたしげにため息を吐つきながら首を振ふった。


「まず傍聴人に命令します、静せい粛しゆくに！　今すぐこの命令に従したがわない者は、即そく座ざに退廷を命じますよ！」


　さすがにそう言われて騒さわぐ傍聴人はいない。間もなく傍聴席は静かになり、裁判長はそれを見計らって続けた。


「検察側の異議は却きやつ下かします。弁護側は尋じん問もんを続けて下さい」


「ありがとうございます、裁判長。


　では大久保さん、答えて下さい。簡かん単たんなことです、あなたは十月二十一日の午後三時頃、どこで何をしていましたか？」


「だから、言ってるだろ！　家にいたって！」


「それを証明できる人はいますか？」


「い、いねえよ！　一人暮ぐらしなんだからしょうがないだろ！」


　俺はオーバーに驚おどろいて見せた。


「おやおや！　アリバイは証しよう明めいできないのですね。では質しつ問もんを変えましょう。


　あなたはその時間、被ひ害がい者しやである丸尾広助氏の部屋にいたのではないのですか？　被害者である丸尾広助氏を殺したのは、あなたではないのですか!?」


「あ、あたしは殺しなんかしてねえ！」


　俺は壊こわれろと言わんばかりに机つくえに拳こぶしを叩たたきつけた。


「裁判長！　これは被告人以外に容よう疑ぎ者しやがいたことを証明するものであると考えます！　弁護側はこの審理続行の条じよう件けんとして、まずこの証人への取調べを要求します！」


「い、異議あり裁判長！　明めい確かくな証しよう拠こはありません！」


「動機があり、状況証拠があります！　そう、被告人と同じように！」


「弁護側の要求を暫ざん定てい的てきに認みとめようと思います」


　裁判長は、あっさりと頷うなずいた。


「証拠がない以上、拘こう束そくを命じることはできませんが……。堀内検事、直ちにこの証人に対する事じ情じよう聴ちよう取しゆ、及および可か能のうならばアリバイの裏うら付づけを行うように。よろしいですね？」


　堀内はがっくりとうなだれた。


「わ、分かりました……」


「な……ふ、ふざけんじゃねえ！　あたしは殺してなんかいねえ！」


　警けい備び員いんに取り押おさえられながら大久保は叫んだ。まさに思うツボとはこのことである。陪ばい審しん団だんの誰もが、彼女なら激情にかられて人を殺しかねないと思ったことだろう。


　大久保は法廷内から出て行く瞬しゆん間かんまでわめいていたが、出て行った扉とびらが閉しめられると、再ふたたび法廷内には静せい寂じやくが戻もどった。


　それを見計らって再さい度ど裁判長が言った。


「続きは明日の午前十時からとしましょう。


　昨日も言いましたが、陪審員諸しよ君くんはこの事件について一いつ切さい誰とも論ろん議ぎしてはなりませんし、他人が論議しているのを聞いてもいけません。審理はまだ終わっていませんので、有ゆう罪ざいか無罪かについてのいかなる意見も持ってはいけませんし、また表明することも禁きん止しします。


　では本日の審理はこれにて終しゆう了りよう」


　木き槌づちを一度叩く。


　先ほどの余よ韻いんが冷めていないのだろう、裁判長が閉へい廷ていを宣せん言げんすると、すぐにまた法廷内はざわめきだした。


「雪奈、とりあえず出よう」


「あ。は、はい」


　俺は傍ぼう聴ちよう席せきに座すわったままの影野に目配せをしてから、騒さわがしい法廷を後にした。





　　　　十月二十四日　午後〇時三十七分　地方裁さい判ばん所しよ弁護側控ひかえ室





　長テーブルにパイプ椅い子すが置かれているだけの殺風景な弁護側控え室に入ったのは、俺と雪奈、そして影野の三人だった。


「ぜ、善行さん。さっきのは一体どういうことなんですか……？」


　まあ、そう訊ききたいのも無理はない。


「俺達にとって都合の悪いことじゃないさ。むしろ有利になったと考えてもらっていいんだぜ？」


「でも善行さん。本当にあの人がやったんですか？」


　雪奈の質しつ問もんに、俺は影野と顔を見合わせた。すると影野は無言で首を振る。


　俺は雪奈に向かって肩をすくめて見せた。


「案外、事件とは関係ないのかもな。今日中にポンと釈しやく放ほうされちまっても驚おどろけねーことは確たしかだ」


「え……」


　雪奈は呆あつ気けに取られたような顔をした。思わず苦く笑しようしてしまう。


「そんな顔するなよ。いいんだ、別に釈放されようが構かまやしないさ。さっきの出来事でなによりも重要なのは、犯はん行こうが可能な容疑者がまだいるってことを知らしめることができたってことさ」


　雪奈は喜んでいいのか、それとも罪つみをなすりつけたことを悲しむべきなのか分からないらしく、どこか複ふく雑ざつそうな表情をした。


「い、いいんですか？　彼女、可哀かわい相そうじゃないですか……」


　雪奈らしいといえば雪奈らしい言葉だ。俺は顔の前で軽く手を振ふった。


「まあ、あの女には悪いことをしたかもしれん。だが、彼女が有罪であるという可か能のう性せいもまたゼロじゃないんだ。さっき法廷で俺も言っただろう？　あの大久保裕子という女には、丸尾広助を殺す動機もあったし、殺すチャンスがあることも知っていたんだからな。実じつ際さい、丸尾の部屋から走り去ったって人物があの女だったって可能性はゼロじゃないはずだ」


　ところが俺が意外に思ったことに、雪奈は喜ぶどころかさらに浮かない表情をした。


「どうした雪奈？　真犯人が見つかるかもしれないんだ、もっと喜んでいいと思うぜ？」


「は、はい、そうですね……」


　そう言うと雪奈は笑え顔がおを見せてくれたが、どこかぎこちないものだった。


「…………」


　俺だけではなく影野も何か感じたらしい。怪け訝げんそうな顔で雪奈の顔を見ている。


　なぜ雪奈は素す直なおに喜ばないのだろう？　大久保裕子という女が新たな容疑者として逮たい捕ほされるかもしれないということが、それほど気にやむことなのだろうか？　それとも、それ以外に何か気になることでもあるのだろうか？


「あー、いたいたぁ」


　唐とう突とつに開かれるドア。裁さい判ばん所しよという場所を考えると明らかに場ば違ちがいなガキっぽい声。


　そこから入ってきたのは、学生カバンを片かた手てにブレザーを着き込こんだ皐月だった。


「……なんでお前がここにいる？」


「なに言ってるのよ。せっかくあたしが応おう援えんに来てあげたって言うのに」


「お前が来て何の応援になるってんだよ」


　苦笑しながら影野が言ったが、皐月が意に介かいした様子はなかった。


「ぜ、善行さん。この子は……？」


　呆気に取られたように雪奈が言った。


「ウチの事じ務む所しよの不法侵しん入にゆう常じよう習しゆう犯はんだ」


「……え？」


　わけが分からないという顔をする。当然だろう。


「おい皐月、大体ここは関係者以外立ち入り禁止のはずだぞ、どっから入ってきやがった？」


　俺の問いかけに、皐月はまったく臆おく面めんなく、


「山鹿弁護士の妹ですって言ったらあっさり通してくれたわよ」


「…………」


　日本の裁判所の警けい備び体たい制せいはどうなってやがるんだ。どうやったらこいつが俺の妹に見えるというのだ……？


「妹……？」


　雪奈が怪訝そうな顔をする。


　唐突に皐月がすっと雪奈に近ちか寄よった。いささか身長差があるので皐月が雪奈を見上げるような格かつ好こうになる。そしてそのままジロジロと雪奈を見ると、


「へー、あんたがそうなんだ」


「え……？」


　呆気に取られる雪奈を尻しり目めに、意味ありげに俺の方を向いてニヤリと笑う。


　……思わず居い心ごこ地ちが悪くなってしまうのはなぜだろうか。


　雪奈が少々慌あわてたように俺を見る。


「知り合い……なんですよね？」


「ああ。以前、悪の道に走っていたところを俺が救い出してやった」


「ちょ、ちょっと！　悪の道って何よ!?」


　するとなぜか雪奈は急に納なつ得とくしたかのように、皐月と同じ視線になるまで身を屈かがめ、にっこりと笑いながら言った。


「私は水澄雪奈。あなたは？」


　垢あか抜ぬけない純じゆん粋すい無む垢くな微笑ほほえみ。警けい察さつ署しよで雪奈と久ひさしぶりの再さい会かいを果たしてから、未いまだ見ていない表ひよう情じようだった。


　今度は皐月がたじろぐ番だった。この笑え顔がおを前にして素す直なおになれないやつはまずいないだろう。


「さ、皐月伊い予よ……」


　急に形けい勢せいが一変したかのごとく、微び妙みように言葉を詰つまらせる。すると雪奈はやはり天使のような笑みを浮うかべながら大きく頷うなずき、


「いい名前ね。じゃあ伊予ちゃんって呼ぶね？　私のことは雪奈でいいわ」


「う、うん……」


　あの皐月が借りてきた猫ねこも同然である。


　と、今度は雪奈は多少怒おこったような表情になり、人差し指をぴっと立てた。


「伊予ちゃん、善行さんの応援に来てくれたのはいいけど、学校はどうしたの？　あんまり面おも白しろくないかもしれないけど、ちゃんと行かなきゃダメよ？　きっと将しよう来らい役に立つんだから」


　部屋の隅すみに座っている影野が必死に笑いをこらえているのが分かった。


「う、うん……」


　唯い々い諾だく々だく。


　まさかこのように出られるとは思いもよらなかったのだろう、いつもの皐月からは想そう像ぞうもつかない態たい度どである。


「おい山鹿、ちょっといいか？」


　苦く笑しようを隠かくし切れないらしい影野が言った。


「そろそろこれからの行動を決めたいんだがな……」


　それもそうだ。


　このまま無意味に時間を浪ろう費ひするわけにはいかない。俺おれは雪奈に向き直り、


「俺はこれから影野と明日の準じゆん備びをするよ。雪奈、おじさんは外で待ってるんだろう？　今日のところはもう帰って休んでてくれ」


　雪奈はやや心配げに俺と影野の表情を窺うかがう素そ振ぶりを見せたが、すぐに頷いた。


「分かったわ、善行さんがそう言うなら。伊予ちゃん、送っていくわ、一いつ緒しよに行きましょ？」


「え？　え、え、え……」


　雪奈の皐月を説得すること、まるで迷まい子ごをあやすがごとくだった。


「じゃあ善行さん、また明日ね」


　俺は「ああ」と苦笑しながら、逡しゆん巡じゆんしている皐月の手を引っ張ぱっていく雪奈を見送った。


「さて……」


　二人きりになった部屋で、影野に向き直る。


「とりあえず、よく分かったなと言っておこう」


　影野は一いつ瞬しゆん何のことか分からないという顔をしたが、すぐに思い当たったようで、


「ああ、あの女のことか？　別に大したことじゃない。一いち応おう、事じ件けんに大きく関かかわりのありそうなやつらのアリバイは全部調べておいたんだ。警察関係者を除のぞけば、あの女と久根宗則の二人ぐらいだったしな。


　で、お前があの女に尋じん問もんしてる時に、ふと犯はん人にん候こう補ほの話を思い出したというわけだ」


「なるほどな……」


「少しは感かん謝しやしろよ」


「今度から〝名めい探たん偵てい影野〟と呼んでやろう」


　俺のせっかくの申し出に、影野は肩かたをすくめただけだった。


「二つ名が付いたところでサイフが膨ふくれるわけじゃない。遠えん慮りよしておく」


　唯ゆい物ぶつ主しゆ義ぎ者しやめ。


「まあお前のおかげで楽になったのも確たしかだからな。この調子で頼たのむ」


「ああ、任まかせとけ。今日はこれから何か調べておくことはあるか？」


「まだ特にないな。昨日と同じく、雪奈の助けになるようなものを適てき当とうに探さがしておいてくれ」


「分かった。じゃあまた夕方に事じ務む所しよに行く」


　影野はそう言って立ち上がり、扉とびらの方へ向かったが、急に足を止めて俺を振り返った。


「そうそう、俺の経けい験けんから一つ言わせてもらうが……」


　影野はニヤリと嫌いやな笑いを浮かべた。


　思わず嫌な予感が胸きよう中ちゆうをよぎる。こいつがこういう顔をするのは、間ま違ちがいなくロクでもないことが起きる前ぜん兆ちようなのだ。


「……なんだよ」


「いい事が二度続く事ってのはまずないもんだぜ？」





　　　　十月二十四日　午後六時五十三分　山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよ





　夕ゆう刻こく。


　今日の事務所は静かだった。なぜなら、美少女を自じ称しようする小こ悪あく魔まがいなかったからだ。あのまま雪奈に正しい道へ引き戻もどされたのだろうか？


　昨日より早く報ほう告こくに来た影野は、ソファに座すわるなり唐とう突とつに切り出した。


「新しい目もく撃げき者しやが見つかったぞ」


　そう言って随ずい分ぶん喉のどが乾かわいていたらしく、俺の出した緑茶に手を出す。昨日の出がらし、つまり三日前から使っているものだったりするのだが、気にした様子すら見せなかった。


「新しい目撃者？　なんの目撃者だ？」


「被ひ害がい者しやの部屋から走り去った人物を見たという目撃者だ」


　つまり、あの電信柱こと久根宗則以外に犯人を見かけた人物ということだ。


　しかしおかしい。それは俺にとって良い報しらせのはずである。だが影野の表ひよう情じようは、まるで悪い報せを伝えようとしているかのように無表情だった。


　昼間の懸け念ねんが、早くも現げん実じつのものとなりそうな気がするのはなぜだろう。


「それは俺の依い頼らい人にんにとって悪い事じゃないんだろう？　なぜそんな浮うかない面ツラをしてるんだ？」


　影野はソファにもたれ、腕うでと足をそれぞれ組んだ。何かを語り出す時のこいつのクセだ。


「目撃者ってのは丸尾広助と同じマンションの住人だ、一階下に住んでいるらしい。事件直後から海外出しゆつ張ちように行っていて今日帰ってきたばかりなんだとさ」


　今まで見つからなかったのはそのためか。


「それで？」


「事件当日の午後三時頃、出張に行く時に上から駆かけ下りてくる女を見かけたらしい」


「……誰だれなんだ、それは？」


　急速に口の中が乾いていくのを感じたため、お茶を一口含ふくむ。


「水澄雪奈」


　ぶっ。


　俺は思わず口に含んだお茶を吹ふき出していた。


　少し飛沫しぶきがかかったのだろうか、影野は顔をしかめた。だがそんなことはどうでもいい。


「……マジか？」


「雪奈ちゃんの写真を見せた。間違いなく事件の日に見た人物だと断だん言げんしている。顔もはっきり見たとさ」


「どういうことだ……」


　俺はうめくように呟つぶやいた。


「お望みとあれば、最も合理的な推すい理りを聞かせてやるが」


「いや、いい」


　そんなことは言われなくても分かっている。つまり、丸尾広助の部屋の隣りん人じん、久根宗則が見かけた人物というのは、〝雪奈に変へん装そうした人物〟ではなく、〝雪奈本人〟だったということだ。


「お前は自分の依い頼らい人にんを信じると言うだろうが──」


　影野が言った。


「俺だって探たん偵ていなんて職しよく業ぎよう柄がら、相手が噓うそを吐ついてるかどうかぐらい、よほど芝しば居いが上う手まい相手でもない限かぎり、それなりに分かるつもりでいる」


「……噓を吐いてるようには見えないと？」


「そうだ。一いち応おう誰かにそそのかされてるって可か能のう性せいまで考えて、その男を洗あらってみた。昔、地方の小さなラジオ局でアナウンサーをやっていたこともあったみたいだが、何しろ容よう貌ぼうのさえない男で、人にん気きがまったく出ずにクビ。今は輸ゆ入にゆう代行会社のサラリーマンだが、個こ人じんレベルではもちろん、会社、家族をとってみても丸尾広助や雪奈ちゃんとは何の接せつ点てんもない」


　今日の午後だけで会社や家族のレベルまで調べたらしい。さすがに社会的には腐くさっていても、探偵というだけのことはある。


　だが、その新たな目撃者がウソを吐いていないとなれば、考えられることは一つだけということになる──。


「……雪奈がウソを吐いていると？」


　俺の問いに、影野は肩かたをすくめた。


「俺にそれを訊きくというなら、答えはイエスだ。もっとも、俺に訊くよりお前が直接本人に訊いた方が確たしかだろうがな」


　思い出さずにはいられない。


　昼間に大久保裕子が拘こう束そくされた後、雪奈が見せたどこか浮かない表情。雪奈が丸尾広助の部屋に行っていたとするなら、その理由は分からないでもない。やはり雪奈は、自分の代わりに大久保裕子が疑うたがわれたことに負い目を感じていたのだろうか。


「……分かった。とりあえずこの場は雪奈が殺人現場に行ったという前ぜん提ていで話そう。その男だが、証しよう言げん台だいに立つと思うか？」


「立つだろうな。俺が話を聞きに行ったら、すでに目もく撃げき者しやとして警けい察さつに話しに行く気満々だった。昔はアナウンサーなんてやってた男だ、人前でしゃべれるのが嬉うれしいんじゃないか？」


　良い事は、二度続けて起きやしない。


「やばいんじゃないのか？」


　影野が言った。


「やばいな。疑いが確かなものになっちまう。


　さすがにこういう事じ態たいは想定外だな。はっきり言って、俺は弁べん護ご側がわの証人はロクに用意してないんだ。検けん察さつ側の証しよう拠こと証人をことごとく潰つぶしていけば無む罪ざいにこぎつけられると思ったんだが……」


「呼よぶ必要が出てきたか」


「ああ……」


　しかし、事件の目撃者自体があまりにも少ない。検察側がこれまでに呼んだ証人を再さい喚かん問もんしてもあまり意味はないだろうし……。


　だがまあ、手がないわけではない。


「……仕方がない、個人的には好きじゃない方法だが……。こうなったら心理戦に持ち込んでやる」


「心理戦？」


　影野が首をかしげる。


「陪ばい審しん員いんの心証を良くするのさ。確か、雪奈の評ひよう判ばんは悪くないって言ってたな？」


「ああ。近所の住人から大学の知り合いまで、口を揃そろえて彼女は殺人などするような人間じゃないと言ってる」


「よし。じゃあそいつらを半ダースほど弁護側の証人として呼び出して、片かたっ端ぱしから〝雪奈は殺人なんかする人間じゃない〟と言わせるんだ」


　影野は感かん嘆たんの合図のように口笛をヒューと吹いた。


「なるほど、それで心理戦というわけか。そういうことなら証人にも事欠かないし、かなり有ゆう効こうかもな。そうだ、それなら一人特に面おも白しろいのがいるぞ」


「面白いの？」


「そうだ。そういう意図で使う証人としてなら最高の候こう補ほ者しやさ。


　水澄家自じ宅たく前の道路を挟はさんだ真正面に、一組の老ろう夫ふう婦ふが住んでるんだがな。そこの夫人に話を聞いたんだが、〝雪奈ちゃんは絶ぜつ対たいに殺人なんかするような子じゃない、彼女は私達のためにあんなに尽くしてくれた〟と、延えん々えん十分ぐらいあれやこれやと話してくれたよ。それだけじゃない。雪奈ちゃんのアリバイを証明できたら無罪になると俺が言ったら〝じゃあ好きな時間に彼女を見かけたことにしてもいい〟ってさ」


　影野は肩をすくめ、苦く笑しようしながら続ける。


「俺がそれは偽ぎ証しよう罪ざいって犯はん罪ざいになると言ったら、〝それであの子が無罪になるならお安い御ご用ようよ〟だと」


　俺も苦笑せざるを得なかった。確かに無む茶ちやな話だ。しかし──。


「……そいつは使える。堀内が顔を真っ赤にする情じよう景けいが目に浮うかぶぜ」


「それに、俺でさえも聞き込みすればするほどに感じたさ。確かにお前が雪奈ちゃんを無罪と断だん定ていする気も分からんではない、とな」


　つまり、心理戦をしかける意義は十二分にあるというわけだ。


　このひねくれ探偵にそこまで言わせるとは、俺も最高の依い頼らい人にんを持ったものである。


　雪奈は、見た目からして虫も殺せないような雰ふん囲い気きの持ち主だ。それだけでも彼女が無実であると陪審団だんに訴うつたえかける材料の一つとなりうるだろう。その上、その雰囲気をさらに強調し、裏うら付づけるような証人を何人も呼んでやれば……。


「いっそのことどうだ、そのばあさんに偽証してもらうってのは？　一番早いかもしれんぞ」


　と、影野が突とつ飛ぴな提てい案あんをした。


「ふむ……」


　悪い話ではないかもしれない。だが、純じゆん真しんな雪奈のためにも、まさか本当に偽証までさせて無罪にしたくはない。雪奈にしても、もし自分の代わりに知り合いのばあさんが罪つみを犯おかしたと知ったら──何を言い出すか分かったものではない。大体、俺だって法ほう律りつを遵じゆん守しゆすべき弁護士という職しよくに就ついているのだ。一いち応おう。


　おまけにそのばあさんが、検察側に見み破やぶられないレベルでの雪奈の時間的なアリバイを本当に作れるかは、大いに疑ぎ問もんの余よ地ちがある。そもそもすでに雪奈が拘束されてから数日が経たっているのだ。そこで今いま更さらのように実はアリバイがありました、と言ったところで信用されるかは疑問だし、万が一偽証がばれるようなことになれば、確かく実じつに俺は弁護士資し格かく剝はく奪だつ、雪奈は有罪がオチとなるだろう。


　俺は首を振ふった。


「偽証はやめとこう。しかしまあ、偽証はさせないにしても、使う余地は充分にあるな。よし、とにかくそいつらを喚問しよう。連れん絡らく先さきは分かるな？」


「そりゃもちろんだ。なんなら半ダースといわず、グロス単位ででも連れて行けるぞ」


　百四十四人の証人が、次々に〝被ひ告こく人にんは無罪だ〟と証言する光景。


　もし実現できれば面白いかもしれないが、全員が証言を終える前に堀内の頭の血管が切れて審しん理り延期となるのがオチっぽかったので、その提案は蹴けることにした。





　　　　十月二十四日　午後七時三十三分　水澄家





　影野と別れると、俺おれはすぐに水澄家に向かった。方ほう針しんが決まったとはいえ、雪奈には訊いておかねばならないことがある。


　水澄家は庭付き一戸建てだ。ただし、家自体は平屋で、家の周辺も新しん興こう住宅地の類たぐいではない。築ちく二十年ぐらいは経たっている家が混まじった、閑かん静せいというよりは情じよう緒ちよ溢あふれるといった表ひよう現げんが似に合あう住宅地である。


　以前は二階建ての一戸建てに住んでいたのだが、母親が亡なくなってから今の平屋の住じゆう居きよに引っ越こしたのだ。まあ、確たしかに二人で住むならこの平屋で充じゆう分ぶんだろう。それも最近は、ほとんど雪奈一人がここで暮くらしているのだから。


　雪奈は、突然の俺の来らい訪ほうに驚おどろいたようだったが、すぐに居い間まへ通してくれた。畳たたみの床ゆかに布ふ団とんのないコタツ、それに座すわり心ごこ地ちのよさそうな座ざ布ぶ団とんが四枚まいほど敷しかれ、部屋の隅すみにはテレビとビデオが置かれている。一昔前の典型的な日本の居間というべきか。


「どうしたのかね、山鹿君？　こんな時間に突然……」


　雪奈の親父おやじさんが言った。と同時に、雪奈が三人分のお茶を持ってくる。


「申し訳わけないんですが、雪奈と二人にさせてもらえませんか？　弁べん護ご士しとしてお話が……」


　俺の言葉に、二人の親子は顔を見合わせた。


「……分かった。そういうことなら、私は奥おくへ行っているよ」


　そう言うと、雪奈に頷うなずいて見せてからすぐに居間を出ていった。


　俺は親父さんが廊ろう下かを歩いていく音を聞いてから、足を崩くずして座っている雪奈に話しかけた。


「雪奈」


「え、え……？」


　俺の苛いらついている様子に気付いていたのだろうか、どこかこの場に居づらそうにする。


「雪奈、俺が信用できるか？」


　俺の問いに、少し間を空けたが、それでもゆっくりと頷いた。


「雪奈、お前の知ってることは全すべて俺に話したか？」


「…………」


　今度はなかなか頷かなかった。それどころか、俺に視し線せんを合わすことすらせず、コタツの上に置かれた湯のみに視線を注いでいる。相手が雪奈でなければ舌した打うちの一つでもしていただろう。


「昼間、影野って探たん偵ていを紹しよう介かいしたよな？　そいつが新しい目もく撃げき者しやを連れてきたんだ。丸尾広助の部屋から逃にげ去った人物に関する新しい目撃者だ」


「…………」


　一いつ瞬しゆん、ビクッと顔が動いたのを俺は見み逃のがさなかった。


　それが全てを物語っていた。


「行ったんだな、雪奈。犯行現げん場ばに」


「…………」


「雪奈？」


「うん……」


　俺が再さい度ど促うながすと、雪奈はうつむいたまま、小さな声でそう言った。


　俺は盛せい大だいなため息を吐ついた。


「なんで言わなかったんだ、雪奈」


「ご、ごめんなさい……。役に立つことじゃなさそうだったし、少しでも負ふ担たんを減へらせればと思って……」


　俺は再度ため息を吐いた。


「ふう。いいか雪奈、もしお前が自分の不利になるようなことを言ったとしても、絶ぜつ対たいに俺はそのことを口外したりしない。その場限かぎりの話にして封ふう印いんしちまう、それだけだ。だが、知っていることを全て話してもらわないと、俺の仕事ができなくなる。


　その目撃者、明日の法ほう廷ていできっと出てくるぞ？　もしその探偵の報ほう告こくがなかったら、明日の裁さい判ばんでは俺達が一ひと泡あわふかせられるところだったんだぞ？」


「……ご、ごめんなさい……」


　うつむいたままの雪奈の目から、水すい滴てきが落ちていくのがはっきりと見えた。


　……しまった。雪奈が泣き出すことは予想して然しかるべきだったかもしれない。


「ゆ、雪奈……？」


「ごめんなさい……。ごめんなさい……」


　雪奈は頭を振ふりながら謝しや罪ざいの言葉を何度も繰り返した。


「私、やっぱり有ゆう罪ざいになっちゃうのかなあ？」


　しばらくの沈ちん黙もくの後、声を震ふるわせながら言った。


「有罪になったら、お父さんやっぱり会社やめなくちゃいけないのかな……。善行さんの経けい歴れきにも傷きずつけちゃうのかな……？　わ、わたし、やっぱりみんなに迷めい惑わくかけちゃうのかなあ……？」


　最後の方は、聞き取ることも困こん難なんなぐらいに震えていた。


　不ふ謹きん慎しんなこと極きわまりないのは分かっていた。だが、目に涙なみだをためた雪奈は、どこか新しん鮮せんで、見ているこっちが気き恥はずかしさを覚えてしまうほどだった。


　そう、こいつはいつもこういうやつだった。今のこのご時じ世せいでは希少と言えるほど、自分より先にまず人を思いやることができる。


　俺はまたため息を一つ吐ついてから口を開いた。


「誤ご解かいするなよ、雪奈」


　俺の言葉に、雪奈が泣きはらした顔を上げて俺を見る。


「確たしかにお前が犯はん行こう現場に行ってたことは誤ご算さんだったし、目撃者が新たに出てきたことも厄やつ介かいだ。だが、だからといって俺はお前が無罪であることはまったく疑うたがってないんだからな」


「ぜ、善行さん……」


　視線が合う。


　潤うるんだ瞳ひとみでじっと俺を見つめる雪奈。しばしの間、その状じよう況きようが続いた。


　俺は男として、こういう時に多少強ごう引いんかもしれないが、どうすべきかを知っている。そして俺にも、そうしたいという欲よつ求きゆうがある。だが、同時にそれを押おし止とどめている何かがあることにも気付いていた。


　俺は視線をそらし、わざとぶっきらぼうに言った。


「も、もう泣き止やめ。裁判はまだ終わってはいないし、俺は必ずお前を無罪にしてやる。飯を作ってくれる約束だろ？」


「うん……」


　だが俺の言葉とは裏うら腹はらに、雪奈の目からこぼれ落ちる水量は増ますばかりだった。


「だから泣くなって、雪奈」


「う、うん……。なんだか、嬉うれしくて……」


　あまり嬉しい状況じゃないことは確かだぞ、と思わず言いそうになったが、さすがにそれはヤブヘビというものだろう。


　それから数分ほど雪奈はぐずっていたが、やがてどうにか呼こ吸きゆうも落ち着いてきた。それを見計らって、俺は再度口を開いた。


「落ち着いたか？」


「ええ……」


「じゃあ雪奈、教えてくれ。あの事じ件けんの日、一体何があったんだ？」


　雪奈は、自分の持ってきたお茶を一口飲んでから語り始めた。


「ほとんどは私が言った通りなの……。


　あの日、公園で他ほかの女の人と一いつ緒しよにいた丸尾さんを見つけて……家に帰ったわ。でも私、一目見ただけであんなこと言っちゃったでしょう？　ひょっとしたら、私の早とちりか何かだったのかもしれない……。そう思って、丸尾さんに話を聞きに行こうと思ったの……」


　単たん純じゆんな話だ。


「で、死体を見つけた？」


「死体？　いいえ、分からないわ……」


　……なんだって？　俺は思わず訊きき返した。


「分からない？」


「うん……。会おうと思ったんだけど……玄げん関かんの前まで行って、やっぱり恐こわくなっちゃったの……」


　その時の状況でも思い出したのだろうか、再ふたたび声を震わせ、喉のどを詰つまらせる。


「それでその場から去った？」


「ええ」


　つまり、部屋には入っていないということか？


「それは何時頃ごろだったか覚えてるか？」


　雪奈は首を振った。


「正せい確かくには分からないわ。私の家から丸尾さんのマンションまでは三、四十分ぐらいの距きよ離りだけど、その前後は泣いてたし、時計なんて見なかったから。でも、一時か二時ぐらいには家を出たと思うんだけど……」


　ということは、雪奈が丸尾広助のマンションに行ったのは、二時前後、遅くても三時頃が考えられるわけだ。つまり、新しい目もく撃げき者しやが言った通り、三時に行ったという可か能のう性せいもまた否ひ定ていできないようだ。


　せめて正確な時間さえ分かれば、新たな目撃者が噓うそを吐いているか分かるのだが……。


「マンションから帰る時、誰だれかに見られた記き憶おくはないか？」


　雪奈は無言で首を振った。


「それも分からないわ……。でも慌あわてて帰ったから、誰かに見られてても気付かなかったかも……」


「その証しよう人にん、お前の顔をしっかり見たと言っているらしいんだ」


「で、でも、私は誰にも見られた覚えはないわ。だから今まで黙だまってたんだもの」


　それもそうだ。確たしかに、誰かに見られていることが分かっているにも拘かかわらず、噓を吐くとは思えない。


　だが、慌てて帰ろうとしたのなら、おのずと視し界かいも狭せまくなっていただろう。ここはやはり、雪奈も気付かない内に、その証人に見られていたと考えた方がいいだろう。


「分かった、もういい。よく話してくれたな、あとは俺に任まかせろ」


「うん……」


　雪奈は俯うつむきながらも頷うなずいた。


「いい返事だ。いいか、あと一つだけ、弁べん護ご士しとして命令するぞ。今日はもう、何もかもムリヤリにでも忘わすれて寝ねろ。それが一番だ」


　俺がそう言うと、雪奈は涙なみだを拭ふきながら微笑ほほえんで見せた。


　丸尾広助の死し亡ぼう時じ刻こくは午後三時頃と断だん定ていされている。電信柱……もとい久根宗則が丸尾の部屋から走り去っていく〝雪奈らしき〟人物を見たのも三時。


　今日見つかった新しい目撃者が語るところによれば、雪奈が降おりてくるのを目撃したというのがこれまた三時頃だという。そして雪奈もまた、三時頃マンションに行ったことを完全には否定しきれていない。


　だが、雪奈は丸尾広助の部屋には入っていないと言った。


　となると、一つの疑ぎ問もんが湧わいてくる。久根宗則が見たという、丸尾の部屋から出てきた人物とは一体誰だ？





　　　　十月二十四日　午後八時五十五分　山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよ





　事務所に戻もどった俺は、デスクに足を投げ出し、状じよう況きようを整理しようと試みた。


　やばい状況は変わらない。どうするか。雪奈を見たというその新しい証人が証言すれば、まず今日の法ほう廷ていで大久保裕子にふっかけた容よう疑ぎは晴れる方向に傾かたむくだろう。そして、雪奈には以前より強い疑うたがいが再び降ふりかかることになる。


　今まで俺は、丸尾広助の部屋から走り去った人間が、雪奈であるとは限かぎらないと散々主しゆ張ちようしてきた。それがツケとなり、より大きな疑いとなって返ってくるだろう。晴らすことは容よう易いではない……。


　取れる手しゆ段だんは二つある。


　あくまでその雪奈らしい人物を見かけたという証人の主張を、見み間ま違ちがえただけだといって突つっぱねるか。だが、陪ばい審しん団だんにどう受け取られるかは分からない。もし新しい証人が非ひ常じように信しん頼らいしうる証言をしようものなら、不信の目で見られるのはこちら側ということになるだろう。


　いっそ、雪奈があの場に行ったことを認みとめてしまう方法もある。だが、そうすると今までの証人達を徹てつ底てい的てきに叩たたいてきたことがアダとなって、これまた陪審団は元より裁さい判ばん長ちようにまで不信の目で見られかねない。


　解かい決けつ策さくとして、雪奈自身に証言台に立ってもらい、先ほど俺に語ったことを法廷で証言させ、〝雪奈は現げん場ばに行ったが、殺人とは関係なかった〟という考え方を提てい示じするのだ。だが、これとてどう受け取られるかは分からない。死亡推すい定てい時刻近辺に被ひ害がい者しやを訪たずね、それでも事じ件けんとは何も関係ありませんと主張したところで、耳を貸かしてくれる陪審員は何人いるだろうか？


　それになにより、反対尋じん問もんの問題がある。検けん察さつ側がわは、弁護側の同意なくして被告人を証言台に立たせることはできない。これに対し、弁護側は自由に被告人を証言台に立たせることができる。だがこの場合、もれなく検察側の反対尋問というまったく嬉うれしくないオマケがついてきてしまうのだ。


　……どっちもどっちだ。


　こういう時、影野なら安物タバコを吹ふかして考えをまとめるらしいのだが、俺はタバコは吸すわない。しょうがないので、いつも安物の緑茶で一服しながら考えをまとめることにしている。緑茶には思考するのに良い成分があると聞いたので、決して悪いことではないとは思う。しかし……。


　お茶をずずずとすすりながら思考する若わか手て弁護士。あまり人様には見せたくない光景でもある。
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　そんな無む駄だな事まで考えてから、俺はかぶりを振ふった。


「今いま更さら主張を逆ぎやく転てんさせるわけにはいかねえな……」


　雪奈は現場に行ってなかったことにしよう。明日出てくるであろう証しよう人にんは、ムリヤリ証言の揚あげ足を取って黙だまらせるのだ。




[image: ]








　　　　十月二十五日　午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第二法ほう廷てい





「これより予よ備び審しん問もんを再さい開かいします」


　いつもの通り、周しゆう堂どう健けん太た裁判長の宣せん言げんから裁判は始まった。


　昨日俺おれが思わぬ方向へ裁判を誘ゆう導どうしたせいだろうか、傍ぼう聴ちよう人にんはこれまでで一番多い。せいぜい、マスコミ関係が増ふえてないことを祈いのるしかない。まったく、昨日は疑いを逸そらせるためのベストな行動を取ったと思っていたが、見事なまでにアダとなりそうだ。


　なお、傍聴席の右片かた隅すみで、制せい服ふくを着て俺に向かって嬉うれしそうに手を振ふっている存そん在ざいについては昨日と同様、意図的に無む視しすることにした。


　するとあっちの方も無視されていることに気付いたらしく、今度はムスっとして俺を睨にらみつけるのだった──。


　……考えないことにする。


　今考えるべきは、むしろ俺の隣となりに座すわっている雪ゆき奈なの方なのだ。だが、雪奈もさすがに審しん理り三日目となると、初日ほどの緊きん張ちようは見られなかった。それに法ほう廷ていの審理も明らかに弁べん護ご側がわ有利で進んでいるのだ。あと一息で、雪奈をこんなたわけた場所から解放してやれる──はずなのだ。


「今日はまず検けん察さつ側に、昨日の証人、大おお久く保ぼ裕ゆう子こ氏に関する取調べの結果を教えて頂いただきたいと思いますが」


　裁判長が言った。


「はい、裁判長。その件に関連して、我わが検察側は非ひ常じように重要な証人を見つけました。まず、この証人を尋問させて頂きたいと思いますが」


「堀ほり内うち検事、それはその証人の尋問を聞けば、大久保裕子氏に関する容よう疑ぎの有う無むが分かると解かい釈しやくしてよろしいのですか？」


「その通りです、裁判長」


「よろしい。では喚かん問もんして下さい」


「では、森もり義よし彦ひこさんに証言台に立って頂きます」


　堀内は俺に視線を送りながら言った。〝目は口ほどにものを言う〟とはよく聞くが、法廷に立っているとそれがよく分かる。堀内はきっと俺を見ながら「よく見てやがれ、このエセ弁護士！　今日こそは貴き様さまに吠ほえ面づらかかせてやるからな！」とでも思っているに違ちがいない。


　俺は椅い子すにふんぞり返り、「やれるものならやってみやがれ、俺の名声を高めることしかできない税ぜい金きん泥どろ棒ぼうチビ検事が！」と念を込めて睨み返してやる。


　果たしてそれが通じたのかどうかは分からないが、堀内が俺から目を逸らして小さな舌した打うちを一つしたのが分かった。


　証人として入廷してきたのは、いわゆるマッシュルームカットで、小太りかつ丸顔という、妙みように丸っこい印象を与あたえるおっさんだった。年と齢しは四十にはなってないだろう。三十代後半といったところか。体たい格かくは縦たてにも横にも大きく、肥ひ満まんと判定されてもおかしくなさそうに思える。


　影かげ野のから聞いたところによれば、昔アナウンサーをやっていたことがあるという。そのせいだろうか、多数の視線を浴びながらもおどおどした様子はまったく見受けられず、宣せん誓せいもすらすらと言いよどむことなく終えた。


　ますます、揚あげ足を取りにくい。


「名前と職しよく業ぎようを述のべて下さい」


　堀内が言った。


「森義彦、一いつ般ぱんに言うところのサラリーマンです。輸ゆ入にゆう代行会社に勤つとめています」


「では森さん。早さつ速そくですが、あなたは丸まる尾お広ひろ助すけ氏という人物を知っていますか？」


「すれ違ったことぐらいはあったと思います。彼はマンションの四階に住んでいますが、私は一つ下の三階に住んでますので」


「なるほど。では森さん、あなたは事じ件けんのあった十月二十一日の午後三時頃ごろ、どちらにいましたか？」


「マンションの自室にいました。その日は夕方から出しゆつ張ちように行く予定だったので、昼飯を食べてからずっとそのための準じゆん備びをしていました。三時頃といえば、ちょうど家を出た頃ですね。より正せい確かくに言うならば、午後二時五十五分頃だったと思います。四時十分発の飛行機に乗るために腕うで時ど計けいを見てから家を出ましたから、それなりに正確だと思います」


　やれやれ。こういう几き帳ちよう面めんな〝検けん察さつ側がわの〟証しよう人にんは大だい嫌きらいである。


「では、家を出たというその十月二十一日の午後二時五十五分頃ですが、何か変わったことはありませんでしたか？」


「変わったこと……というほどではありませんが、気になることがありました」


「それはどんなことでしたか？」


「まわりくどいんだよ、このチビ検事！　さっさと核かく心しんに入りやがれ！」


　と、叫さけびそうになるのを俺はなんとか思い止とどめた。


「一つ上の階からだと思いますが、女じよ性せいが降おりてきました」


「なぜ気になったのですか？」


「どこか落ち着かないというか……。周りのことなんか目に入ってない様子で、階かい段だんを駆かけ下りていったものですから。それに、この辺では見かけない顔でしたからね」


「その女性とは、この法廷にいる人物ですか？」


「はい、そうです」


　傍ぼう聴ちよう席せきがざわついた。


「指差して下さい」


「そこに座すわっている女性です」


　これで傍聴人の誰だれかでも指差してくれれば面おも白しろかったのだが、残念ながらそうはいかなかった。森が指差したのは、紛まぎれもなく俺の隣となりに座っている雪奈だった。


　新たな証言の誕たん生じようである。それも、昨日俺が大久保裕子を巻まき込こんで提てい示じした可か能のう性せいを完全に否ひ定ていし、かつ雪奈の容疑を一いつ層そう確実なものとしかねない厄やつ介かいな証言だ。


　傍聴席は無む視しできないほどにざわめきだし、裁判長が二度ほど「静せい粛しゆくに」と注意を入れる必要が生じたほどだった。


「はっきりと断だん言げんできますか？」


　堀内が言った。


「できます。顔もしっかりと見ましたので」


　森の言葉に、堀内はうんうんと大きく頷うなずきながら、それ見たことかと言わんばかりの勝ち誇ほこったような顔で俺を見る。俺は顔に出さないよう唇くちびるを嚙かみ締しめることしか出来なかった。


「森さん、今日まであなたが証言台に立つことができなかった理由をお話し願えませんか？」


　堀内が再さい度ど森に尋たずねた。


「はい。先ほど言った通り私は輸入代行会社に勤めておりまして、日本と海外、まあほとんどはブラジルですが、その二国間を行ったり来たりしています。実は事件のあった十月二十一日も、朝にブラジルから帰ってきたばかりでした。とはいえ、午後にはまたブラジルに向かわなければなりませんでしたので、一休みしてまたすぐに家を出ました。被ひ告こくの方を見かけたのもその時のことでして。


　その時はまさか、彼女が殺人事件に繫つながりがあるとは思ってもいませんでした。事件のことを知ったのは、昨日ブラジルから帰国して新聞を読んでからです。その後、警けい察さつに連れん絡らくを取ったというわけでして」


「ありがとうございました。検察側の質しつ問もんは以上です」


　堀内は裁さい判ばん長ちように向き直った。


「裁判長。お聞きになった通り、事件のあった当日、被害者である丸尾広助氏の部屋から走り去ったのは、昨日の証人大久保裕子氏ではなく、被告人であったということがお分かり頂いただけたと思います」


　裁判長は軽く頷いた。


「なるほど。確たしかに、今の証言によれば──」


　俺は机つくえを思いきりどんと殴なぐりつけ、裁判長の言葉を中断させた。


「裁判長！　まずは反対尋じん問もんをさせて頂きたいと思います！」


　一いつ瞬しゆん裁判長は自分の発言を中断させられたことにむっとした様子で俺を見たが、それでも規き則そくは規則である。その不ふ機き嫌げんな表ひよう情じようのまま頷いた。


「分かりました、どうぞ」


「ありがとうございます、裁判長」


　証しよう人にんに向き直る。


　はっきりいって、この証人の証言を崩くずす余よ地ちはまったくない。だが、無む抵てい抗こうは俺の主しゆ義ぎではないのだ。せいぜい、取れるだけの揚あげ足は取ってやる。


「さて、森さん」


「はい、なんでしょう？」


　緊きん張ちようしている様子はまったくない。俺の視線を真正面から受け止めながら、まったく動どう揺ようを見せない。


「あなたは被告人が一つ上の階から降りてきたと言いましたね。本当に一つ上なのですか？」


　森は怪け訝げんそうな表情を見せた。


「……どういうことでしょうか」


「その見かけた女性というのは、あなたの住んでいる階より上に住んでいる、誰か他ほかの住人だったという可能性はないのですか？」


「え、ええ。それはないでしょう。先ほど私が言ったじゃ──」


「あなたは見かけない顔だったから覚えていた、と先ほど証言しましたよね？」


　俺は森の言葉を遮さえぎって言った。


　自分の言葉を取られたのが気に障さわったか、森は少々苛いら立だたしげに答える。


「確たしかにそう言いました」


「あなたや丸尾広助氏が住んでいるマンションは、ほとんどワンルームに近いマンションです。それに、住んでる人々は職しよく業ぎようはおろか生活時間帯までもバラバラです。そうですね？」


「え、ええ、そうですが」


　歯切れが悪くなってきた。


「ではなぜ、あなたは被告人らしき人物を見た時、見かけない顔だと思ったのですか？　あなたは近所の他ほかの住人を見ても、見かけない顔かどうか区別することなどできなかったはずです。なぜなら、あなたには近所づきあいなどロクになかったのですから」


「異い議ぎあり！」


　堀内がこれまでにないほど堂々と立ち上がった。


「弁べん護ご側がわの質問は本ほん件けんとは関係ありません！　この証人の証言で重要なことは、証人が被告人を見たという一点に尽つきるのです！」


「異議は認みとめざるを得ないでしょうな」


　クソくらえ。


「……これで尋問を終わります」


　ロクでもない反対尋問だった。


　森の証言で厄やつ介かいなのは、雪奈を午後三時頃ごろに見かけたという一点に尽きる。だから俺は反対尋問で〝本当に貴き様さまが見たのは雪奈だったか疑うたがいが残るぞ馬ば鹿か野や郎ろう〟と主張したかったのだが……。堀内の異議が余計だった。陪ばい審しん団だんが俺の意図した通りに受け取ってくれたとは思えない。


「裁判長」


　森が証言台から去ってから堀内が裁判長に言った。


「ただいまの証言により、犯はん行こう時じ刻こく直後に被害者の部屋から出て行くのを目もく撃げきされた女じよ性せいが、被告人であったことが証明されたと思います。それと共に、大久保裕子氏に対する容よう疑ぎも晴れたと考えるのですが──」


　堀内は俺の方を小馬鹿にするように盗ぬすみ見た。


「とはいえ、恐おそらく弁護側は、今の証言で大久保裕子氏が事件現げん場ばに行っていないという証明にはならないと主張するでしょう」


　……その通りだ、クソチビ検けん事じ。


「昨日、我われ々われは大久保裕子氏に任にん意いの事情聴ちよう取しゆを行いました。実はその際さい、彼女は事件当日のアリバイを証明し得うる重要な話を我々に聞かせてくれました。


　ここは大久保裕子氏を再ふたたび検察側証人として喚かん問もんさせてもらい、本人に直ちよく接せつそのアリバイを証言して頂きたいと思うのですが」


　今日は完全に検察ペースである。どこぞの社会不ふ適てき応おう者しやの言葉ではないが、良い事は二度続かない。しかし、悪い事は二度三度と続くものらしい……。


　堀内検事の提てい案あんに、裁さい判ばん長ちようはあっさり頷うなずいた。


「分かりました、そういうことでしたら認めましょう。弁護側に異議はありますか？」


「いいえ、ありません」


　言っても通ることはないだろう。


　昨日ムリヤリ俺おれが大久保の容疑をでっち上げたこともあるだろうが、その疑いが大部分晴れつつある今に至いたって、どうも裁判長は俺に良い感情を持っていないようだった。単なる俺の被ひ害がい妄もう想そうならいいのだが。


「では検察側証人として、大久保裕子氏を再さい尋じん問もんさせて頂いただきます」


　間もなく入ってきた大久保は、不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようはそのままだったが、昨日の閉へい廷てい間ま際ぎわのような激げつ昂こうした様子は微み塵じんもなかった。服ふく装そうも検察側の指し示じだろう、なぜか紺こん色いろの女子学生が就しゆう職しよく活動で使いそうな服──リクルートスーツというやつだ──を着ている。真ま面じ目めな人間に生まれ変わりましたとでもアピールする気だろう。単たん純じゆんな戦法だが、決して効こう果かがないわけでもない。特に、一いつ般ぱん人じんから選出された陪審団を相手にするのなら。


　大久保は証言台に座すわる直前に、俺達を一いつ瞬しゆんだけすさまじい形ぎよう相そうで睨にらみつけた。それに気付いた雪奈が、体をびくりとさせる。


　恐おそらくその表情が見えたのは俺と雪奈だけだろう。今みたいな表情をこの法廷にいる全員にじっくり見せつけることでも出来れば、あるいは面おも白しろいことになるだろうが……。


「では大久保さん。昨日、我々に語ったあなたのアリバイをお聞かせ下さい」


　堀内の質しつ問もんに、大久保は淡たん々たんと答えた。


「私はその日の午後三時頃ごろ、自分の部屋でテレビを見ていたのです」


〝私〟ときたもんだ。昨日は確か自分のことを〝あたし〟と言っていたはずである。法廷での振ふる舞まい方まで、堀内に指し導どうされたのだろう。


　しかし、テレビを見ていたことがアリバイだと？　あの〝腐くさっても鯛たい〟の堀内検事がそんな突つっ込こみどころ満まん載さいの証言をさせるとは思えないが……。


「そのテレビというのは、どんな番組でしたか？」


「映えい画がです。私は海外の映画が好きなのですが、毎週日曜日の昼間に、海外の映画が放送されているので、機会があれば見ることにしてるんです」


「あ、それ私も時々見てます」


　雪奈が俺に小声で言った。


　……だからといってどうにもなるものではないが。


「その映画の放映時間は何時から何時まででしたか？」


「午後二時から午後四時までです」


　犯行時刻の前後一時間というわけだ。なんとおあつらえ向きな放映時間だろう。


「つまり、事じ件けんがあった時間の前後となるわけですね。さて、皆みなさん」


　堀内は演えん説ぜつするかのように法廷内を見回した。図に乗ったチビ検事ほど手に負えないものはない。今日はいつもよりさらに芝居がかった動作に磨みがきがかかっている。


「これで彼女がその映画の内ない容ようを知っていれば、犯行時刻当時、彼女がその映画を見ていたというアリバイになるのです！」


「異い議ぎあり！」


　俺は机つくえをぶん殴なぐりながら立ち上がった。ぼちぼちこの机も、ミシミシと妙みような音が鳴り始めるようになっている。


「裁判長、映画の内容を知る手段など幾いくらでもあります！　映画を見ていたことがアリバイになるなどとは思えません！」


　裁判長は頷いた。


「堀内検事、私の意見も弁べん護ご側がわと同様なのですが」


　チビ検事は、さもあらんというように大きく何度も頷きながら答えた。


「私も最初はアリバイにはなり得えないと思いました。しかし、彼女の証しよう言げんと放映された映画について調べた結果、充分にアリバイになり得うると判はん断だんしたのです。それはこれから証明していきたいと思います。


　まず、その日に放映された映画についてですが──通つう常じようの映画なら、もちろんどこか他の場所で内容に関する情じよう報ほうを得ることは可か能のうでしょう。レンタルビデオはもちろん、口コミということもあり得ますな。


　しかし、そもそも昼間に放映されるような安物の海外映画です。その事件当日に放映された映画というのは、日本ではこれまでに一度たりとも公開されておらず、もちろんビデオにもなっておらず、製せい作さく元もとのアメリカでさえ、とある一つの映画館で公開されたに過すぎない安物映画なのです！」


　どうも間が抜ぬけてるような気がしてならないが、何が言いたいかは分かる。


「……分かりました。とりあえず尋問を続けて頂きましょう」


　裁判長の言葉に、堀内は頷いてから証人に向き直った。


「ではお尋たずねします。その映画のあらすじを教えて下さい」


「〝骨こつ肉にく騒そう動どう〟というタイトルでした。内容はある高こう齢れいの富ふ豪ごうに死期が迫せまり、その遺い産さんを巡めぐって親類達が骨肉の争いを繰くり広げるというものです」


　なんてタイトルだ。


「主人公はその富豪のお気に入りの孫で、遺産を狙ねらうとある親しん戚せきに〝祖そ父ふには近づくな〟と言われるのですが、主人公は〝祖父の身に何かあったのか〟と逆ぎやくに接せつ近きんしてしまいます。ところがそこで見たのは祖父の死を待ち望み、骨肉の遺産争いを演じている醜みにくい親類達の姿すがたでした。主人公はただ一人だけ心から祖父の体を気き遣づかいます。ところが、大きな屋や敷しきで暮くらしていく内に、やがて主人公も財ざい産さんの魅み力りよくに取り入られてしまいます。しかし、主人公も加わって骨肉の争いが激げき化かし始めたその時、祖父にあるのは財産ではなく、莫ばく大だいな借金であったということが判はん明めいするのです」


　莫大な遺産、実はそれが莫大な借金。なんてお約束なストーリーだ。


　大久保の説明が悪いのか、映画の内容自体が悪いのか、あまり面白そうな映画に聞こえないのはなぜだろう。


「大久保さん、あなたが人から映画の内容を聞いたわけではないことを証明して頂いただきたいと思います。あなたは当然、番組中に流れるＣＭも見ましたよね？」


「はい、見ました」


「どんなＣＭがありましたか？」


「さすがに全部は覚えていませんが、幾つかは覚えています。宝ほう石せきのＣＭと、頑がん丈じような物置に関するＣＭでした。あと、二種類ほど映画の合間にテレビショッピングが流れてました。一つは包丁の紹しよう介かいで、もう一つは確たしか魚を焼く器具の紹介だったと思います」


　イマイチ滑こつ稽けいなやり取りだが、言わんとしていることは分からんでもない。


　堀内が裁さい判ばん長ちように向き直った。


「裁判長。本件とは関連がありませんので、証しよう拠ことして提てい出しゆつすることはしませんが、我われ々われはただいまの証言を裏うら付づけるため、テレビ局に連れん絡らくを取り、当日放ほう映えいされた映画のビデオを頂いてきました。正せい確かくには、事件当日の午後二時から四時までに同テレビ局で放映された二時間分を録画したものです。二本ありますので、一本は弁護側にも差し上げます。御ご覧らん頂ければ、その放映された映画やＣＭが、ただいまの証言通りの内容であることが御理り解かい頂けると思います。


　付け加えておきますが、私や因幡いなば刑けい事じはすでにこのビデオを見ており、証言通りの内容であったことを確かく認にんしております」


　堀内が〝ありがたく思え〟と言わんばかりの表情で、わざわざ弁護側の机まで来てビデオテープを一本置いていく。もう一本は直接裁判長に渡わたしている。


「以上で検けん察さつ側がわの直接尋じん問もんを終わります」


　裁判長はビデオテープを手にとって何事か考えている様子だったが、やがて頷うなずいた。


「なるほど。私も最初は疑うたがいましたが、確かにアリバイとして成立する要よう素そは充分にあると思われますね。山やま鹿しか弁護人、ビデオテープのチェックが必要でしたら、ここで一度休きゆう憩けいを入れても構かまいませんが、どうしますか？」


「いいえ、裁判長。弁護側は堀内検事の言葉を尊そん重ちようしたいと思います」


　ロクなことではない。どうせ堀内がすでにチェックを入れているに違ちがいないのだ、見たところで何も発見できやしないだろうし、余計な時間を食わされたと裁判長と陪ばい審しん団だんの印象がまた悪くなるのは目に見えている。


　堀内が表情で俺に〝ざまあみやがれ〟と言っているのがよく分かる……。


「分かりました。では弁べん護ご人にん、反対尋問を」


「はい、裁判長」


　反対尋問。しなければ、アリバイ成立で終わってしまうだろう。


　確かに反対尋問をする余よ地ちはある。疑ぎ問もんに思うべき点はまだ多いのだし、その点を突つく意義は確かにあるだろう。俺は立ち上がって尋問を開始した。


「さて、大久保さん。あなたは海外へ行ったことはありますか？」


「いいえ、一度も。もちろん、アメリカで映画を見たこともありません」


　さすがにこれは駄だ目めか。


「ではもう一つお尋ねしておきましょう。あなたの家にビデオはありますか？」


「ありますが、再さい生せい専せん用ようの安物です。録画はできません。それも、先月から故こ障しようしてます。証しよう人にんが必要でしたら私の友人を何人か御紹介しますが」


　傍ぼう聴ちよう席せきから小さな笑い声が幾いくつか聞こえた。


　……人に恥はじをかかせるのはともかく、自分が恥をかかされるのは好きではない。


　俺は誰だれにも聞こえないように舌した打うちを一つしてから続けた。


「あなたはそのテレビで放映された映画の話を、友人や知人から聞いたということはありませんか？」


「いいえ、ありません」


　そりゃ、そう言うだろうな。


　俺はさらに詳くわしく聞こうと思ったが、突とつ然ぜん堀内が立ち上がった。


「山鹿弁護人に申し上げます。私が彼女から話を聞いたのは、昨日あなたが彼女を取り調べるよう要求した直後です。その間、彼女は外部とは一いつ切さい連れん絡らくを取っておりません」


　俺は手のひらを机つくえに叩たたきつけた。


「ということは、事じ件けん発生後から昨日までの間に、彼女がアリバイ作りのために誰かに映画の内ない容ようを聞いていたという可か能のう性せいは残ってるわけですね!?」


　だが、堀内も大久保もまったく動揺を見せなかった。


「いくら私が映画好きだからって、見み逃のがした映画の内容を細かく知り合いに聞いたりはしません。なんでしたら私の友人知人を全員喚かん問もんしてもらっても構いませんが」


　クソったれ。恐おそらくこれも堀内の用意したセリフに違いない。こうも〝疑うなら調べてみやがれ〟という態たい度どに出られては、反はん論ろんの余地がない。どうせ堀内のことだ、ある程てい度どの裏は取っているのだろう。


　堀内が大久保の後を継ついで言った。


「繰り返しますが、この証人がアリバイを証明する必要が生じたのは、昨日の弁護側の要求以後なのですよ。逆ぎやくに言うなら、弁護側が昨日のような要求を出すまでは、彼女にはアリバイを用意しておく必要もなかったのです！」


　俺は再度机を殴なぐった。


「それでもやはり彼女が丸尾広助氏を殺害していた場合、こういった事態を想定して自分のアリバイを確かく保ほしておくために、その映画の情じよう報ほうを得ていたという可能性は残るはずです！」


「異い議ぎあり！　弁護側は根こん拠きよのない憶おく測そくで証人を不当に陥おとしいれようとしております！」


「検けん察さつ側がわの異議は認みとめざるを得ないでしょうな」


　クソったれ。


　これでは苦し紛まぎれに勝手な憶測をでっち上げてる追い詰つめられた弁護士のようにしか見えないではないか。……実じつ際さい、そうなんだが。


「質しつ問もんは以上です」


　俺はそう尋問を打ち切り、席についた。


　駄目だ。まさかテレビを見たことをアリバイにするとは思わなかった。だが、堀内と相当綿めん密みつに打ち合わせでもしていたのだろう。これ以上何を訊きいてもこっちがさらし者となるだけだ。


　堀内め、こうなることを予想してツッコミどころが多いまま俺に反対尋問をさせやがったに違いない。とはいえ、もはや後の祭りである。


「裁さい判ばん長ちよう」


　堀内が言った。


「以上の証言で、大久保裕子氏にはアリバイがあったことも、殺人現げん場ばにいたのが久く根ね宗むね則のり氏の証言通り、被ひ告こく人にん本人であったことも証明されたと思いますがいかがでしょう？」


「……確たしかに、本日の証言を聞いている限かぎりでは、本官もそう考えざるを得ませんな」


　クソったれ。


「検察側としては、少なくとも大久保裕子氏を容よう疑ぎ者しやとしてでっち上げ、審しん理りを長引かせようとした弁護側にはなんらかのペナルティがあって然しかるべきだと思いますが」


　なんてねちっこい性格だ。こっちは可能性の一つを指摘しただけだというのに。


　案の定、さすがにその提てい案あんに対しては裁判長も首を縦たてに振ふることはなかった。


「少なくとも、昨日の時点では彼女にも疑うたがわれる余地が確かにあったと思います。ただいまの検察側の要求は却きやつ下かします」


　堀内も却下されるのを予期しての提言だったのだろう、落らく胆たんする様子はまったくなかった。


「ただし、本官もこの証人にかけられていた容疑は晴れたと考えます。以後、本件との明確な関かかわりが認められない限り、彼女を引き合いに出すことを禁きんじます。弁護側、よろしいですね？」


「分かりました」


　平然を装よそおって答えたが、出来ることなら足元に唾つばでも吐はき出したい気分だった。まったく今日はロクなことがない。


「以上で検察側の証人と証しよう拠この提てい示じは終しゆう了りよういたします」


　堀内チビ検事がもったいぶった口調で言った。


「検察側としましては、予よ備び審問の目的である被告人が容疑を犯おかしたと推すい察さつするに足る証拠は充じゆう分ぶんに提示したと考えます。これ以上の審理の必要性は認められないのですが」


　図に乗ったチビ検事ほど始末に負えないものはない。


「堀内検事のおっしゃることは分からないではないですが──」


　俺おれは手のひらを机に叩きつける。


「異議あり！　弁べん護ご側がわの弁論はまだ終了しておりません！」


「……まあ、弁護側としてはそう主張するでしょうな。これより、弁護側の証人喚問に移うつりたいと思います。弁護側は最初の証人を喚問して下さい」


「この状じよう態たいで呼よべるか！」


　と叫さけびたくなるのをなんとか押おし止とどめる。


「裁判長、本日検察側に新しく喚問された証人によって、弁護側には裁判の方ほう針しんを再さい考こうする必要が生じました。つきましては弁護側の証人喚問を明日からとして頂いただけないでしょうか」


「……昼食の時間として、午後二時まで休きゆう憩けいとしても構かまいませんが、それでも足りませんか？」


「はい、方針を変える以上は、是ぜ非ひ明日にして頂きたいと思います」


「異議あり！　検察側は弁護側の無用な時間稼かせぎだと判はん断だんします！」


「裁判長！　今日一日だけで結けつ構こうです、時間稼ぎの意図はありません！」


「ふむ……。堀内検事、弁護側はこう言っておりますが？」


　堀内は何か言い返そうとしたが、どうやら考えを変えたらしく、やがて薄うすら笑いを浮うかべながら頷うなずいてみせた。


「分かりました、そこまで主しゆ張ちようするのならよろしいでしょう。ただ、延えん期きの条じよう件けんとして、弁護側に一つ要求したいことがあります」


　堀内は俺に嘲あざけるような視し線せんを送りながら続けた。


「弁護側が決定的な証拠を提出できない限り、明日をこの予備審問の最終日とすること！　これに弁護側が同意するのなら、今日の審理の中断を認みとめましょう」


「ふむ……」


　厄やつ介かいな条件が提示されたものだ。しかし、裁判長は考こう慮りよするそぶりを見せた。


「これはまだ予備審問であり、また確たしかに検察側は、これまでに被告人の容疑をある程てい度ど裏うら付づける状じよう況きよう証拠や証人を提示している以上、その要求が不当なものであるとは言えないでしょうな。弁護側、どうですか？」


「同意できるかそんな提案！　チビ検事、てめえ勝手なことばっかほざくんじゃねえ、しばくぞコラ！」


　と叫びたいのを俺はなんとかこらえた。


「延期を認めて頂けるのでしたら、明日結審ということで構いません」


　堀内がニヤリと笑った。もはや〝嫌いやなやつ〟などという言葉で語ることすら言いはばかられる。


「よろしい。では、本日の審理はこれにて終了といたします」


　裁さい判ばん長ちようがそう宣せん言げんして木き槌づちを叩たたくと、傍ぼう聴ちよう席せきはたちまち騒さわぎ声に包まれた。時折、こちら側に不信の目を向けてくるのが分かる。


「雪奈」


「は、はい……？」


　さすがに雪奈にも、今がどういう状況かは分かるだろう。俺を見る目には不安と怯おびえが見受けられ、小こ柄がらな雪奈の体は一いつ層そう小さく見えた。


「今日はもう戻もどっててくれ。何かあったら電話で知らせる」


「う、うん……」





　　　　十月二十五日　午前十一時二十八分　地方裁さい判ばん所しよ弁護側控ひかえ室





「なによあの裁判！　やられっ放しじゃない！」


　控え室のドアが開かれたかと思うと、制せい服ふくに身を包んだ皐さ月つきが開口一番にそう言った。


　まだ俺と影野が控え室に入って一分と経たっていない。


「……またお前か、皐月。雪奈のセリフじゃないが、学校はどうした？」


「ふん！　資本主義キヤピタリズム的てき義ぎ務む教育なんて、共産主義コミユニズム的思想を全すべて把は握あくしたあたしには今いま更さら必要ないのよっ！」


　資し本ほん主義下の義務教育と共産主義の理想がどう関係があるのか。それを問うほどの余よ力りよくは今の俺には無かった。


「コイツの学校は今中間テストの採さい点てん期間中なんだよ」


　影野が言った。皐月はばらされたことを恨うらむように影野をジト目で見る。


「なんであんたそんなこと知ってんのよ」


「さあね」


　ニヤリと笑いながら肩かたをすくませる。


　そういえば、以前影野は皐月のことを調べたことがあった。そのせいだろう。


「しかし、中間テストが終わるなり裁判の傍聴か？　そんなことやってる暇ひまがあったら、補ほ習しゆうの準じゆん備びでもしておいた方がいいんじゃないのか？」


　俺は皮肉のつもりで言ってやったのだが、皐月は例によって無い胸を張り、


「ほーっほっほ！　あたしがその気になれば中学程度のテストなんて、いくらでも平へい均きん点てんよりちょびっと上が取れるのよ！」


　……それはそれで一種の才さい能のうかもしれない。


「それよりどうしたのよあの裁判！　あんたらしくもないわねえ、やられっ放しじゃない！　そんなことで本当に雪奈のこと無む罪ざいにできるの!?」


「そうだな。確かに今日は散々だった」


　影野も相あい槌づちを打つ。


「…………」


　俺は今日の法廷内の出来事を思い出し、苛いら立だちを紛まぎらわせるために、控え室内にある安物の長テーブルに拳こぶしを叩きつけた。


　法廷内に置かれているような重じゆう厚こうな机つくえではない。簡かん単たんにミシリと悲鳴を上げた。


「ああ、ロクでもねえよ！　ったく、あのチビ検けん事じをなんとかしてくれ！　ここぞとばかりにやれ弁べん護ご側がわにペナルティを与あたえろだとかやれ明日で審理を終わらせろだとか好きなことをほざきやがる！」


「おいおい、その机は俺達の血けつ税ぜいだぞ、無む駄だにするなよ」


「ふん、机ぐらい幾いくらでも弁べん償しようしてやるさ。それでいいだろ」


「ちょっとちょっと！　それだからキャピタリズムに首までつかったヤツはイヤなのよ！　いいこと、その机は限かぎりあるこの地球の資し源げんから出来たものなのよ！　もうちょっと大事に扱あつかってよね！」


「少なくともこの国は大量消費で成り立ってる資本主義国家なんでね。そういうことは他ほかの国へいってほざいてくれ」


　本来なら勇んで反はん論ろんする皐月だったが、今はさすがに俺の虫の居い所どころが良くないことを悟さとったのだろう、頰ほおを膨ふくらませながらも黙だまり込こむ。


　影野はやれやれと肩をすくめた。


「ま、今日の展てん開かいじゃお前の気持ちも分からんでもないがな。それよりどうする、これから逆ぎやく転てんできるのか？」


　影野の言葉に、俺は現げん実じつの問題を思い起こさせられる。


　そう、今の状じよう態たいから逆転できるのか、何よりそれが問題だ。雪奈の無罪を証しよう明めいし得うる決定的な証しよう拠こでも提てい出しゆつできない限り、明日で予よ備び審しん問もんしは終ゆう了りようとなる。もちろん、このまま手をこまねいた状態で結審を迎むかえれば、間ま違ちがいなく敗北必ひつ至しだろう。


　たとえ負けたとしてもまだ雪奈の罪つみが確かく定ていするわけではないが、その時は殺人事じ件けんとして正式に起き訴そされ、公判の始まりだ。徹てつ底てい的てきに争うとなれば、裁判が終わるまでには半年近く、あるいはそれ以上の時間がかかってしまう。そんな無駄な時間を雪奈に取らせるわけにはいかないし、俺達弁護側の手の内は検察側に見せてしまっている。ひっくり返すのはまた難むずかしくなるだろう……。


　普ふ通つうの弁護士なら、予備審問で依い頼らい人にんの無罪を勝ち取ろうなどとは考えない。予審ではあくまで検察側の手の内を拝はい見けんすることに終始し、公判が開始されるまでにじっくりと反証の準備を整えておく。そして、公判になって初めて裁判長を説得するのに全力を尽つくすのだ。その方が予審で陪ばい審しん員いんを相手にするよりも簡単だと考える意見はまだまだ多い。なにしろ長い間、この国の弁護士は、陪審員ではなく裁さい判ばん長ちようを相手にしてきたのだから。


　俺が予審での決着にこだわる理由は、感かん情じようとドラマ性せいに流されやすい陪審員を相手にできるということ、そして時間がかからないからという二点に尽きるのだ。そしてその試みは、これまでのところ全すべて上う手まくいってきたのだが……。


　俺は影野に向き直った。


「影野、お前の方は何か出たか？」


　とはいえ、昨日報ほう告こくを聞いてからまだほとんど時間も経たっていない。大したことなどあろうはずもないと思ったが、俺の問いに影野は真ま面じ目めな表情を作って口を開いた。


「はっきり言って、あまりいいもんじゃないな」


　……また嫌いやな予感がするのはなぜだろう。


「どういう意味だ？　大した結果が出なかったということか？」


　影野は首を振ふった。


「違ちがう。お前の依頼人にとって、あまりいい結果が出なかったということだ」


「…………」


　俺は詳くわしく話を聞くために、腕うでを組んで椅い子すにどかっと座すわり直した。


　良い事は二度続かない。しかし、悪い事は二度どころか三度四度と続くものらしい。


「拝はい聴ちようしようか」


「俺は被ひ害がい者しやと被ひ疑ぎ者しやの父親の関係を調べたんだ」


　影野はいつも通り、淡たん々たんと話し始めた。


「丸尾広助と雪奈の父親？」


「そうだ。雪奈ちゃんの父親の会社については何か知ってるか？」


「ちょっと！　なんで雪奈だけ〝ちゃん〟付けで、あたしはいつも呼よび捨すてなのよ！」


「お前は黙ってろ、皐月」


「うー」


　俺が言うと、皐月は不満げな顔をしながらも黙り込んだ。俺は影野に向き直り、


「それで何だって？　雪奈の父親なら、アメリカにある支し社しやだかなんだかに勤つとめてるってことは聞いたが」


「〝高たか尾おコーポレーション〟って精密機械を売ってる会社の、アメリカ支社の責せき任にん者しやだとよ。つまり支社長ってことになるか。で、丸尾広助の父親は〝あかつき銀行〟ってところで部長をやってるらしい」


「……繫つながりは？」


　俺の問いに、影野は少し間を空けてから答えた。


「日本から調べてるわけだから、それなりに限げん界かいもある。だが、分かった範はん囲いで言えば──」


「…………」


　あまり聞きたいと思う類たぐいの話ではない。思えば、昨さく晩ばん聞かされた新もしりいよ目し撃ひ者このこともそうだった。


「そもそも高尾コーポレーションってのは、そのあかつき銀行に多くの資し金きんを借りてる。アメリカ支社ってのもそうだ。そのあかつき銀行の貸かし出し窓まど口ぐちにいるのが、丸尾広助の父親、丸尾弘ひろ司しだ。融ゆう資し担たん当とう部長という肩かた書がきでな」


「げっ……」


「あらら」


　俺はもちろん皐月にまでなんとなく話が見えてきたらしい。もちろん、良い話ではない。


「それに最近、アメリカ支社の経けい営えいが不ふ振しんらしくてな」


「……貸し渋しぶりでも始めたのか？」


「違う」


　影野は首を振った。


「それどころか、そのアメリカ支社ってとこの経営が不振にも拘かかわらず、あかつき銀行はかなりの額がくを貸し出している」


　それは解げせない。俺はてっきり、丸尾弘司が雪奈の父親の会社に金を貸すのを渋り、関係が悪化しているとでも言うつもりなのかと思っていた。


「もう一つ厳げん然ぜんたる事実がある」


　影野が表情をまったく変えずに続ける。


「アメリカ支社の経営が悪化するのと同時期に、丸尾家の羽振りが良くなっている」


「…………」


「すると推すい測そくとしてこういうものが成り立つってわけね！」


　皐月が勢いきおい込こんで主しゆ張ちようし始めた。


「雪奈のお父さんは、そのあかつき銀行から業ぎよう績せきに不ふ釣つり合あいな不正な融資を受けていたんだわ！　丸尾弘司はその不正融資の見返りに……なんだっけ、高尾コーポレーションのアメリカ支社？　そこから賄わい賂ろを受け取っていたのよ！」


　こいつは本当に中学二年生か？　いつもはただの世間知らずのガキなのだが、時々妙みように大人ぶったセリフを口にすることがある……。


「しかも当然ながら、支社長である水み澄すみ陶とう冶やもこの件には深く関かかわっている……とかな」


　駄だ目め押おしのように影野が皐月の言葉を引き継ついだ。


「金のためならなんでもやる──まったく、典型的な資本主しゆ義ぎの腐ふ敗はい構こう造ぞうね！　あーあ、人類がもっと早くマルクス様の思想を実じつ現げんしてさえいれば、こんなことにはならないのに」


　皐月の最後の発言は無む視しすることにした。


　だが、ここに新たな動機が誕たん生じようしたのは確たしからしい。


　もしこんな話を聞かされれば、誰だれもがこう考えるだろう。水澄雪奈は、父親の会社の経営状じよう況きよう、そして父親が裏うらで何をやっているかを知っていた。そこで丸尾弘司の息むす子こである丸尾広助に接せつ近きんし、彼を籠ろう絡らくすることで密ひそかに事じ態たいを改かい善ぜんさせようとしたが、交こう渉しようは上う手まく行かず、逆ぎやくにそのことで丸尾を逆さか恨うらみするようになり、ついには殺害に及ぶ──。


　思わず堀内が演えん技ぎがかった口調でそう演説している様子が頭に浮うかんでしまう。俺おれはその幻げん想そうを振ふり払はらうため、頭を二度ほど振らなければならなかった。


「なにしろ海外絡がらみだ、警けい察さつもまだ摑つかんじゃいない情じよう報ほうだとは思うが……」


　影野が付け加える。


「賄賂の件はともかく、父親同士の関係を探さぐられたらかなりヤバイことになるんじゃないか？　なんせ金を貸す側と借りる側の関係だ。それだけでもどう解かい釈しやくされるか分かったもんじゃない」


「そうよね、そんな風に聞かされれば誰だって金絡がらみの犯はん行こうだって思うわよ。金きん銭せんトラブルなんて、典型的な恨みの原げん因いんだもんね」


　と、皐月は大げさにため息を吐つきながら肩をすくめ、


「まったく、エンゲルス様の思想さえ正しく理解していれば、こんな醜しゆう悪あくな人間社会を構成する世界にならなかったのに、ホント人類は愚おろかな選せん択たくをしたもんだわ」


　この余計な一言さえなければ、俺もこのガキに一いち目もく置くことができたかもしれない。


　俺は気を取り直して影野に言った。


「確かに一度雪奈の親父おやじからも直接話を聞いておいた方が良さそうだ。だが、父親同士の関係なんて、その気になって調べられりゃすぐに分かっちまうだろうしな……」


「おい山鹿。じゃあもし検けん察さつ側がわ証しよう人にんとして雪奈ちゃんの親父が呼よばれるようなことになったらどうするつもりだ？」


　影野の懸け念ねんは当然だろう。しかし、


「それは問題ない。被ひ告こく人にんの近親者は、その被告人に対する不利な証言は一いつ切さい拒否できる。そう法ほう律りつで定められている」


「ほう」


　これは世界中のほとんどの国に共通する法律だ。被告人の配はい偶ぐう者しや、両親、兄弟などは被告人に対して不利な証言を強きよう制せいされることはない。そう定められているのだ。無む論ろん、国によって多少の例外はあるだろうが。


　しかし、


「もっとも、この殺人事じ件けんには直ちよく接せつ関係のない仕事のことについて尋じん問もんされたらどうなるか分からんがな」


「それなら〝本件とは関係ないから異い議ぎを申し立てます〟とか言えばいいんじゃないの？」


　皐月が口を挟む。


「無駄だな。〝検察側はこの質しつ問もんによって被告人の動機を明らかにします〟とでも言われれば、裁さい判ばん長ちようも聞かざるを得んだろう」


　その時はまた「近親者に不利な証言をさせようとしています」と異議を申し立てればあるいは阻そ止しすることができるかもしれないが、堀内に「ではたった一つだけ」とでも言いくるめられ、「あなたは被害者の父親と〝金を貸かす側と借りる側〟という関係にありましたね？」とでも口に出されてしまえば、たちまち法ほう廷てい内全すべての人間がある種の方向へ誘ゆう導どうされてしまうだろう。そうなれば、異議が通ったところで陪ばい審しん団だんにはしっかりと動機が刷り込まれてしまう。


　影野が怪け訝げんそうな顔をした。


「どこかのテレビドラマで見たような記き憶おくがあるんだが、確か証言ってやつは自分の不利になるようなことは言わなくていいんじゃなかったか？」


　影野の言葉に、俺は軽く頷うなずいた。


「確かに証人にはそういう権けん利りがある。〝自じ己こ負ふ罪ざい拒きよ否ひ特権〟というんだがな……」


「だろ？　なにしろ不正融ゆう資しに関わる話だ。その〝なんたら特権〟とやらを盾たてに、証言を全て拒否させるようあらかじめ話を通しておけばいいじゃないか」


　俺はため息を吐つきながら首を振った。


「だが、検察はそれとは逆に証言に対する〝免めん責せき特権〟を与あたえることで、証言を強制することもできるんだ」


　影野は舌した打うちをしてからやや不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようになった。


「……ややこしい専せん門もん用語を連発しやがって。なんだ、その免責特権とかいうのは？」


「つまり、証言によって判明した犯罪は全て不ふ起き訴そ──見み逃のがしてやるから、質問には必ず答えろよってことさ。堀内のチビはここのところ俺に負けっぱなしだからな、必要とあればどんな手だって使いかねん」


　これも裁判制せい度どの改かい革かくに伴ともなって採さい用ようされた、アメリカなどではすっかりおなじみになっている制度の一つだ。刑けい事じ免責を認みとめる代わりに証言を強制させる。


　今のこの国の裁判は、改革前のそれと比くらべると何倍も早く済すむようになった。その最大の要因は、予よ備び審しん問もん以上にこの刑事免責制度を採用したからだといわれているほどである。


「しかしこんな御ご時じ世せいだ、不正融資なんて犯罪を見逃すような手を検察が講こうじてくるとは思えんが。大体、それじゃ世論が納なつ得とくしないだろう」


　俺は邪じや険けんに手を振って答えた。


「どうかな。詳しい内部事情が分からんからなんとも言えんが、訴うつたえられなくなるのは雪奈の親父だけで、賄わい賂ろを受け取った側は別だろ。それに雪奈の親父も、不正融資が明るみに出れば、いわゆる社会的制裁は受けるハメになるだろうさ。免責特権の話を持ち出される可か能のう性せいは充分ある」


「それじゃホントにやばいじゃない！　どうする気よ？　雪奈を無罪にできなかったら、あたし怒おこるからね！」


　どうも変だ。いつもなら傍ぼう若じやく無ぶ人じんを絵に描かいたようなこのガキが、妙みように雪奈のことを心配している。


「皐月。お前何で今回に限かぎって他人の心配してるんだ？」


「う、うるさいわね！　昨日雪奈と約束したのよ！　絶ぜつ対たいにあたしが無罪にしてあげるって！」


　昨日、雪奈と一いつ緒しよに帰ってから何かあったのだろうか？　あの皐月が妙に頰ほおを赤くまでして主しゆ張ちようしている。してみると、どうやらこいつも雪奈の魅み力りよくにはまったといったところだろうか。


「で!?　どーすんのよ！　なんか手立てはあるんでしょっ!?」


　俺はため息を吐きながら両手を上げた。


「どうしようもねーな。堀内のチビが、この話に気付かないことを祈いのるだけだ」


「頼たよりない言葉ねー」


　まったくである。


「そうだ、あの大久保裕子って女はどうなの？」


　皐月が思い出したように言った。


「あの怪あやしい女のアリバイを崩くずしてまた犯はん人にん扱あつかいしちゃえば楽になれるんじゃない？」


　俺は再さい度ど邪険に手を振ふった。


「今日の裁判を見たんだろ。アリバイは認にん定ていされちまったし、よほどの証しよう拠こがない限り引き合いに出すこともできなくなっちまった。それこそ名前を言っただけで〝異い議ぎあり〟の声が上がり、陪審団の心しん証しようも悪くなるのがオチさ」


　影野はひゅうと口笛を吹ふきながら肩かたをすくめた。


「やれやれ、また厄やつ介かいなことで。八方塞ふさがりってのはこういう状じよう況きようのことかね？」


　その意見には俺もまったく異い論ろんがなかった。


　昨日までは検けん察さつの出す証人をことごとく言い崩くずし、傍ぼう聴ちよう人にん、陪審団はもちろん裁判長でさえ間ま違ちがいなく弁べん護ご側がわに好意を持ってくれていただろう。しかし、たった半日であっさりと形けい勢せいは逆ぎやく転てん。新しい目もく撃げき者しやが出てきて雪奈への疑いは強まるわ、こちらが容よう疑ぎ者しやとしてでっちあげようとした女はアリバイが証明されるわ、堀内は図に乗って好きなことを言いやがるわ、まったくロクなことがない。その上たった今、新たな動機と受け取られかねない情じよう報ほうがもたらされたばかりだ。


　今の状況を思い、俺はため息を一つ吐いた。


「だが、依い頼らい人にんを見み捨すてたりはしないんだろ？」


「！……ああ、もちろんだ」


　影野の何気ない言葉に、俺は思わず息を飲まざるを得なかった。


　そうだ。雪奈の身の潔けつ白ぱくを証明できるかどうか、今や俺の双そう肩けんにかかっているのだ。


　無実の人に罪つみをかぶせるわけにはいかない──などと青あお臭くさいことを主張する気はこれっぽっちもない。ただ、堀内のクソったれが何と言おうが、雪奈が人を殺すことなど絶対にありえないのだ。雪奈が、事もあろうに殺さつ人じん罪ざい？　牢ろう屋や行き？　冗じよう談だんじゃない。


　小さい頃から知っている雪奈の笑え顔がお。そして雪奈の作る料理の味。料理は何を作らせても美う味まかった。基き本ほん的てきなところで、肉じゃがや親おや子こ丼どん、具のたくさん入ったみそ汁しるも美味かった。


　あれが食えなくなる？　冗談じゃない。


　堀内にいいようにされる？　それも俺の矜きよう持じが許ゆるさない。


　……よし。


「おりゃっ！」


　ばき、という低い音が響ひびいた。俺の拳こぶしが安物の机つくえを叩たたき割わったのだ。
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「……いきなり何すんのよ、うっさいわねえ」


　皐月が顔をしかめて言ったが、これは無む視しする。


「吹っ切れたか？」


　突とつ然ぜんの俺の行こう為いに驚おどろいた様子もなく、影野が言った。


　俺は真っ二つになった机を見ながら頷うなずいた。


「お前の言う通りだ。とにかくこれ以上の証拠が見つからなかったとしても、心理戦に訴える方法もある、やれることをやるしかない。俺はもう一度証言を見直して穴あなを探さがす。影野、お前も捜そう査さを続けてくれ」


　影野はニヤリと笑ってスラックスのポケットに手を突つっ込こんだまま席を立った。


「分かった、出来る限かぎりはやってやるさ。面おも白しろい証拠でも見つけたらメシぐらいおごれよ」


「ああ、美味いやつを食わせてやるさ」


　そう言って影野を送りだすと、俺は腕うでを組んで思考を始めた。


　そう、明日の裁さい判ばんまでにはまだ時間があるのだ。


「ねえ、何考えてるの？」


「うるさい、お前は黙だまってろ」


「うー」


　だが今回に限って皐月は妙にしつこく、


「ねーねー、教えてよー。あたし、結けつ構こう犯人当てるの得意なのよ？」


　そう言って駄だ々だっ子このごとく俺の左腕を引っ張ぱる。犯人当てと言っても、どうせ探たん偵ていモノのアニメか何かに違いない。


　俺はうるさいこのガキをさっさと引き剝はがして再ふたたび思考に没ぼつ頭とうしようとした。……が、そこでふとこのガキは中学生とは思えない妙な思考法をすることを思い出す。


　ワラをも摑つかむ心しん境きようというのはこういうことなのだろう。


「いいだろう、お前にも聞かせてやる」


「え、なになに!?」


　俺は自問自答するつもりでしゃべりだした。


　今日新しく出てきた森義彦の証しよう言げん。ヤツは雪奈を午後三時頃に見たと証言した。証言自体におかしなところはなく、俺も大した矛む盾じゆんや疑問点は指し摘てきできなかった。このままでは有ゆう効こうな証言として採さい用ようされるであろうことは間違いない。


　そうなると、雪奈が丸尾広助の死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こくにマンションへ行っていたということになり、疑うたがいはかなり決定的なものとなってしまうだろう。なお悪いことに、雪奈があのマンションに行ったというのは事実であり、かつ雪奈自身、その時誰かに見られたという可か能のう性せいを否ひ定ていし切れていないのだ。


　仮かりに森の証言通り、目撃された人物が雪奈だったとしてみる。だが、そうだとしてもある一つの疑問が生じる。丸尾広助の隣りん人じん、電信柱こと久根宗則が見たという雪奈らしき人物が一体誰だったのかという疑問だ。


　久根は誰かが部屋から出て行くのを見たと証言した。だが昨さく晩ばん、雪奈は丸尾広助の部屋の前までは行ったものの、中には入っていないと言った。


　久根が、雪奈らしき人物が丸尾の部屋から出てくるのを見たのは午後三時頃。しかし、雪奈は部屋には入っていない。


　森義彦が雪奈を見かけたと主しゆ張ちようしたのもまた三時頃。こちらは顔もしっかり見ているのだから、それが本当にマンションから去る雪奈だったという可能性は確たしかにある──。


「ねえねえ、雪奈と久根の話って矛盾してない？」


「してるな」


　単たん純じゆんな話だ。久根宗則、そして雪奈の話は食い違っている。


「だが、少なくとも俺は雪奈の言葉は問答無用で信じるつもりだ」


「そうよね。あたしもそう思うわ」


　雪奈がウソを吐ついていないとするなら、久根の証言の方に間ま違ちがい、あるいは意図的な噓うそがあるということになる。


　久根は、隣の部屋から争うような音が聞こえたので外に出たところ、丸尾の部屋から立ち去る誰だれかが見えたと言う。


　ではこの証言、つまり〝争うような音を聞いたこと〟と、〝丸尾の部屋から誰かが立ち去るのを見た〟という部分が噓であったと仮定すればどうだろう。久根が見たのは、〝部屋から出てくる雪奈〟ではなく、〝ただ走り去っていくだけの雪奈〟だった。そう考えれば確かに辻つじ褄つまは合う。


　しかし、それだけだ。死亡推定時刻は三時頃とほぼ断だん定ていされている。となれば、〝丸尾の部屋から出て行くのを見た〟という証言が噓だったとしても、三時頃に雪奈が丸尾の部屋付近にいたことになれば疑いは晴れない。大体、久根がそんな噓を吐つく必要もないだろう。


「じゃあこういうのはどう？」


　何か考え付いたらしい、皐月が人差し指を立てながら自信ありげに言った。


「丸尾広助を殺したのは、実は久根宗則だったのよ！　雪奈が丸尾の部屋の前まで行ったのは確かなのよ。でも、部屋には入らなかった。久根はその様子を偶ぐう然ぜん見かけ、雪奈が立ち去った後に部屋に入って丸尾を殺害、何食わぬ顔で警けい察さつに通つう報ほう、雪奈が走り去るのを見たと証言する──。これよ、これだわっ！」


　両手を胸むねの辺りで握にぎり締しめて力説する。


「…………」


　確かに、辻褄は合っている。それなら森が雪奈を見たことにもなんの矛盾もない。しかし──。


「一つだけ問題があるな」


「……何よ？」


「久根が関かん与よしたという証しよう拠こも動機も見当たらないということだ」


「……うー」


　皐月は腕を組んで考え込んでしまった。


　だが、皐月の説に一理あるのは確かだった。俺おれにしても、今は事じ態たいを打開し得うる決め手がないのだし、皐月の説に飛びついてとりあえず久根宗則を犯はん人にんに仕立て上げ、目下の逆ぎやつ境きようを回かい避ひする──。


　と、俺は考えを振ふり払はらうように首を振った。


　駄だ目めだ。一昨日あたりならともかく、結けつ審しんも近くなった明日になって突とつ然ぜん「てめえが犯人ってこともあり得るじゃねえか、この噓つき野や郎ろう！」と指摘したところで、「異い議ぎあり、弁べん護ご人にんは証人をうんぬんかんぬん」あるいは「根こん拠きよの無い以下省しよう略りやく」で終わってしまう可能性が強い。


　証拠と動機、それさえあれば別だが……。影野に連れん絡らくを取って突つっついてもらったところで、半日でどこまで摑つかめるかは大いに疑ぎ問もんである。ただでさえ時間がないというのに、無む駄だ足あしを踏ふませることになるという可能性だってあるのだ。


「じゃあこういうのはどう!?」


　皐月がまた何か考えついたらしく、妙みように嬉うれしそうに言った。


「あの森って男が噓を吐いていたのよ！」


「……どんな？」


「やっぱりマンションで見かけたってゆーのは雪奈のことじゃなかったのよ！」


「その根拠は？」


「え？　根拠？　う、うーんと……」


　俺はため息を一つ吐つき、


「残念だがそれはないだろうな。雪奈も自分の姿すがたを見られたことは否ひ定ていし切れてないし、その証言に怪あやしいところもなかった。大体、裁さい判ばん長ちようも陪ばい審しん員いんも完全にあの証言を信じきってる。決定的な根拠が無い限かぎり、それを主しゆ張ちようするのは無理だろうな」


「で、でもっ！　雪奈が言ったことは信じるんでしょ!?　あの森の証言にウソがないとしたら、ますます雪奈が疑われることになっちゃうじゃない！」


　それは確たしかだった。


　皐月の言うことには一理ある。このまま、久根と森の証言を認めさせてしまうわけにはいかない。


　森が噓を吐くとしたら──〝見かけた人物が実は雪奈ではなかった〟という説は確かに挙げられる。しかし、わざわざ森が偽ぎ証しようしてまで雪奈がそこにいたと証言する必要もないだろうから、やはり森が雪奈を見かけたというのは間違いないような気がする。


　……待てよ。


　森の証言は〝午後三時頃ごろ、雪奈を見た〟だ。


　俺は唐とう突とつにある別の可か能のう性せいに気付いた。


　森義彦。そう、今日の法廷がややこしくなったのは、ヤツが突然出てきて雪奈を三時頃マンションで見かけたと証言した──この一点に尽つきる。この証言で、俺と雪奈は一転して窮きゆう地ちに立たされることになったのだ。逆に言えば、この証言さえなければ、あるいは大久保裕子を始めとする他ほかの人間にも犯行の可能性があったとでも主張できたかもしれないのだ。この森の証言さえ崩くずせれば──。


「森の職しよく業ぎようは確か……」


　輸ゆ入にゆう代行業。仕事で日本と外国を行ったり来たり──。


　……そうだ。


　間ま違ちがいない。森は噓うそを吐ついているのだ。


「どうしたの？　何か思いついたの？」


　皐月が急に黙だまりこくった俺を怪け訝げんそうに見ていた。


「……百科辞典──いや、こういう場合、インターネットの方がいいな」


　俺は立ち上がって出口に向かった。


「ちょ、ちょっと、どこ行くのよ？」


「事じ務む所しよに戻もどる」


「あ、あたしも行く！」


　今回ばかりは「付いてくるな」と皐月と押おし問答してる暇ひまがなかった。トコトコと小走りに付いてくる皐月を無む視しし、控ひかえ室を出て駐ちゆう車しや場じように停とめてある自分の車に向かう。遠えん慮りよなく助手席に滑すべり込こんできた皐月をさらに無視し、エンジンを入れる──。


　一つ分からないことがあった。森の噓──それは意図的に吐いた噓ではなく、ただの勘かん違ちがいだったという可能性もあるのではないだろうか？


　もし俺が考えている通りだとすれば、すぐに森だってその勘違いに気付くはずだ。その上で行われる森の証しよう言げんは、間違いなく雪奈の無む罪ざいを確かく定ていし得うるものになるはずだ。ではなぜ、間違いだとすぐに気付きそうなことを森は証言したのだろうか？


　バレれば、偽証罪で訴うつたえられかねない。そこまでして森が俺達を窮地に陥おとしいれる理由──。


　そんなものがあるのだろうか？
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「やっぱりだ……」


　俺はマウスを操そう作さしながらつぶやいた。


「なるほど、そういうことね！」


　皐月が横からモニターを覗のぞき込みながら言った。


　そうだ、やはり森は意図的に噓を吐いた──すなわち偽ぎ証しようしたのだ。理由は不明だが、間違いない。


「やったわね、これで光こう明みようが見えたじゃない？」


「ああ。明日の戦せん術じゆつも決まった」


　明日は計画通り心理戦に持ち込むのだ。雪奈が殺人を犯おかすような人間ではないという印象を法廷じゅうの人間に植え付けた上で、雪奈本人を証言台に立たせるのだ。雪奈には、森義彦の証言と時間的な食い違いがあることを証言させ、その上で森に今俺が調べ出した事実をつきつける。間違いなく有ゆう効こうな手しゆ段だんにはなるはずだ。


　しかし、問題もまだある。


　心理戦に持ちこめば、まず陪ばい審しん団だん以下、法廷内の堀内検けん事じを除のぞいたあらゆる人間が、こちらに良い印象を持ってくれるだろう。それは間違いない。


　その上で俺が森を問い詰つめれば、あるいはかなり有利な状じよう況きように持ちこめるかもしれない。だが、森が偽証をしたとの疑うたがいを抱いだかせることはできるだろうが、偽証をしたという決定的な証しよう拠こが無い以上、森に真っ向から否ひ定ていされてしまえばそれまでだ。それに、もし堀内に「異い議ぎあり、根こん拠きよの無い以下略りやく」と申し立てられればそれで終わってしまう恐おそれもある。


「ねーねー」


　皐月が俺の左袖そでを引っ張ぱる。


「引っ張るな、シワになるじゃねーか」


「何言ってんのよ、もう充じゆう分ぶんシワだらけじゃない！」


　否定できなかった。


「で、なんだよ？」


「そもそもさぁ、森の証言に噓があるなら、やっぱりあの女が怪あやしいんじゃないの？」


「…………」


　そういえばそうだ。


　森が見たのは確たしかに雪奈だったかもしれない。しかしそれとは別に、久根宗則が見たという〝雪奈らしき人物〟というのは、やはり雪奈に変へん装そうした大久保だったという可か能のう性せいが再さい燃ねんするのではないのだろうか？　だが、一いち応おう大久保にはテレビを見ていたというアリバイがある……。


　俺はいつも持ち歩いている手て提さげカバンから、堀内検事に渡わたされたビデオテープを取り出した。


「何それ？」


「堀内がよこしたビデオだ」


「ああ、例のアリバイのやつね」


「そうだ。大久保が午後三時頃ごろそのテレビを見ていたというアリバイを崩くずせれば決め手になるかもしれない。とりあえずその映えい画がでも見てみるさ」


　と、そう思った時だった。俺はある歴然たる事実に気付いた。


「ん？　どうかした？　急に呆ほうけたみたいになっちゃって」


「……ビデオデッキがない」


　皐月は「あーあ」と大げさにため息を吐きながら空を仰あおぎやがった。


　確か自じ宅たくにはあったはずだが、あのほとんどゴミ置き場と化している部屋に戻りたいとは思わない。だからといって、まさか今から買ってくるのも馬ば鹿からしい。


　仕方がない。


　俺は背せ広びろの内ポケットから携けい帯たいを取り出した。昨日から電話を使っていないことを思い出し、リダイヤルボタンを押おす。


『はい、水澄ですが』


「ああおじさん、山鹿ですけど。突とつ然ぜんですいませんが、おたくビデオ見れます？」
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「それでわざわざビデオを見るために家まで来たんですか？」


　雪奈が中ちゆう華か鍋なべをお玉で搔かき混まぜながら言った。俺も皐月も昼飯をまだ食ってないことを告げると、雪奈はすぐに何か作りますと料理に取りかかってくれたのだ。


「まあいいじゃないか。雪奈もまだ見てないんだろ？　その事じ件けんのあった日の映画って」


「ええ、そうですけど……」


　俺は台所に隣りん接せつしている居間の座ざ布ぶ団とんにあぐらをかきながら、料理をしている雪奈を眺ながめていた。エプロンを付けてる女の後ろ姿すがたに男が惹ひかれるのはなぜだろう、などというしょーもない疑ぎ問もんを考えながら。


　雪奈はビデオを見ようという俺の提てい案あんに、あまり乗り気ではないようだった。まあ、明日有ゆう罪ざいへの一歩の判はん決けつが下るかもしれないというのに、のんびり映画を見る気分にはなれないのだろう。


「さあ、できましたよ」


　雪奈がチャーハンの入った器うつわを二つテーブルに置く。


「お、さんきゅ。美う味まそうだな、やっぱり」


　見かけは何の変へん哲てつもない普ふ通つうのチャーハンだが、ウインナーが具として入っているところが俺好みである。味もしつこ過すぎず、かといってあっさりし過ぎず、米もサラサラし過ぎず、かといってべたつき過ぎてもいない。とにかく、美味いのだ。


　影野あたりがこの感想を聞けば、


「そりゃ身びいきのし過ぎだな」


　とでも言うに違ちがいないが。


「わーい」


　皐月もスプーンを手に歓かん声せいを上げる。いつもは俺のような常じよう人じんには考え付かないような妙みような思考をするやつだが、なぜか雪奈の前に出ると普通のガキと変わらなくなるらしい。


「じゃあ、再さい生せいしてみますね」


「ああ、やってくれ」


　雪奈が居間の隅すみにあるテレビとビデオのスイッチを入れ、テープを入れる。


　テレビは二十インチ前後といったところだ。灰はい色いろを基き調ちようとした、一いつ般ぱん家庭によくありそうな何の変哲もないテレビである。


「そういえば親父おやじさんは？」


　ふと思い出し、聞いてみる。


「自室で仕事をしてるみたいですよ」


　……気をきかせてくれたという可能性はあるのだろうか。あるいはこの部屋で若わかい男女が二人っきりになる可能性すらあったのだ──。


　いやいやいやいや、俺は雪奈の弁護士だ。弁護士と、その依い頼らい人にんの会話を邪じや魔ましたくなかったのだ、きっと。大体今は、皐月という名のお邪じや魔ま虫むしがいるのだから。


　まもなく映画が始まった。堀内の言った通り、テレビで放映されたものをそのまま録画したものであるらしく、まず映画のタイトルがどんと出るなりすぐにＣＭに入ってしまった。





「あの大久保って人の言ってた通りですね」


　一時間ほどは見ただろうか？　あまり乗り気でなかった雪奈も、映画好きの血が騒さわいだのだろうか、それなりに真しん剣けんにテレビに見入っているようだった。


　確かに、映画の展てん開かいは大久保が証言した通りのものだった。とある富ふ豪ごうの財ざい産さんを巡めぐり、親類一同が骨こつ肉にくの争いを演えんじる。主人公が親しん戚せきの一人に〝祖そ父ふには近づくな〟と言われ、すかさず〝祖父の身に何かあったのか〟と訊きき返す場面も大久保の言った通りだった。包丁のテレビショッピングはもちろん、女じよ性せい向けの宝ほう石せきのＣＭや、〝象が乗っても大だい丈じよう夫ぶ〟と銘めい打うつ物置のＣＭも確たしかにあった。


　やがて映画もクライマックスが近づいているようだった。


　主人公の祖父が持っていた莫ばく大だいな財産が、実はほとんどが借金に代わっていることを知った親類達が、次々と祖父の元から去っていく。主人公も一度は去っていくのだが、幼おさない頃ころの祖父との日々がよみがえり、やがて破は産さんして無一文となった祖父の元に戻もどり、「一いつ緒しよに暮くらそう」と提案する。かくしてお金よりも大事なものがあることに気付いた主人公。めでたしめでたし。


　……所しよ詮せん、昼間流される洋モノの安物映画であることがよく分かった。成金主しゆ義ぎ──もとい、資し本ほん主義の権ごん化げたるアメリカで製せい作さくされたのが噓のように思える展開である。


「そうそう、人間はお金が全てじゃないのよっ！」


　などと感動しながら言ったのが誰だれであるかは指し摘てきしたくない。


　やがて二度目のテレビショッピングが始まり、大久保の言った通り、今度は魚を焼く器具の紹しよう介かいが始まってしまった。


「雪奈、どうだった？」


「う～ん、可かもなく不可もなくっていうか……。その毎週日曜の昼間に放映される映画っていうのも、時々面おも白しろいのがあるんですけど、これはちょっとイマイチでしたね……」


　そのワリには結けつ構こう真剣に見入っていた気もするが……。


「あらすじをすでに聞かされてたってこともあると思うんですけど、展開が単調っていうか、先が読めちゃうっていうか。でも、タダで見られるならいいと思うんですけど」


　……とりあえず雪奈をデートに誘さそう時は面白そうな映えい画がにしよう。真剣に語る雪奈を見て、俺おれはそんな考えしか浮かばなかった。


「善ぜん行こうさんはどうでした？」


「俺もそんな感じだな」


　すまん、雪奈。今俺は偽ぎ証しようした。


　やがてテレビショッピングも終わったらしく、来週放映予定らしい映画についての紹介が始まった。さすがに来週の映画を見ても意味はない。だが、雪奈にとってはそうでもないらしく、最後まできっちり見てからビデオとテレビのスイッチを切った。どうやら来週は探たん偵ていモノらしい。俺にとっては、どうせ見るならそっちの方がタメになりそうだった気がする。


　雪奈がテープを取り出し、俺に渡わたした。


「しかし駄だ目めだなこりゃ。やっぱり堀内が言うだけのことはある。内容はもちろん、コマーシャルまで大久保の言った通りだ。何か穴あなの一つでもあるかと思ったんだがな……」


「……そうみたいですね……」


　俺にしてみれば何気ない言葉のつもりだったが、しまったと思った時には手て遅おくれだった。


　明日のことを思い出したらしく、雪奈がたちまち浮かない顔をしたのである。


「で、でも雪奈、大丈夫よ！」


　雪奈の態たい度どの変化に気付いたらしい皐月がつとめて明るく言った。


「今日出てきたあの森義彦って丸っこい男いたじゃない？　実はそれについて一つ気付いたことがあるのよ。大丈夫、明日の裁さい判ばんなんてらくしょーよ、このあたしがついてるんだから、大船に乗ったつもりでいなさいって！」


　皐月が気を使ったことが分かったのだろう、雪奈は「ありがとう」とにっこり笑った。二は十た歳ち直前の、大人っぽさと子こ供どもっぽさが同どう居きよした、あどけないとも言える笑え顔がお。だが、今はまだどこか憂うれいがこもっている。俺はテープが巻まき戻っているかを確かく認にんするフリをして、何気なく目を逸そらした。


　……しかし、事もあろうに皐月に俺の役やく割わりを奪うばわれるとは。


「安心しろ、雪奈」


　皐月に負けてはいられない。俺も力強く雪奈に言った。


「今日は確かにあのチビ検けん事じに一いつ杯ぱい食わされたが、明日はそうはいかない。今日の分も含ふくめて、きっちりお礼参りしてやらないと、俺の気がすまないからな」


　俺が大げさに肩かたをすくめてみせると、どうにか雪奈は苦く笑しようしてくれた。多少は気が楽になってくれたのだろうか？


　心理戦に持ち込こもうとしていることは黙だまっておいた方がいいだろう。雪奈のことだ、友人知人にそんな手間をかけさせたくないとでも言い出しそうだ。


「それからな、雪奈」


　俺は真ま面じ目めな表ひよう情じようを作って雪奈を正面から見つめながら言った。


　突とつ然ぜんの俺の変へん貌ぼうに雪奈も驚おどろいた様子だったが、俺は構かまわず続けた。


「明日、お前には証言台に立ってもらうつもりだ。お前もそのつもりでいてくれ」


　雪奈は一いつ瞬しゆん不安そうに視し線せんを泳がせたが、それでも、


「はい……」


　と神しん妙みように頷うなずいた。


「大丈夫だ、質しつ問もんするのは俺だけだ。お前は俺の質問に正直に答えてくれればそれでいい。分かったな」


「うん、分かったわ。でも、反対尋じん問もんがあるんでしょ……？」


　俺は手を軽く振ふった。


「なーに、あのチビ検事には反対尋問なんてさせない。今日の礼もしなけりゃならん。法ほう廷ていテクニックってやつを見せてやるさ」


　雪奈は不思議そうな顔で俺を見たが、とりあえず納なつ得とくしたらしく、うんと頷いた。


「あと、一つだけ注意しておくことがある」


　俺はニヤリと笑って見せた。


「あの弁べん護ご側がわの机つくえ、そろそろヤバい。多分明日辺り、中央からへし折れることになりそうだから、あまり足を近づけるなよ」


「あんたが言うと冗じよう談だんに聞こえないのよね。ホントに資し源げんを大事にしないんだから！」


　雪奈は呆あつ気けに取られた顔をしたが、最後には顔を見合わせて笑った。


「さて、俺はもう行くよ。昼飯、ありがとな」


「おいしかったわよ、雪奈！　ごちそうさま！」


　俺が立ち上がると、後を追うように皐月も立ち上がった。


「私にはそれぐらいしかできませんから。またいつでも来て下さいね」


「ああ。じゃあな」


　と立ち去ろうとしたが、ふともう一つの用事を思い出し、再ふたたび雪奈に向き直る。


「雪奈、親父さんにちょっと会いたいんだが、部屋はどこだ？」








　俺は皐月を残し、雪奈に教えられた木もく製せいのドアを軽くノックした。


「おじさん、少しいいですか？」


「山鹿君かい？　ああ、入ってくれ」


　おっさんの声が聞こえたので、ドアを押おし開ける。


　おっさんの仕事場でもあるというその六畳ほどの部屋は、本の詰つまった本ほん棚だな、パソコンの載った大きな机、それに椅い子すがあるだけの極きわめて殺風景な部屋だった。まあ部屋の主はほとんどアメリカにいるのだから、あまり使うこともないのだろう。パソコンもよく見れば五年近く前の型だ。


「映えい画がは見終わったのかい？」


「ええ、どうもお邪じや魔ましました」


「我わが家には君を拒こばむ扉とびらはないよ」


　笑いながら言った。


「で、何か私に用かい？」


「ええ、一つだけ訊ききたいことがありましてね。あなたと、今回の事じ件けんの被ひ害がい者しやである丸尾広助の父親に関することです」


「被害者の父親……？」


　俺はてっきりはっと息を飲むとでも思っていたが、おっさんは不思議そうに俺を見るだけだった。


「心当たりありませんか？　あかつき銀行の……」


　すると今度は思った通りはっと息を飲んだ。


「ま、まさか……。融ゆう資し担たん当とう部長の？」


「ええ、そうです」


　その俺の言葉で全すべてを悟さとったらしく、おっさんはがっくりと肩かたを落とした。


「丸尾という姓せいから、まさかとは思ったんだが……。あの二人は親子だったのか？」


　俺は頷いた。


　どうやらおっさんも知らなかったらしい。まあ、考えて見れば意外なことではないかもしれない。取引先の責せき任にん者しやとはいえ、息むす子この名前まで知っておく必要は普ふ通つうないだろう。


「おじさん、俺は雪奈の弁護士です。秘ひ密みつは厳げん守しゆしますから、知っていることを教えて頂いただけませんか？」


　おっさんは力なく頷いた。


「私は君に閉とざす口も持っていないよ。どこまで知っているのかね？」


「これは俺が雇やとってる探たん偵ていの、推すい測そく混じりの話です。


　あなたと丸尾弘司は、金を借りる側と貸かす側の関係だった。最近、アメリカ支し社しやの経けい営えいに行き詰まっていたあなたに、丸尾弘司は不正な融資の話を持ちかけてきた。自分への賄わい賂ろを条じよう件けんにね。そしてあなたはそれを受けた。そんなところです」


「…………」


　沈ちん黙もくが流れた。肯こう定ていしているようにしか見えない。


　やがておっさんは小さく頷うなずいた。


「……その探偵は、相当優ゆう秀しゆうのようだね」


　社会一いつ般ぱんの人間としては落ち目なのだが。


「話を持ちかけたのは、丸尾弘司の方からですか？」


「ああ。言い訳わけするつもりはないが、確たしかに話を持ちかけてきたのは彼の方からだった。折りからの不景気だ、支社長として私は、それを断ことわれる立場になかった……」


「賄賂の金はどこから？　会社の金を？」


　おっさんは首を振ふった。


「さすがにそこまではできない。私の給料から払はらったさ」


「雪奈に仕送りをしていた上に、賄賂まで払ってたんですか？」


「アメリカは、食料品は結けつ構こう安いからね。その気になれば幾いくらでも節約はできるんだよ」


　事もなげに言った。だが、口で言うほど楽なものではないということは容よう易いに想そう像ぞうがつく。


　親が親なら子も子というわけだ。丸尾家然しかり、水澄家然り……。


「あなたは脅きよう迫はくされた側です。そのことはなんとかなりますよ」


　弁護士としてのアドバイスのつもりだったが、おっさんは力無く笑っただけだった。


「ははは……。弁護士の君にそう言ってもらえるとありがたいがね……。


　だが、罪つみを犯おかしたのは確かなんだ。こんな時に言う言葉ではないが、雪奈に合わせる顔がないよ……」


「俺の知ってる雪奈は、それぐらいのことで自分の父親を責せめるようなことはしませんよ」


「…………」


　おっさんはうつむいたまま何も言わなかった。


「それより問題があります。このことを検けん察さつに知られると厄やつ介かいなことになるんですが……」


　その言葉に、おっさんははっとしたようだった。俺は続けた。


「雪奈は自分の父親の苦く境きようを知り、関係を是ぜ正せいすべく話をつけるために丸尾広助に接せつ近きんし、話がまとまらなかったので激げつ昂こう、殺害した……。検察側は、そう主しゆ張ちようするでしょう」


「そ、そんな……！　あれは全て私の責任だ、私だって二人が親子だったと知ったのはついさっきなんだ、雪奈が知っているわけがない……！」


　俺は首を横に振るしかなかった。


「残念ながら、検察も陪ばん審しん団だんもそうは受け取らないでしょう」


「そんな……。た、頼たのむ山鹿君、私はどうなったっていい、だが雪奈は……！」


　俺はそのセリフが聞きたかったがために、この部屋を訪おとずれたのかもしれない。予想通りのおっさんの言葉に、ふとそんなことを思った。


　俺はおっさんを安心させるため、力強く頷いた。


「俺も雪奈のために全力を尽つくします。とりあえず真相は聞けました。今はそれで充分ですよ」


「ああ、すまない……。こんなことでまた君に迷めい惑わくをかけることになるとは……」


「気にしないでください。まだ手がないわけじゃありません」


　動機とされかねないものが一つ増ふえたことは確かだ。検察に嗅かぎ付けられれば厄介なことになるのも間違いない。


　だが、打つべき手はまだある。それも確かなのだ。


「おじさん、予よ備び審しん問もんは明日で結審することになると思います。多分、雪奈は今日が一番不安な時のはずです。側そばにいてやってくださいよ」


「ああ、それは分かってる。だが……」


　おっさんは、俺の目を直ちよく視しした。


「私も娘むすめのことは、多少なりとも分かっているつもりだ」


　次の言葉を続けるのに、少し間があった。


「できれば今日は、君に娘の側にいてやって欲ほしいのだが……」


「…………」


　少しの沈黙の後、


「分かってる、君にとって今は一秒でも貴き重ちような時間だろう、今のは聞かなかったことにしてくれていい」


「……時間が取れたら、また夜にでも来ます」


　俺おれはなんとか平静を装よそおったが、そう答えるのが精せい一いつ杯ぱいだった。





　　　　十月二十五日　午後四時四十二分　山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよ





　事務所に戻もどるとすぐに、影野の携けい帯たいに電話をかける。


『どうした、腐くされ弁べん護ご士し？』


「色々と気付いたことがあってな。そっちの状じよう況きようはどうだ、ヘボ探たん偵てい」


『からっきしだ』


　ヘボ探偵はぶっきらぼうに言った。


　ちなみに、俺の顔の横では、皐月が耳をそばだてて必死に会話を聞き取ろうとしている。


「まあ仕方ないな。それより調べて欲しいことがある」


『分かった、聞かせろ』


　俺は森義彦の証しよう言げんに対して抱いだいた疑ぎ問もんを影野に伝えた。


　森の〝午後三時頃に雪奈を見た〟という証言。俺が何よりも欲しているのは、その証言に対する偽ぎ証しようの証明手しゆ段だん。


『やっぱりお前も気付いたか』


「やっぱり？」


　説明を聞いた影野の最初の言葉はそれだった。


「お前も気付いてたのか？　森の偽証に？」


『ああ。実は今、その裏うら付づけが取れないかと思って、空港に向かっているところだ』


「時々あの人ってなに考えてんだか分からなくなるわね」


　皐月がぼそりと言った。


　今回だけはその意見に俺も同感だった。俺が必死こいて考えついた推すい理りにとっくに到とう達たつしていた上、すでにその裏付けを探さがしている最中とは。


『……今、皐月の声がしなかったか？』


「気にするな。それよりそういうことなら話は早い。そっちは任まかせるぜ、影野」


『ああ、任せておけ。それからな、山鹿』


　用事は済すんだので切ろうと思ったが、影野がそう言ったので、俺は再ふたたび受話器を耳につけた。


「なんだ、どうした？」


『あらためて考えてみたんだがな。やはり犯はん人にんはあの女としか考えられん』


「大久保裕子か？　そりゃ、俺も確たしかに怪あやしいとは思うんだが……」


『こいつは探偵としての俺の意見だ。お前もそう考えるなら、躊ちゆう躇ちよする必要は何もないだろう。もう一度証言台に引っ張ぱり出して小こ突づき回せ』


「だがな……。あの女が見たという映えい画がを俺も見た。あの女の言った通りの展てん開かいだったよ。残念ながら、アリバイが──」


『何を言ってやがる。まさかお前、本当にテレビを見たぐらいでアリバイが成立すると思ってるんじゃないだろうな』


　俺は舌した打うちをしてから答えた。


「そりゃ俺だって最初は成り立つはずがないと思ったさ。だが、現げん実じつに──」


　俺の言葉を影野は再さい度ど遮さえぎった。


『分かった、俺の言い方が悪かった。確かに、そういうアリバイを主しゆ張ちようする輩やからもいるかもしれん。だが、主張したアリバイは突き崩くずせばいい、それだけの話だろう』


「そりゃそうだが……」


『いいか、ビデオを見たのならよく思い出せ。絶ぜつ対たいにあるはずだ、アリバイを崩す要よう素そが』


　水澄家で見たビデオ……。そんな場面があっただろうか？


　俺は少しの間、頭を回転させてみたが、見当もつかなかった。


「大久保が語った通りの展開、大久保が語った通りの場面、思い出せって言われてもそれだけだぜ？　大体、あの女はＣＭまで覚えてたんだ、実じつ際さいに見てたとしか思えんだろう。考えれば考えるほど、大久保のアリバイが証明されてるようにしか思えねえよ」


　影野は電話を通してため息を一つ吐ついた。


　コイツのあからさまなため息を聞かされると、腹はらが立ってくるのはなぜだろう。


『いい加か減げんに気付けよ、あの女はこう証言してただろう。あの時じ刻こくに放映される映画はほぼ毎週見てるって。大体、スポンサーが同じなら、ＣＭも毎週ほとんど同じものが流れるはずだろ？』


「……あ」


「そういえばそうよっ！」


　皐月が叫さけんだ。耳元なのでうるさくて仕方がない。


「ＣＭなんて毎回違ちがうものが流れてるような気がしたけど、よく考えたらスポンサーさえ同じだったら、滅めつ多たに変わることなんてないじゃない！」


「そういや、確かに……」


　なるほど、ＣＭに関する謎なぞはこれで解とけた。が──。


「……あ」


　そこまで考えて、俺はようやく影野の言わんとしたことに気付いた。


「分かった分かった、分かったぞ！　大久保のアリバイが！」


『あー、うるさい。分かったのならそれでいい、もう少し静かにしろ』


「これが静かにしていられるかってんだ！　よし、影野。お前は何としても森義彦の証言を崩す証しよう拠こを見つけて来い、いいな！」


『分かった。じゃあな』


　影野はそう言って電話を切った。


「よし、これで──」


　と、そこで俺は唐とう突とつにもう一つの現実に気付いた。


「……やっぱり難むずかしいかもしれんな」


「あんたも忙いそがしいわねー」


　皐月がどこか呆あきれたように言った。


「元気になったかと思えば急にトーンダウンしちゃって。今度は何よ？」


「……犯人が分かったとしても、追い詰つめる手しゆ段だんがねーんだよ」


「ちょっとちょっと、昨日まで法ほう廷ていで散々証人を追い詰めてたあんたはどこへいったのよっ？　法廷って噓うそを吐ついちゃいけないんでしょ、昨日みたいに言葉の揚あげ足取って追い詰めちゃえばいいじゃない！」


「だが、確かくたる証拠を提てい示じできない限かぎり、〝覚えていない〟とシラを切られればそれまでだ。大体皐月、お前も今日の法廷での出来事は知ってるだろう。そもそも大久保を証言台に引っ張ってくるためには、大久保と事じ件けんの関かかわりを示しめす確かつ固こたる証拠を提出しなけりゃならん。確かに〝大久保裕子のアリバイに関して問い質ただすべき質しつ問もんが発生しました〟とでも言えば筋すじは通ってるだろう。裁さい判ばん長ちようは許きよ可かしてくれるかもしれん。だが、問題は……」


「ああ、あのチビ検けん事じ？」


　皐月が言った。


「そうだ。順番からいって、まず森の証言を崩し、雪奈以外の人物が丸尾広助の部屋に行った可か能のう性せいを示しめさなきゃならん。大久保を問い詰めるのはその次だ。だが、仮かりに森の証言が崩れたとなれば、あのチビ検事は間違いなくこっちを警けい戒かいするようになるだろうよ。そうなったら最後、大久保裕子を証人として喚かん問もんしただけで異い議ぎを申し立てるに決まってる。


　大体、森の証言を崩すのだって似にたようなもんだ。影野が新しい証拠でも見つけられればいいが、それができなきゃこっちの推すい測そくで事を進めることになる。異議を唱えられたらどうなることやら……」


「あら、それなら簡かん単たんなことじゃない！　〝異議あり〟って言わせなきゃいいだけの話でしょ？」


　皐月の言葉は、単たん純じゆんだが確たしかに事じ態たいの本質を突ついてはいた。


　だが、それだけだった。


「それが出来たら苦労しねーよ。あのチビ検事のやり方を少しは見ただろう。とにかく、隙すきあらば〝異議あり〟と言う機会を狙ねらってるんだぜ？」


「同じことよ！　いいこと、中国の偉い大だいなる孫そん武ぶ様は、かの有名な〝孫そん子しの兵へい法ほう〟にこう記しておられるわ。百戦百勝は善ぜんの善なるものにあらず──つまり、最上の策さくは、敵てきの意図を見み抜ぬいてこれを封ふうじることにあるのよっ！　あのチビ検事が〝異議あり〟って言うのは分かってるんでしょ？　なら、〝異議あり〟って言う必要をなくさせるなり、〝異議あり〟と言う気力をなくさせるとかすればいいじゃない！」


　ふう。


　俺は大きく息を吐ついた。


　どこかの本の引用までして長々と演えん説ぜつをし、さらにそれがどれだけ事態の本質を突いていたとしても、それが直ちに解かい決けつに結びつくかはまた別の問題だ。この皐月というガキは、確かに無む駄だに妙みような本を腐くさるほどは読んでいるかもしれないが、いかんせん人生経けい験けんがない。机き上じようの論ろん理りだけでは何の役にも立たないということを悟さとるには、まだまだ時間が必要なのだろう。


「いいか、皐月。そんな方法が簡単に見つかれば──」


　……待てよ。


〝異議あり〟と言う気力をなくさせる？


「…………」


「ちょっと？　どうしたのよ？」


　腕うでを組んで考え込んだ俺を皐月がいぶかしむ。


　俺の頭はなぜか皐月の言葉を合図に猛もう烈れつな回転を始め、ある一つの手段を提示していた。昔、アメリカかどこかで似にたような事例があったのだ。


　悪あく辣らつだ。


　たった一人の証人を証言台につけるためだけの手段だとすれば、あまりにも悪辣なこと極きわまりない手段。


　だが、この方法を使えば、間ま違ちがいなく流れは俺の方に来る。


「…………」


「ねえねえ、なにか考えついたの？」


　俺は無言で携けい帯たい電話を取り出し、リダイヤルボタンを押おした。


「おい、ヘボ探けい偵たい」


『……なんだ、サギ弁べん護ご士し』


「お前、確か警察に知り合いがいると言ってたな？」


『一人、中年の刑けい事じと付き合いがある』


「よし。そいつに例の雪奈と丸尾広助の父親の関係、あれに関する情じよう報ほうを全すべて流せ。あのチビ検事の耳に入るように仕向けるんだ」


「ええっ!?」


『…………』


　さすがに俺のこの提案には、影野も皐月も意図を読み切れなかったらしい。


「いいの？」


『いいのか？』


　二人同時に問い返してくる。


「こうなりゃヤケだ──と言うつもりはない。こいつは一種の賭かけだ。もちろん、俺達に分ぶのある賭けだがな」


　俺がそう言うと、影野はもう疑ぎ問もんを挟はさむことはなかった。


『いいだろう、お前がそう言うのならそうしておこう』


　賭けには違いない。だが、間違いなく俺の方が有利なはずだ。


　俺は堀内検けん事じの性せい格かくを知っている。重じゆう犯はん罪ざいを扱あつかう検事としての経けい験けんは豊ほう富ふで、審しん理りの進め方をよく知っているし、なにより弱みを見せればいやらしいまでにとことん突いてくる。


　ただし、自分の思い通りに事が運ばないとすぐに顔を真っ赤にして、冷静な判はん断だん力りよくを失うというえらそうな輩やからにはよく見かける欠点があるのだ。


　今日の借りもある。堀内検事には、せいぜい道どう化けを演じてもらうことにしよう。


　ただ、一つだけ問題があった。雪奈のおっさんだ。雪奈の無罪、そして丸尾家と縁えんが切れることを材料に納なつ得とくしてもらうしかないだろうが……。


『他に何か言いたいことはあるか？　電池が心配だ、携帯であまり長話はしたくないんだが』


「分かった、もう充分だ。あとは引き続き森の証しよう言げん崩くずしの証しよう拠こを頼たのむ」


『了りよう解かい。じゃあな』


　影野はそう言って電話を切った。


「ねえ。勝てそうなの？」


　皐月が心配そうに言った。


「恐おそらくな。これであとは影野が森の偽ぎ証しようの裏うら付づけを取ってくることさえできれば──うまくいけば明日にも雪奈の無罪が決まるだろうさ」


「ホント!?　やったじゃないっ！」


「だが、まだ一つだけ問題がある」


　すると皐月は喜びの表ひよう情じようから一変、げんなりしたように、


「まだなんかあるの……？」


「影野が森の証言を崩す何かを持ってくると仮か定ていしてだ、まだ一つだけ問題がある。大久保裕子が丸尾広助を殺したという決定的な証拠がないってことだ」


　森の証言は崩れる。大久保のアリバイも崩れる。すると久根宗則の証言から、雪奈に変へん装そうした大久保が午後三時頃ごろに丸尾の部屋から出てきたという、俺が昨日法ほう廷ていで提てい示じした仮説が成り立つ。しかし、これらは所しよ詮せん状じよう況きようからの推すい論ろんに過すぎない。どうしても何か大久保を殺人に結びつける証拠が必要だ。


　白ブタ検死官の証言にもあったが、犯はん人にんは被ひ害がい者しやを真正面から刺さし殺したのだ。多量の返り血を浴びたことは確たしかだろう。しかし久根は、逃にげて行った人物には血が付いている様子はなかったと証言した。大体、返り血を浴びた人間が往おう来らいを歩こうものなら、すぐに人目を引く。つまり大久保は、レインコートなりビニールなりで自分を覆おおって犯行に及およんだのだろう。


「じゃ、その血のついたコートがどこかにあるんじゃない？」


「あるはずがないな。そんなもの、大久保は真っ先に処しよ分ぶんしているだろう」


「……うー」


　形に残っているもので、大久保の殺害、あるいは殺意、あるいは殺人の計画の証拠となるもの──。


「……あ」


　そうだ。


　そこまで考えて、俺はまた気付いてしまった。


　殺害の証拠となるものを今いま更さら探さがし出すことはほぼ不ふ可か能のうだ。あまりにも日数が経たち過ぎている。


　しかし、大久保が意図的に丸尾広助を殺そうとした証拠──それならばなんとかなるはずだ。


　腕うで時ど計けいを見る。と、まだ五時にはなってなかった。今から走り回れば、明日の法廷で大久保を問い詰つめるために必要な証人をかき集める時間がまだあるはずだ。


　良い事は二度続かない。悪い事は二度どころか三度、四度と続く。しかし、いつかはまた良い事が起きるものなのだ。


　俺おれはそんなことを考えながら、本ほん棚だなを漁あさり始めた。


「何探してんの？」


　皐月が小首をかしげる。


「電話帳だ」





　　　　十月二十五日　午後九時二十分　水澄家





「来てくれたんだな」


　玄げん関かんのドアを片かた手てで支ささえながらおっさんが言った。時間が時間だけに、もう寝ねる準じゆん備びでもしていたのだろう、灰はい色いろのガウンを着ている。


　明日のための全すべての準備は整った。皐月を家に追い払はらい、俺が足を向けたのは──ここだった。


「……その顔を見ると、何か良いことでもあったみたいだな」


「ええ、それなりにね。明日の裁さい判ばんは任まかせて下さいよ」


「上がってくれ。雪奈は居い間まにいるはずだから」


　そう言っておっさんは俺を家に招まねき入れた。おっさんの先せん導どうで、今日二度目となる居間に案内される。


「雪奈、山鹿君が来たよ」


　雪奈は湯のみを手にニュースを見ていたが、突とつ然ぜんの訪ほう問もんに少々驚おどろいたように俺を見る。


「善行さん？　こんな時間に……」


「ああ、ちょっとな」


「座すわってて下さいね。今、お茶を入れてきます」


　そう言うと、立ち上がって台所に向かった。


「雪奈、父さん部屋にいるから。山鹿君が帰ったら早く寝るんだぞ」


　おっさんが台所にいる雪奈に向かって言った。


「うん、分かった」


　その返事を聞いておっさんが出て行こうとしたので、俺は小声で話しかけた。


「おじさん、後で大事な話が……」


　その足が止まり、振り向いてこちらを見る。おっさんは黙だまったまま頷うなずき、居間から出て行った。


「善行さん、どうぞ」


　座ざ布ぶ団とんに座った俺の前に出されたのは、湯のみとなぜかおはぎの載のった小皿。


「ずっと家にいて暇ひまだったんで作ってみました」


　と、雪奈はどこか気き恥はずかしそうに言った。


「そうか。遠えん慮りよなく食わせてもらおう」


　緑茶と言えば和わ菓が子しである。一いつ般ぱん的てきにもそうだろうが、俺の頭にもそう刷り込こまれている。


　しかし、家で和菓子を作る女の子。現げん代だいでは奇き異いのレベルに属ぞくすることだろう。


　こんな女に誰だれがした……と他人が聞けば誤ご解かいしかねないような質しつ問もんをするなら、いつも緑茶を飲めと薦すすめている俺に責せき任にんがあると言える。


　もちろん、雪奈の作ったおはぎの味を今更述のべるような無ぶ粋すいなことはしない。黙もく々もくと口に運ぶ、ただそれだけだ。雪奈はそれでもどこか嬉うれしそうに俺が食べる様子を黙って見ている。


　昔から変わらない光景だった。





　雪奈とのそんな関係が始まったのは、俺が確たしか高校の二年だった時のことだ。雪奈は中学生になっていたはずだ。


　雪奈の母親が事じ故こで亡なくなったことを聞いた俺は、家が近所だったこともあり、すぐさま雪奈の下もとに駆かけつけた。


　雪奈の父親は葬そう式しきの準備に忙いそがしく、泣きじゃくる雪奈の側にいたのはいつも俺だった。
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　俺はいつまでも泣いている雪奈を励はげますための方法を色々と考えたが、適てき当とうと思われるものは見つからなかった。父親と二人きりになってしまった雪奈の心しん情じようを、まだまだ世間知らずの高校生ながらなんとか思いやろうとした俺は、結局、苦し紛まぎれにこう言ったのだ。


「俺を兄だと思え。これでまた家族は三人になるぞ」


　言った側から俺はなんとしょーもない言葉を口にしたのだろうと勝手に思いこんで後こう悔かいし始めていたのだが、俺のそんな心しん境きようをよそに雪奈は泣き止やんだのだった。


　式が終わり、雪奈もようやく落ち着いてから、俺に言った。


「ありがとう、お兄ちゃん……」


　兄と呼よばれることに悪い気はしなかった。しかしそういう雪奈に、俺は気恥ずかしさをごまかすためにもぶっきらぼうにこう言ったのを覚えている。


「き、気にするなよ。大した事はしていない」


　それに対し、雪奈は「でも……」とすまなさそうに言いよどんだ。


　俺の口は、雪奈が思い悩なやむのを見て、また苦し紛れに勝手に開いた。


「そ、それなら……そうだな、時々でいいから、お礼にうまいものでも食わせてくれないか。最近、食生活が荒あれててさあ」


　その後、雪奈は律りち儀ぎに約束を守り続けた。


　雪奈は大学生に、俺はとある事情により弁べん護ご士しになった。会う頻ひん度どが減へり始めたのはその頃ころだろう。


　まあ、雪奈にも、いつまでも俺に依い存ぞんする生活を送らせるわけにはいかない。俺と会う機会が減ったとしても、困こまることといったらせいぜい俺の食生活が乱みだれるぐらいのものだし、考えようによっては雪奈も俺から離はなれられるいい機会だと思うようにした。


　雪奈は一般的に見ても美人だし、気立てもいい。男の一人ぐらい出来れば、などと兄としての立場から考えたが……。


　今回の一件。いざ雪奈に男が出来ていたことを知ると、その男に嫉しつ妬とを抱いだく自分がいることを知った。まあ、結局はそういうことらしい。





　俺が昔のことに考えふけっていたせいだろう、随ずい分ぶんと会話が途と切ぎれていた。


　なんとなく気まずい雰ふん囲い気きを感じ、俺は唐とう突とつに立ち上がった。


「じゃ、じゃあ俺は帰るから」


「え──」


　雪奈が呆あつ気けに取られたような顔をした。まあ当然だろう。夜中に訪おとずれて何をするかと思えば、おはぎ食ってそのまますぐ帰るだけというのだ。


　俺は立ったまま雪奈に言った。


「雪奈、今日の午後だけで充分過すぎるほどの新しい証しよう人にんを見つけたんだ。もう明日のことは心配しなくていいからな。


　今日はさっさと寝て、明日に備そなえるんだ。後のことは、明日無む罪ざいの身になってから考えよう。いいな？」


　雪奈は俺の言葉を嚙かみ締しめるようにたっぷり三秒ほど沈ちん黙もくしていたが、やがて、


「うん」


　と力強く頷うなずいた。


「じゃあ、俺は親父おやじさんに挨あい拶さつしてから帰るわ。おはぎ、ごちそーさん」


「おやすみなさい、善行さん」


　こんなもので雪奈の支ささえになれたのだろうか？　そう考えずにはいられなかったが、今いま更さら戻もどるわけにもいかない。俺は居い間まを出ておっさんの部屋へ向かった。








　ここへ来るのも今日二度目だ。おっさんの書しよ斎さい。いや、私し室しつか仕事部屋と言うべきか？　まあどうでもいいことだが。


　俺は昼間同様、木もく製せいのドアを軽くノックした。


「おじさん、いいですか？」


「ああ、入ってくれ」


　俺はドアを押おし開けた。


　ガウンを着たおっさんが、俺が来るまで読んでいたらしい本を裏うら返がえしにして机つくえに置いた。


「今夜は済すまなかったね。こんな時間にわざわざ来てもらって」


「俺は何もしてませんよ。ただ、雪奈にお茶をごちそうになっただけです」


　おっさんは苦く笑しようしただけだった。


「今の雪奈にはそれだけでも充分だよ。父親が言うんだから間ま違ちがいない」


「…………」


　返す言葉がなかった。


「それで、わざわざ挨拶するためだけに私のところへ来たとも思えないが……？」


「え、ええ。昼間、言いましたよね？　雪奈のためならどんなことでもすると」


　おっさんはまったく躊ちゆう躇ちよすること無く頷いた。


「こんな私で雪奈の役に立てるなら、なんでもさせてくれ」


　言葉には力強さがこもっていた。反対に、戸と惑まどいや躊躇は微み塵じんも感じられなかった。その方が話しやすいというものだ。


　俺はゆっくりと話を切り出した。


「おじさん。おじさんは事じ件けんのあった十月二十一日の午後三時頃ごろ、どこで何をしていましたか？」
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　　　　十月二十六日　午前十時　地方裁さい判ばん所しよ第二法ほう廷てい





「これより予よ備び審しん問もんを再さい開かいします」


　周しゆう堂どう健けん太た裁判長が口火を切る。


　今日で裁判は結審するだろう。もちろん俺おれは、堀ほり内うちの負けとなることを疑うたがってはいない。


　思えば今回は我われながら随ずい分ぶんとでこぼこな流れの裁判を演えんじたものだ。自分の意思ではないにしろ。


　堀内検けん事じは、昨日完全に自分のペースで審理が進んだからだろう、俺のそんな思いとは裏うら腹はらに、もう勝ったと言わんばかりに堂々としていた。時折、見下すような視し線せんを俺に送ってくる。


　まあ今日これから俺が堀内検事にしてやることを思えば、それぐらい許ゆるしてやろうという気にもなる。背せが低いため、ふんぞり返るような姿し勢せいを取らなければ見下すような視線が送れないという点にも同どう情じようしてやっていい。


　傍ぼう聴ちよう席せきは満席だった。小耳に挟はさんだところによれば、くじによる抽ちゆう選せんまであったらしい。それほど注目を集めるような展てん開かいを演じてしまったわけだが、まあ今日の場合はその方が非ひ常じように都合がいい。大たい衆しゆう心理というやつで、人は多ければ多いほど感情はコントロールしやすくなる。そしてその影えい響きようは、確かく実じつに陪ばい審しん団だんにまで及およぶことになるのだ。


　例によって、傍聴席の一席で皐さ月つきが俺と雪ゆき奈なに向かって手を振ふっていた。抽選会を乗り切るだけの幸運の持ち主だったのか、それともまた何かホラを吹ふいて忍しのび込こんだのか、問い質ただす気にはなれない。


「では弁べん護ご側がわ、始めて下さい」


「はい、裁判長」


　俺は立ち上がりながら言った。


「本日は、まず被ひ告こく人にんがどういう人間であるか、本当に殺人を犯おかすような残ざん忍にんな人間なのか、それをこの法廷内にいる全員に理り解かいして頂いただきたいと思います。弁護側は、その方ほう針しんに則のつとった証しよう人にんを用意させて頂きました」


　堀内がいきなり立ち上がった。


「山やま鹿しか弁護人。ここは予備審問の場であって、演説をする場所ではありません。さっさと証人を呼よんで下さい」


「まあまあ、堀内検事」


　裁判長が口を挟んだ。


「私は〝推すい定てい無む罪ざい〟という考え方に則り、弁護側には多少の便べん宜ぎを図はかるべきだと考えています。あまり目くじらを立てないでやって下さい」


　裁判長のお言葉に、堀内検事は不満たらたらの表ひよう情じようながら席についた。


　……堀内に皮肉の一つも言ってやる機会がなくなってしまったが、俺おれは気を取り直して口を開いた。


「まず最初の証人は矢や野の由ゆ紀き子こさんです」


　入廷してきたのは、婆ばあさんと表ひよう現げんするしかない人物だった。顔には幾いくつもの皺しわが刻きざまれており、決して平へい坦たんではなかったであろう長い人生を送ってきたことを感じさせる。だが、背せ筋すじはそれほど曲がっていないし、その表情からは〝あと三十年は生きてやる〟という意思が伝わってくるようだった。


　この証人とは顔見知りである雪奈は怪け訝げんそうな顔をして俺を見たが、今は説明するわけにもいかない。これから俺が呼ぶ証人は、雪奈にとっても意外な人物である方がいいのだ。


　俺は証人に向き直った。


「矢野由紀子さんですね？」


「そうです」


　低い老ろう婆ばの声だ。だが、もし怒ど鳴なりつけられたら大の男でも一いつ瞬しゆんひるみそうな、そんな威い厳げんが感じられる声だった。


「御ご職しよく業ぎようは？」


「この年と齢しじゃ働けやしません。夫と二人で年金生活です」


「あなたは被告人の家の近所に住んでますよね？」


「ええ、そうです。道路を挟んでちょうど真正面に住んでいます」


「被告人の人ひと柄がらについて教えて欲ほしいのですが」


「とても良い子です」


「具体的に言ってもらえますか？」


「昔から見かければ必ずいい挨あい拶さつを返してくれますし、あたしの夫は足が悪くて車椅い子すを使っているのですが、家に入るための段だん差さで悪戦苦く闘とうしていれば、必ずあの子は自分の家から飛び出して手伝ってくれました。それだけじゃありませんよ、おいしい食材が入ったからと言ってはしょっちゅう色々とおすそわけしてくれます。それもウチだけじゃありません、近所中──」


「異い議ぎあり！」


　堀内がさっそく顔を赤くしながら立ち上がった。


「本証人に関するこれ以上の証言には、本ほん件けんとの関かん連れん性せいは見受けられないと判はん断だんせざるを──」


　俺は握にぎり拳を机つくえに叩たたきつけ、堀内の異議をムリヤリ中断させた。


「裁さい判ばん長ちよう、私は被告人がどのような人間であるのかを十二分に知って頂きたいだけなのです」


「……弁護側の意図は認みとめます。しかし、先ほどの質しつ問もんに関しては、これ以上の発言は必要ないかと思われますが」


「分かりました裁判長、では質問を変えたいと思います」


　俺は右手で雪奈を示しめしながら矢野ばあさんに向き直った。


「矢野さん。彼女はこの殺人事件の被告人となっているのですが」


　ばあさんは即そく座ざに答えた。


「そんなわけありません！　あの子がそんなことをするわけがありません！」


「異議あり裁判長！　証人の推測であり──」


「だまらっしゃい！」


　堀内の異議を制せいしたのは、ばあさんだった。


「さっきから黙だまって聞いてれば、あの子のことを知りもしないでグチグチと！　それでいてあたしがしゃべろうとすれば横からまたグチグチとっ！　あんたみたいなヒトデナシに雪奈ちゃんが罪つみをなすりつけられようとしてるなんて、まったく可哀かわい相そうで仕方がないよ！」


「なっ……！」


「一体何をどうやったら雪奈ちゃんが殺人犯はんなんてことになるんだい!?　まったく、警けい察さつってやつはあたし達の血けつ税ぜいで働いてんだろ、もう少しまともな仕事をしなさいってもんだ！　あんた、オツムはちゃんと足りてんの!?　足りてないのは身長だけにしときなさいよ！」


　一刀両断とはこういうことを言うのだろうか。傍ぼう聴ちよう席せきからどっと笑い声が上がり、当の堀内は顔を真っ赤にさせたまま、口をぱくぱくと動かしていた。


「さ、さ、さ、裁判長、け、検けん察さつ側がわは──！」


　裁判長はやれやれと言わんばかりに首を振ふった。


「堀内検事、何が言いたいかは分かりますのでとりあえず落ち着いていください。速記官、証しよう人にんの先ほどの証言は記録から削さく除じよしてください。陪ばい審しん員いんの皆みなさんも、ただいまの証言は一いつ切さい考こう慮りよに入れないように。山鹿弁べん護ご人にん、この証人に対する他ほかの重要な質問がないのであれば、これで尋じん問もんを終しゆう了りようして頂いただきたいのですが」


　俺は裁判長に向かって人差し指を立てて見せた。


「ではあと一つだけ。


　矢野さん。事件当日、つまり十月二十一日ですが、その日の午後三時頃、あなたは自じ宅たく周辺で被ひ告こく人にんを見かけたということはないでしょうか？」


「アリバイの証明ってやつですか？　いっときますけど、あたしがそれに〝はい〟って答えて雪奈ちゃんが無む罪ざいになるんだったら、あたしは喜んで〝はい〟って答えますからね！」


「異議あり！　異議あり！　異議あり！　証人に警告します！　我われ々われは、偽ぎ証しよう罪ざいであなたを訴うつたえることもできるのですぞ！」


「何言ってんのさ！　じゃあ、あんたの言ってるのはあたしに対する脅きよう迫はく罪ざいじゃないのかい!?」


「なっ──」


　再ふたたび堀内が声を失い、また傍聴席からいくつもの笑い声が上がる。


　もちろん堀内が言ったのはあくまで警告であり、脅迫罪として成立するものではない。だが堀内の警告も、法ほう律りつには素人しろうとだが人生経けい験けんが豊ほう富ふなばあさんには通用しないようだ。


「静せい粛しゆくに！　退たい廷ていを命じますよ！」


　裁判長が木き槌づちを叩たたきながら言った。さすがにその一言にはかなわず、法廷内の笑いは収おさまっていったが、それでも今回ばかりは多少の時間が必要だった。


「さ、さ、裁判長！　検察側はこの証人の退廷を求めます！」


「認めようと思います。弁護側に異議は？」


「ありません。矢野さん、本日はありがとうございました」


「はいはい、来いって言ったり出て行けって言ったり、まったく忙いそがしいトコだねえ、ここは」


　だが、退廷する間もばあさんの口は塞ふさがらなかった。


「ふん。まったく雪奈ちゃんが可哀相だよ、本当に。あんなおっさんに冤えん罪ざいかぶせられてさ……」


　傍聴席からまた笑いが漏もれるのが聞こえた。堀内は完全に真っ赤になってばあさんを睨にらみつけている。茹ゆでたタコでもあそこまで赤くなるだろうかと、ふと疑ぎ問もんに思うほどだった。


「お、おばあちゃん……」


　雪奈が幾いく分ぶん嬉うれしそうに、それでいて気き恥はずかしそうに呟つぶやいた。








「次の証人は、安あん藤どう亜あ希き子こさんです」


　入廷してきたのは雪奈と同じぐらいの年と齢しの女じよ性せい。大おお久く保ぼ裕ゆう子こほどではないが、幾いく分ぶん小こ柄がらながらも無む駄だな肉がついてない体とポニーテールで、その表ひよう情じようからはどこか気が強そうな雰ふん囲い気きがうかがえた。


　ただ、雪奈には一いつ瞬しゆんだけ親しみのこもった笑え顔がおを見せた。


　当の雪奈は、また自分のよく知った人間が出てきたからだろう、驚おどろきを隠かくせない様子で俺と証人を交こう互ごに見ている。


「名前と職しよく業ぎようをどうぞ」


「安藤亜希子、大学生です。雪奈と同じ大学に通っています」


「安藤さん。あなたは被告人とどういう関係か教えてくれませんか？」


「高校時代からの無む二にの親友です」


　はっきりとした明めい瞭りような声でそう答えた。


　親友ですと自ら声を大にして言い切れる人間がどれだけいるだろうか。普ふ通つうの人間ならまず気恥ずかしさを覚えて躊ちゆう躇ちよするだろうが、安藤はまったく気き兼がねすることなくそう言い放った。


「率そつ直ちよくにお尋たずねします、被告人はどういう人物ですか？」


「料理が得意で誰だれにでもやさしく、それでいて思いやりがある、私の最高の友人です。私は彼女が友人であることを、何よりも誇ほこりに思っています」


　隣となりの雪奈が気恥ずかしそうにうつむいたのが分かった。確たしかに、普通なら口に出すことすらはばかられるような恥ずかしい部類に入るセリフである。しかしこの証人は、なんら躊躇することなくそう言い切った。この証言は、そんじょそこらの状じよう況きよう証しよう拠こより大きなインパクトを与あたえることができるはずだ。


「彼女は殺人を犯おかすような女性ですか？」


「そんなわけありません！」


　安藤は声を大にして答えた。


「彼女を知っている人間百人に同じ質しつ問もんをしてみて下さい。百人が百人、同じ答えを返しますから。例外がいるとすれば、雪奈に冤罪をかぶせようとしている背せの低いおじさんぐらいでしょうけど」


「い、異い議ぎあり裁さい判ばん長ちよう！」


「認みとめます。ただいまの証しよう言げんは記録から削除して下さい」


「裁判長！」


　俺は裁判長に向き直った。


「確かく認にんしておきたいのですが、〝ただいまの証言〟というのは〝例外がいるとすれば、雪奈に冤罪をかぶせようとしている背の低いおっさんぐらい〟という部分だけですね？」


〝背の低いおっさん〟という部分を特に強調する。


「……そうなりますな」


「分かりました、結けつ構こうです」


　堀内がうらめしそうに俺を見ているのが分かったが、相手にする必要もない。


　俺は再び証人に向き直った。


「一いち応おう、堀内検けん事じの懸け念ねんを否ひ定ていするための質問をさせて下さい。安藤さん、私は前もってあなたに証言の中で堀内検事を非ひ難なんしろと指し示じしましたか？」


　安藤は大おお仰ぎように首を振ふり、白々しく答えた。


「いいえ。ただ単に私の率そつ直ちよくな気持ちを述のべただけです。雪奈を知っている人間なら、雪奈が人を殺すような人間でないことを知ってるはずですから」


「質問は以上です、堀内検事、反対尋じん問もんをどうぞ」


「質問はありません！」


　堀内が怒ど鳴なりつける。


　もうこっちのものだ。


　ふと見ると、雪奈がうつむきながら目め頭がしらを押おさえているのが分かった。


　俺は雪奈に小声で言った。


「雪奈、いい友人を持ったな」


　その一言で、堰せきを切ったように雪奈の目から涙なみだがあふれだした。


「うん……」


　嬉し涙ってやつだ。


「あと少しだからな、頑がん張ばれよ」


　雪奈は目頭を押さえながら黙だまって頷うなずいた。


　法ほう廷てい内の雰囲気は一変した。涙を流す雪奈の姿すがたを、ごく一部の人間を除のぞき、誰もが同情のこもった目で見るようになっている。裁判長ですら例外ではない。反対に検察側を見る目には、非ひ難なんの色さえ混まじるようになっている。堀内は真っ赤になって歯を嚙かみ締しめたままだ。


　いよいよ舞ぶ台たいは整いつつある。








「次の証人は内うち海うみ周しゆう作さくさんです」


　入ってきたのは、三十代後半のおっさん。ぴしっと背広を着こなし、中年太りや脂あぶらっこいなどという印象からはほど遠い人物だった。ただし、いかにも物静かそうであまり目立たないタイプのようでもある。


「先生……」


　その証人を見て、また雪奈は驚おどろいたようだった。


　今日俺が呼よぶ証人については、何も雪奈には教えていない。雪奈には悪いが、そうすることによって、あらかじめ打ち合わせをして雪奈に泣く演えん技ぎをさせているのではないことを強調したかったのだ。


　そしてそれは、充分に効こう果かを発はつ揮きしつつあるようだった。


「御ご職しよく業ぎようは何を？」


　俺は今日三人目の尋問を開始した。


「大学教きよう授じゆをやってます。専せん門もんは考古学です」


「あなたと被ひ告こく人にんの関係を聞かせて下さい」


「彼女は私の講こう義ぎを受けている学生の一人です」


「彼女はどんな学生ですか？」


「講義は誰よりも真ま面じ目めに聞きますし、発はつ掘くつなどの実地演習でもあれば、必ず全員分のお菓か子しなんかを作って持ってきてくれます。誰からも好すかれ、誰よりも気のきく良い学生ですよ」


「彼女は人を殺すような人間ですか？」


「まさか！　彼女が人を助けたというなら分かりますが、人を殺したなんて到とう底てい信じられませんね。現げん代だいに恐きよう竜りゆうがよみがえったって話の方がまだ信用できますよ」


「ありがとうございました。反対尋問をどうぞ」


「質しつ問もんはありません！」


　堀内が怒鳴った。








「次の証人は千ち代よ田だ幸さち子こさんを」


　入ってきたのは五十歳前後ぐらいのおばはん。


「御職業は何を？」


「中学校で教きよう師しをやっております」


「被告人との関係は？」


「彼女が中学一年生の時、私が担たん任にんを受け持ちました」


「被告人はどんな生徒でしたか？」


「決して目立つ生徒ではありませんでしたが、男女を問わず、誰からも好かれていました。問題を起こしたことも一度もありません。


　それに、確たしか二学期の頃ころだったと思いますが、彼女の母親が事じ故こで亡なくなった時のことです。一週間と経たたない内に彼女は学業に復ふつ帰きし、いつもと変わらない笑え顔がおをみんなに振ふりまいていました。強い心を持った、誰よりもやさしい生徒でしたよ」


「被告人は人を殺すような人間ですか？」


「いいえ」


　千代田は大きく首を振った。


「私も教師を始めて三十年ほど経たちますので、生徒を見る目ぐらいはそれなりに養えたと思っています。彼女は絶ぜつ対たいに人を殺したりはしません」


「反対尋じん問もんをどうぞ」


「ありません！」








　それからも俺おれは二人の証しよう人にんを喚かん問もんした。高校時代の教師に後こう輩はい。


「被告人はどういう人物ですか？」


「思いやりがあり、誰にでもやさしい女性です」


「被告人は人を殺すような人間ですか？」


「いいえ。とてもそんなことをするとは思えません」


「反対尋問をどうぞ」


「ありません！」


　その繰くり返しだ。今日最初の証人である矢野婆ばあさんを含ふくめて五人もの尋問を行ったが、一時間と経ってはいない。短時間にこれだけの証言を聞かせられれば、誰だって雪奈の罪ざい状じように対して疑うたがいを抱いだかざるを得なくなる。しかも、堀内検けん事じはまったく反対尋問ができないでいるのだ。


　当の堀内は、怒いかりまさに頂ちよう点てんといったところだ。法ほう廷てい内の雰ふん囲い気きからしても、堀内にしてみればここでなんらかの手を打たざるを得ないはずだ。


　そろそろ昨日の借りを返す時だろう。


「次は、被告人の父親である水み澄すみ陶とう冶や氏を喚問したいと思いますが」


　その俺の声に、堀内がニヤリとほくそえんだのが分かった。


　堀内がいつも俺に負けている最大の要よう因いんは間ま違ちがいなくこれだ。考えていることが表ひよう情じように出てしまう。


　怪け訝げんそうな顔をしたのは裁さい判ばん長ちようだった。


「山鹿弁べん護ご人にん、被告の配はい偶ぐう者しやや肉親などは証人になれないことは知っていると思いますが」


「もちろん承しよう知ちしております裁判長。承知している上であえて喚問したいと考えております。無む論ろん、堀内検けん事じが異い議ぎを唱となえられれば取り下げるつもりでおりますが」


　裁判長は、今日の法廷の流れのこともあるのだろう、考こう慮りよするそぶりを見せた。


「ふむ。堀内検事、いかがですか？　あなたが異議を申し立てれば、証人として認めることはありませんが」


　しかし、身みの程ほど知らずのチビ検事は自信満々の体ていで言った。


「いいえ、裁判長。検察側は異議を申し立てるつもりはありません。弁護側の好きにさせてやってください」


　裁判長はまた怪訝そうな顔をしたが、それでも、


「よろしい、では証人を呼よんでください」


　と係官に向かって言った。


　間もなくおっさんが証言台につく。


「水澄さん、あなたの妻つま、つまり被ひ告こく人にんの母親は、被告人が中学生の頃にお亡くなりになったそうですね？」


「はい……。娘むすめには苦労をかけました。私が会社に行っている間、洗せん濯たくから炊すい事じまで、一人でこなしていてくれたのですから……」


「では、被告人の父親としてお答え下さい。あなたはご自分の娘さんをどう思っていますか？」


「……私は一年前ほどから、仕事の関係で雪奈と離はなれてアメリカで暮くらすようになりました」


　おっさんは淡たん々たんと語り出した。


「別れて暮らし始める時にはもう娘は大学生になっていましたが、一人日本に残さなければならなかったことが何よりも心配でした。


　しかし、先ほどからの証言を聞いていましたが……」


　そこまで言って、おっさんは声を詰つまらせた。目め頭がしらを手で押おさえる。


「誰からも好かれる女じよ性せいに育ってくれたことを、私は何よりも誇ほこりに思っています……」


　その震ふるえた声を聞いて、雪奈の目からも涙なみだが流れ落ちる。


　多分、傍ぼう聴ちよう席せきを探さがせばもらい泣きしている人間の一人や二人は見つかるだろう。主しゆ演えんが水澄親子、演出が俺のメロドラマだ。こんな形で雪奈の性せい格かくを利用したくはなかったが、これほど有ゆう効こうな法廷パフォーマンスを俺は知らない。


　それにこの法廷戦せん術じゆつも、誰からも好かれている雪奈が被告人だったからこそできたことだ。極きよく端たんな話、これが俺や影かげ野のあたりが被告人だったら、過か去こに〝殴なぐられました〟と証言する証人を一ダースほど連れてこられるのがオチである。


「ありがとうございました。反対尋問をどうぞ」


「…………」


　堀内はぶすっとした表情のまま立ち上がったかと思うと、急にニヤリと笑って俺を見てから、尋問を開始した。


「水澄さん。あなたは高尾コーポレーションという会社のアメリカ支し社しやに勤つとめていますね？」


「…………」


　おっさんの顔が強こわ張ばった。


「……ええ、確たしかにそうです」


「そのアメリカ支社の最高責せき任にん者しや、平たく言えば支社長という職しよくについていますね？」


「その通りです」


「さて、本ほん件けんの被害者、丸まる尾お広ひろ助すけ氏の父親について、あなたは何か御ご存ぞん知じですか？」


　俺は形式通り、机つくえをどんと叩たたいてから叫さけんだ。


「異い議ぎあり！　その質しつ問もんに、本件との関連は見受けられません！」


　すると堀内は裁さい判ばん長ちように向き直った。


「裁判長、もう少し私の尋じん問もんを続けさせて頂いただければ、すぐに本件との深い関連があることを御ご理り解かい頂けると思います」


「そういうことでしたらさしあたり異議は却きやつ下かします。証しよう人にんは質問に答えて下さい」


「……いいえ」


　少しの沈ちん黙もくの後、おっさんは答えた。


「本当に御存知ないのですか？」


「はい」


　おっさんはどこか力なく頷うなずいた。


「では、違う質問をしましょう。あなたの勤めているアメリカ支社ですが、ある銀行から融ゆう資しを受けていますね？」


「……ええ、そうですが」


「その銀行の名前をお教え願えないでしょうか？」


「あかつき銀行です」


「その銀行から融資を受ける時、窓口となった融資担たん当とう部長の名前は、当然御存知ですよね？」


「異議あり！」


　俺は再さい度ど机を殴なぐりつけた。べき、という鈍にぶい音が聞こえる。……この机も、間もなく寿じゆ命みようだろう。


「堀内検けん事じはすぐに本件との関連を明らかにすると言われましたが、関かん連れん性せいはまったく見受けられません！」


　堀内は肩かたをすくめて言った。


「裁判長、この質問が重要なのです。この質問に答えて頂ければ、本件との関かかわりはすぐに御理解頂けるでしょう」


「……よろしい、ではその質問によって関連性が明らかになるという前ぜん提ていで、異議は却下します。続けて下さい」


「では水澄さん、お答え下さい。あかつき銀行の融資担当部長の名前は？　支社長であるあなたが、知らないはずはありませんよね？」


「…………」


　おっさんは黙ったままだった。それを堀内検事は黙って見ていたが、裁判長が口を挟はさんだ。


「証人は質問に答えて下さい。答えられない質問ではないと思いますが？」


「……丸尾弘ひろ司し氏です」


　傍聴席が一いつ瞬しゆんどよめいた。


　堀内が勝ち誇ったように言った。


「本件の被ひ害がい者しやの名前は御存知ですね？　丸尾広助氏です。同じ丸尾の姓せいですね？　偶ぐう然ぜんでしょうか？」


「…………」


「実は、二人は親子だったのです。あなたは知りませんでしたか？」


「……知りませんでした」


「本当に？」


「異議あり！　質問に答えています！」


「認みとめます」


　堀内は肩をすくめた。


「さて、では次の質問です。我われ々われはあなたの会社の経けい営えい状じよう況きようを調べさせてもらいました。あまり芳かんばしくないようですね」


「……証言を拒きよ否ひします」


　おっさんはそう言ったが、その答えは堀内の言ったことを肯こう定ていしているとしか受け止められないだろう。


「しかし、あなたの会社はここ数年赤字続きだ。そうですね？」


「…………」


「そうですね？」


「証人は質問に答えて下さい」


　裁判長が言った。


「……証言を拒否します」


　裁判長が怪け訝げんそうな顔でおっさんを見た。


「なぜですか？　確たしかに答えにくい質問ではあるとは思いますが、答えられないものではないと思いますが」


　俺は立ち上がりながら言った。


「裁判長、証人の立場が不利になる証言はしなくてもよいと認められているはずです」


　裁判長が今度は俺の方を怪訝そうな顔で見る。


「確かに経営している会社が赤字だと証言することには抵てい抗こうがあるかもしれません。しかし、この質問を答えることによって、証人の立場が不利になるとまでは言えないと思うのですが」


「裁判長」


　堀内が口を挟はさんだ。


「実は我々は、この証人と被害者の父親との間に、不正な関係があったと推すい測そくしています」


　裁さい判ばん長ちようは再度怪訝そうな顔をして、堀内の方を見た。


「……どういうことですか？」


「彼が責せき任にん者しやを務めているアメリカ支し社しやですが、経営状じよう態たいは良くありません。この一年は赤字です。にも拘かかわわらず、あかつき銀行からは通年と変わらない額がくの融ゆう資しを受けているのです。これは間ま違ちがいのない事実であります。


　そして、彼の会社が赤字に転落した年からですが、丸尾弘司氏の羽は振ぶりが急に良くなっていることを我々はつきとめたのです。一いつ般ぱん的てきなサラリーしか得ていないにも拘らず、車を買い替かえたり、息むす子こにマンションの部屋を一室買い上げて与あたえたりしております。


　そのため、我々はこう推測せざるを得ませんでした。本証しよう人にんは、不正融資のために被害者の父親である丸尾弘司氏に賄わい賂ろを贈おくっていたと」


　傍ぼう聴ちよう席せきはもとより、陪ばい審しん員いん席にもどよめきが起こった。俺はそのどよめきを打ち消すように強く机つくえを叩たたいた。


「異い議ぎあり！　検察側の勝手な憶おく測そくに基もとづくもので、本法ほう廷ていとの関連も認みとめられません！　また、自じ己こ負ふ罪ざい拒きよ否ひ特とつ権けんに基づき、これ以上証人に答える義ぎ務むもありません！」


「……検察側のお話には興きよう味み深い点がありましたが、弁べん護ご側がわの主しゆ張ちようはもっともなものです。堀内検事、弁護側の異議に対して反はん論ろんは？」


　堀内は肩をすくめながら首を振ふった。


「残念ながら我々も弁護側の主張は認めなければなりませんな」


「では弁護側の主張通り、本法廷で採さい用ようすることはできません。先ほどのあなたの発言は削さく除じよさせて頂いただくことに──」


「お待ち下さい、裁判長」


　堀内が裁判長を遮さえぎった。その手には何なん枚まいかの紙が握られていた。


「裁判長、私は検けん事じ総そう長ちように掛かけ合い、この証人が質しつ問もんに答えることによって生じたいかなる犯はん罪ざいに対しても免めん責せき特権を認めるという書類を頂いてきました」


　そう言って堀内は裁判長に持っていた紙を一枚渡わたした。


「コピーを用意しておりますので、弁護側にもお渡しします」


　堀内から手渡された用紙には、検事総長である幸ゆき村むら秀ひで清きよという人物の名において、おっさんに対する刑けい事じ免責を認め、この尋じん問もんによって生じた証言を証しよう拠ことして、将しよう来らい絶ぜつ対たいに証人を訴そ追ついしない旨むねが書かれていた。


「ふむ、なるほど。そういうことでしたら──」


　裁判長は紙を見て頷うなずくと、おっさんに向かって言った。


「証人？」


「な、なんでしょうか？」


「この書類は、あなたの証言によって生じたいかなる犯罪に対しても、免責──つまり、犯罪として訴うつたえられることはないと保ほ証しようしています。この意味は分かりますか？」


「え、ええ。まあなんとなくは……」


「……曖あい昧まいな返事では困こまります」


　少々苛いらついた様に言った。


「イエスかノーで答えて頂きたい。御ご理り解かい頂いただけない話ではないと思いますが、ノーであるならばもう少し詳くわしく説明しますが」


「わ、分かりました。イエスです」


「よろしい。本法廷は、あなたのいかなる証言に対しても免責特権を認みとめるものとします。その代わり、あなたには検察の質問に答える義務が生じました。よろしいですね？」


　俺おれはとりあえず机を叩いて言った。


「裁判長、弁護側は異議を申し立てます！」


「これは正式な手順にそったものであると認めます。異議は却きやつ下かします」


　裁判長はにべもなく言った。


　堀内がニヤリと俺を見てから、裁判長に向かって口を開いた。


「尋問を続けてよろしいでしょうか？」


「どうぞ」


　堀内が証人に向き直った。〝獲え物ものを見るハイエナの目〟という表ひよう現げんがぴったり合いそうだった。


「水澄さん。あなたの会社は不正融ゆう資しを受けていましたか？」


「…………」


「証人は質問に答えて下さい」


　裁判長が言った。


「…………」


　だが、おっさんは黙だまったままだった。


「警けい告こくします。あなたには免責特権が与えられました。質問に答えない場合は、法廷侮ぶ辱じよく罪ざいに問われますよ」


「……受けていました」


　傍聴席がどよめいた。


　勝ち誇ほこったように堀内が続ける。


「あなたは丸尾弘司氏に賄賂を贈っていましたか？」


「……はい」


「賄賂の話を持ち出したのはどちらですか？　あなたですか、それとも丸尾氏からの要求があったのですか？」


「丸尾氏からの要求があったのです」


「それであなたは賄わい賂ろを贈った。その見返りに不正な融資を受けていたのですね？」


「……そうです」


「賄賂は会社から出ていたのですか？　それともあなた個こ人じんから？」


「私のポケットマネーから渡していました」


「額がくはいくらぐらいでしたか」


「…………」


「答えて下さい」


「基き本ほん的てきに、毎月三十万ほどです」


　感かん嘆たんか呆あきれか、区別のしづらい声が傍ぼう聴ちよう席せきからもれた。


「するとあなたは、毎月三十万という多額の出費を強しいられていたわけですね？　しかもその上で娘むすめさんへの仕送りも行っていた？」


「……はい」


「それは大変そうですねえ。失礼ながら、あなたも支し社しや長ちようとは言え、この御時世です。それほど高い給料をもらっているとは思えないのですが？」


「……私の生活費を切り詰つめ、工く面めんしました」


「なるほど、大変でしたな。それはさぞかしあなたに苦労を強いるものだったでしょう？」


「…………」


　おっさんが黙っているのを見て、堀内は満足そうに頷うなずいた。


「あなたの娘さん、つまり本ほん件けんの被ひ告こく人にんですが、実は彼女はその事を知っていたのではないですか？」


　おっさんは驚おどろいたように堀内を見た。


「そ、それはありません！　知ってるはずがありません！」


「本当にそう言い切れますか？　断だん定ていできるのですか？」


「い、いえ、それは……」


「イエスかノーでどうぞ」


「…………」


「断定できないのですね？


　では、こういう可か能のう性せいは考えられませんか？


　被告人、つまりあなたの娘さんは心やさしい女じよ性せいであることは充分証しよう明めいされました。そして、被告人はあなたの苦く境きようを知っていた。だからこそ被告人は、あなたの状じよう況きようを改かい善ぜんしたいがために、丸尾広助氏に接せつ近きんしたということもあり得るのではないでしょうか？」


「そ、そんなことはありません！」


　堀内はおっさんの言葉を鼻で笑ってみせた。


「以上で反対尋じん問もんを終わります！」


　裁さい判ばん長ちようが静せい粛しゆくに、と注意を飛ばした。傍聴席がそれほどまでにどよめいていたからだ。


　新たな動機の誕たん生じようというわけだ。堀内は完全に余よ裕ゆうを取り戻もどした様子で再ふたたび席についた。時折俺に視し線せんを送りながら。


「……裁判長、ただ最後に付け加えさせて頂いただきたいことがあります」


　なんとか静粛さを取り戻した法ほう廷ていで、まだ証言台に立っていたおっさんが突とつ然ぜん口を開いた。


「……ほう。本件と関かかわりのあることですか？」


　再び証言台に視線が集まった。このような展てん開かいは予想してなかったのだろう、堀内も意外そうな顔をする。


「ええ、そうです」


「よろしい、おっしゃって下さい」


「この事件の被害者である丸尾広助氏は、私が殺したのです」
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「…………」


　沈ちん黙もく。


　隣となりに座すわっている人間の呼こ吸きゆうさえ聞き分けられそうな沈黙が辺りを支配した。


　あまりにもあっさりと口に出された証言。誰だれもがその証言を理り解かいするための時間を必要としたのだろう。


　だが、その証言の意味が理解され始めた時、沈黙はたちまちどよめきに変わった。


「な、なんだと!?」


「お父さん!?」


　堀内検けん事じや雪奈でさえ例外ではなかったようだ。二人とも立ち上がっておっさんを見た。傍聴席からのどよめきも大きくなる一方だ。


　冷静だったのは、俺とおっさんと裁判長だけだった。


「静粛に！　静粛に！」


　ガンガンと木き槌づちを叩たたく。法廷内がその通りになるには、裁判長がその行こう為いを三回繰くり返さなければならなかった。


　ようやく静かになったところで、裁判長がおっさんに言った。


「証人。ただいまの発言の意味は分かっているのですか？」


　おっさんは力強く頷いた。


「はい。私は真実を申し上げているだけです。丸尾広助氏を殺したのは私です」


「そ、そんなバカな！」


　叫さけんだのは堀内である。


「動機は!?　殺した証しよう拠こでもあるのか!?」


　検察側の質しつ問もんとして、これほどおかしなものを俺は聞いたことがなかった。


「私は娘が丸尾弘司氏の子息と付き合っていることを知っていたのです。


　その出会いがどのようなものだったかは知りませんし、雪奈が不正融ゆう資しの話を知っていたとも思えません。


　しかし、もし丸尾広助氏の方が不正融資の話を知っていて、それをネタに雪奈に何か無理難なん題だいを押おしつけるようなことになったら……親として、そう危き惧ぐを抱いだきかねませんでした」


　力無く首を振ふる。


「私は事件当日の十月二十一日、午前中は日本にある本社の方で仕事をしていました。夕方の便でアメリカに帰るつもりだったので、その合間に丸尾広助氏の元へ話をしにいったのです。雪奈と別れてくれるようにと。


　しかし、結果は──」


　おっさんはため息を吐つきながらかぶりを振った。


「御ご推すい察さつ頂けると思います。話はこじれ、私は激げつ昂こうして台所にあった包丁を摑つかみ──刺さしたのです」


「う、噓うそだ！　で、ではなぜ凶きよう器きの包丁から指し紋もんが検出されなかったのだ!?　それに、返り血は!?」


「包丁を摑む時、とっさに指紋のことを思い出し、背せ広びろの袖そで口ぐちをうまく使って包丁を摑んだのです。返り血は確たしかに浴びましたが、私は出しゆつ張ちようでアメリカへ戻もどろうとしていたのです。着き替がえも持っていました」


「…………」


　チビ検事は呆ほうけたように口をあんぐりと開けているだけだった。


「先日の証人である久く根ね宗むね則のり氏や、森もり義よし彦ひこ氏との証言と、微び妙みように食い違ちがいが生じるようですが？」


　裁判長が疑ぎ問もんを呈ていしたが、おっさんは首を振った。


「それは分かりません。先ほども申し上げましたが、私はただ真実を述のべているに過すぎないのです。二人に何か勘かん違ちがいがあったのではないでしょうか」


「裁判長」


　俺は立ち上がりながら言った。


「本証人には免責特権が認められている以上、偽ぎ証しようする必要はないはずです」


「それはそうです。しかし──そうなると、本法廷は極きわめて特とく殊しゆな局面を迎むかえたことになりますな」


　裁判長は再さい度どおっさんに向かって言った。


「あなたが殺したのですね？」


「はい。それに調べてもらえれば分かると思いますが、被ひ害がい者しやの死し亡ぼう推すい定てい時じ刻こく当時、私にはなんのアリバイもありません」


　裁さい判ばん長ちようはため息を一つ吐ついた。


「ふむ……。本官も、このようなケースは初めてですな。最大の問題は、あなたの証言によって生じたいかなる犯はん罪ざいに対しても免めん責せきを認みとめると、先ほど検察側が約束したということです。


　しかし、こういう展てん開かいを見せた以上、弁べん護ご側がわ・検察側双そう方ほうに異い議ぎがなければ、本件の棄き却きやくを宣せん言げんせざるを得ないところですが──」


　裁判長は堀内の方を軽く見た。呆ほうけている堀内を。


「……我われ々われは時間を必要としているようです。十分間、休きゆう憩けいとします。陪ばい審しん員いんの皆みなさんに申し上げますが、どのような展開となろうと、本法ほう廷ていの審しん理りは未いまだ終しゆう了りようしていません。休憩の間、この事じ件けんに関するいかなる意見も交かわしてはならないことを注意しておきます。


　それでは」


　裁判長はかんと一度木槌を打つと、さっさと立ち上がって法廷を後にした。


　休憩が宣言されると、すぐにまるで蜂の巣を突つついたかのようなざわめきが傍ぼう聴ちよう席せきを支し配はいし始めた。


　堀内は呆けた表情のまま、重い足取りで法廷から出て行った。さて、どんな顔をして戻もどってくるかは見み物ものである。


「お父さん！」


　雪奈が父親の元に駆かけ寄よる。皐月もそれに気付いて近寄ってきた。


　さしあたっての問題はこっちの方だろう。


「本当なの、お父さん……？　どうして……？」


　おっさんは悲しそうな目で自分の娘むすめを見やった。


「……雪奈。おまえは山鹿君を信じているんだ。それでいい」


「で、でも……」


　雪奈はまだ何か続けようとしたが、おっさんはそれを無む視しするように俺に向かって頭を下げた。


「私は控ひかえ室に戻ります。あとはよろしくお願ねがいします」


「ええ、任まかせて下さい」


　おっさんは傍聴人から奇き異いの視線を浴びながら法廷から出ていった。


「ほんとに……大だい丈じよう夫ぶなんでしょうね？」


　皐月が不安そうに俺を見る。


　俺はそれに答えず、雪奈の右腕うでを摑んだ。雪奈がおっさんの後を追おうとしたからだ。


「雪奈。まだ裁判は終わっちゃいないんだ。最後まで俺を信じてくれ」


　不安そうに俺を見る。


「雪奈！」


　俺が重ねて強く言うと、雪奈はおっさんの去っていった方を一度見たが、再ふたたび俺に向き直り、不安そうな表ひよう情じようのまま、それでもはいと頷うなずいた。


「よし、あと十分で再開だ。座すわっててくれ。大丈夫、最後まで俺を信じろ。決しておっさんにも悪いようにはしないからな」


「うん……」








　俺は法廷を出て、〝検けん察さつ側がわ控え室〟と書かれたプレートのかかったドアをノックした。


「誰だ」


　堀内の声がした。


「俺おれだ」


「……何の用だ」


　俺はドアを押おし開けた。鍵かぎはかかっていなかった。


　うなだれた堀内が、椅い子すに座って机つくえの上で頭を抱かかえていた。


「私を笑いに来たのか？」


　怒いかりを押し殺した声でそう言った。


　俺は無表情を装よそおったまま口を開いた。


「やーいやーい」


「貴き様さまぁっ！」


　堀内は顔を赤くしたが、すぐに机に沈しずみ込こむ。


「くそ……。分かった、この裁判はお前の勝ちだ！　認みとめてやる！　こんな裁判、もうどうにでもなれだ！」


「俺の依い頼らい人にんに対する訴うつたえを取り下げるんだな」


「ああ、取り下げてやる！　それで満足だろう、さっさと私の前から消えうせろ！」


「そいつはありがたい話だ。だが、審理を終わらせる前に俺もまだやっておきたいことがある。雪奈の後々のためにも、はっきりさせたいことがあるんだ。理由はあんたにも分かるだろ？　証しよう人にんを数人呼よばせてもらいたい」


「なんだと……？」


「無む論ろん、これ以上あんたに手間はかけさせないさ。もっとも、嫌いやだというなら別に構かまわんぜ？　その時は無む駄だに裁判を引き伸のばし、あんたの渋じゆう面めんが新聞にどかどかと載のるよう全力を尽つくすだけだからな」


「ぐっ……！　勝手にしろ！　さあ、今すぐここから出て行け！」


　俺は肩かたをすくめながら回れ右をした。


「へいへい。じゃあせいぜい勝手にさせてもらいますかね」


　勝った。


　何もかもに。


「ああ、そうそう」


　俺は多少わざとらしく堀内に向き直った。


「今度はなんだ！」


「ありがとよ、俺の依頼人親子を無む罪ざいにしてくれて」


　堀内に怒ど鳴なりつけられる前にさっさと退たい散さんする。








　弁べん護ご側がわの席に戻もどって間もなく、十分が経けい過かした。堀内が完全に沈んだ表情で検察側の席に戻り、その後間もなく裁さい判ばん長ちようも法ほう廷ていに姿すがたを現あらわし、席につく。


「審しん理りを再さい開かいします。とはいえ、これ以上審理を進める理由も特に無いと思いますが……」


　そう言いながら俺と堀内を交こう互ごに見る。


「堀内検事、本ほん件けんの棄き却きやくに同意しますか？」


「はい、裁判長」


　まったく力の抜ぬけた声だった。


「よろしい。弁護側も同意しますね？」


「はい裁判長。ただ──」


「……ただ？」


　怪け訝げんそうに俺を見る。


「本件ではまだいくつかはっきりと解かい決けつしていない点があります。被ひ告こく人にんの後々のこともありますので、それらを解決するため、あと数人の証人を尋じん問もんさせて頂いただきたいのですが」


「……ふむ。なるほど、検察側に異い議ぎはありますか？」


「ありません！」


　即そく答とうだった。もうかなりヤケが入っている。


「よろしい。しかし、私はすぐに本件は棄却されると思い、先ほど十分だけの休きゆう憩けいを入れたのですが……。すでに時じ刻こくは正午近くになっています。そういうことでしたらあらためて昼食のための休憩を入れ、午後から審理の再開ということではどうでしょうか？」


「せっかくですが裁判長、それほど長くはかからないと思いますし、私としても一刻も早くこの裁判を終わらせたいので……」


「……あなたもせっかちですな。まあ、一刻も早く裁判を終わらせたいという点には同意できます。検察側に異議は？」


「ありません。一刻も早く、という点には私も同意します」


「よろしい。弁護人、証人を喚かん問もんしてください」


「ではまず、被告人本人に証言台に立ってもらおうと思います」


　雪奈は驚おどろいた表情で俺を見た。雪奈だけではない。堀内検事や裁判長でさえも意外そうに俺を見ている。


　それに構わず俺は雪奈に顔を寄よせて小声で言った。


「行けるな？」


「う、うん……。けど……」


「いいんだ。とにかく今は俺を信じろ」


　雪奈は多少躊ちゆう躇ちよした様子を見せつつも証しよう言げん台だいに立った。俺は弁護士としての口調で尋問を開始した。


「水澄さん。これまでこの予よ備び審問中に出た証言で、一つだけ解決しておかなければならないことがあります。昨日の証人である森義彦氏は、あなたを被害者の住むマンションで見たと証言しました。そして、この予審の初日に喚問された証人、久根宗則氏もまた、あなたらしき人物が被害者の部屋から出てくるところを見たと証言しました。


　まずお尋たずねします。あなたは事件当日、被害者の住むマンションを訪おとずれましたか？」


　雪奈はまだ動どう揺ようが抜ぬけきっていないためだろう、時折声を震ふるわせながら、それでもなんとか聞き取るのに支し障しようのない声で答えた。


「……はい」


「なんのために訪れたのですか？」


「その……二十一日の昼間に、丸尾さんが別の女の人といるところを見たんですが……。てっきり浮うわ気きかな、とその時は思ったんですけど、ひょっとしたら私が何か勘かん違ちがいしてるだけなのかもしれない、そう思ってもう一度丸尾さんに会おうと思ったんです」


「実じつ際さいに会いましたか？」


「いいえ……。玄げん関かんまで行ったことは確たしかですけど、その、そこで恐こわくなって……」


「また家に帰ったと？」


「そうです……」


「では、久根・森の両証人が見たという人物は、あなたのことなんでしょうか？」


　雪奈はゆっくりと首を振ふった。


「丸尾さんの部屋へ行く時も帰る時も、人に見られた覚えはないんです。ですが帰る時に、自分でも気付かないうちに森さんには見られたのかもしれません。ただ、久根さんが見たのは私じゃないと思います……」


「それはなぜですか？」


「あの人は、丸尾さんの部屋から出てくる誰だれかを目もく撃げきしたと言いました。でも私は、部屋には入ってませんから……」


　少し傍ぼう聴ちよう席せきがざわついた。


「マンションに行ったのは何時頃でしたか？」


　雪奈は首を振った。


「あまりはっきりとは覚えてません。ただ、三時ということはないと思います。二時前後ぐらいだと思いますけど……」


「ではこういう可か能のう性せいがあるわけですね？　森氏があなたを見たのは、三時ではなく、それ以前の時間だったと？」


「はい、そうだと思います」


「その後、あなたはどうしていましたか？」


「え……。家に帰って……その、ずっと泣いてました」


「なるほど、ありがとうございました。以上です」


「堀内検けん事じ、反対尋問を行いますか？」


　裁さい判ばん長ちようの言葉に、堀内は不ふ機き嫌げんそうな顔のまま、ゆっくりと立ち上がりながら言った。


「質しつ問もんはありません」


　予想通りの答え。


　さあ、問題はこれからだ。





「次は昨日の証人、森義彦さんを喚問したいと思います」


　再ふたたび俺に怪け訝げんそうな視し線せんが幾いくつも集まったが、堀内が異議を唱となえるわけでもなかったので、間もなく証言台に森が立った。


　森の顔には警けい戒かい心しんが滲にじみ出ていた。先ほどの俺と雪奈のやり取りを聞いていたからだろう。なにしろ、下へ手たをすれば自分の証言が間違いだったことになるのだから。


「森さん、あなたは十月二十一日の午後三時頃ごろに家を出たと言いましたね？」


「ええ、そうですが」


「その後、どちらへ行きましたか？」


「飛行場です」


「どこへ行く予定だったんですか？」


「ブラジルのサンパウロです。私は輸ゆ入にゆう代行会社に勤つとめておりますので」


　俺は机つくえに置いてある紙を一いち枚まい手に取り、見るフリをした。


　実はこの尋じん問もんとはまったく関係のない書類なのだが、こういうアクションを取ってやるだけで、〝俺は貴き様さまのことをなんでも知ってるんだ、噓うそを吐つくとためにならんぞ、このクソ野や郎ろうめ〟という威い圧あつ感かんを与あたえることができるのだ。


「森さん。私の調べたところによると、あなたは随ずい分ぶんブラジル暮ぐらしが長いそうですね？」


「……ええ」


　ほら、言葉に一いつ層そう警戒心が出てきた。


「最近では日本にいるより、ブラジルにいる期間の方が長いとか？」


「まあ、ここ数年は……そういうことになりますが」


「ところで、海外での生活が長い方は、こういうことがあると思いませんか？　自分の腕うで時ど計けいを、海外での標ひよう準じゆん時じに合わせたまま帰国してしまい、日本での時じ刻こくを間ま違ちがえてしまうとか」


　普ふ段だんの堀内検事なら、ここで〝異い議ぎあり、本ほん件けんとの関連は見受けられません〟とか、〝仮か定ていの質問であり、答える必要はありません〟とか、はたまた〝誘ゆう導どう尋問です〟とか申し立ててもおかしくないところだが、今は面おも白しろくなさそうに椅い子すに座すわっているだけだった。


「……ええ、確かにそういうことはありえると思いますが」


　俺はここぞとばかりに机をばんと叩たたいた。


「では、それはあなたにも言えることではないのですか!?　ブラジル暮らしの長いあなたは、日本に帰っても時計を修しゆう正せいすることを忘れ、ブラジルの標準時で動いていた！　つまり、十月二十一日、あなたが被ひ告こく人にんを見かけたのは、犯はん行こう時刻と推すい測そくされている午後三時ではなく、午後二時だったのではありませんか!?」


「な、なにっ!?」


　驚きよう愕がくの声をあげたのは堀内だった。その動どう揺ようが伝わったのだろうか、傍聴席からの雑ざつ音おんが大きくなり、森にも間違いなく動揺の色が見え始めていた。


　だが、森は平然を装よそおって答えた。


「べ、弁べん護ご士しさん、面白い推すい理りです。ですが、それは無理なんですよ」


「ほう、なぜです？」


「簡単なことです。確かに日本とブラジルには大きな時じ差さがありますよ。ただし、私のような時計をしていれば、ことブラジルに関しては時差を気にする必要はないんです」


　そう言って森田は腕をまくり、腕時計を見せた。デジタルではない、時針と秒針のアナログ時計だ。


「ブラジルと日本の時差は何時間あるかご存ぞん知じですか？　十二時間なんです。つまり、日本が午後三時ならブラジルは午前三時。デジタル時計ならともかく、アナログ時計で時差を修しゆう正せいする必要なんてありません」


　再さい度どどよめく傍ぼう聴ちよう席せき。呆あつ気けに取られる堀内検事に裁判長。


　余よ裕ゆうを取り戻もどしたらしい森は、見下すように俺を見た。だが、その表ひよう情じようはすぐに怪訝なものに変わる。


　俺が平然としていたからだ。


「その通りです、日本とブラジルの時差は丁ちよう度ど十二時間。あなたのようなアナログ時計なら時計を修正する必要はないでしょう。ですが、ある一定の時期だけは例外があるんですよ」


　森が驚愕の表情を浮うかべる。


「や、山鹿弁護士、一体どういうことなんですか？」


　裁判長が言った。


「裁判長。ブラジルには〝サマータイム〟という制せい度どがあるのです」


　俺は裁判長に向かってそう言ってから、再度森に向き直った。


「ブラジル暮らしの長いあなたに〝サマータイム〟が分からないわけはありませんね。説明して頂いただけませんか？」


「…………」


　森は、うつむいたままだった。


　俺おれはオーバーに肩かたをすくめて見せた。


「どうやら私が説明した方が早いようですね。


　サマータイムとは、夏の一定期間、日照時間を有ゆう効こうに使うため、時計を標準時より一時間ほど進めておく制度のことです。多くの国にある制度ですが、日本にはまだありません。


　ちなみに、ブラジルではサマータイムがある年とない年がありますが、今年は実施されています。


　つまりその期間中は、日本が午後三時ならブラジルでは午前四時ということになるわけです。そうですね、森さん？」


「…………」


「そして南半球のブラジルでは今年は十月の十五日からサマータイムが始まりました！　つまり！」


　どんと机に拳こぶしを叩きつけてから、森に指をつきつける。


「あなたはブラジルのサマータイムに時計を合わせたまま帰国してしまったため、時計が一時間進んでいたんだ！」


　おおおお、という驚愕の声が傍聴席から上がった。効果音としてはそれなりの演えん出しゆつである。


「しょ、証しよう拠こはっ!?　そんな証拠でもあるのかっ!?　あるわけがない！　僕ぼくの時計は正せい確かくだったんだ！　僕は午後三時に、殺人犯を見かけたんだ！」


　森は動揺を隠かくそうともせずに声を荒あららげた。それが俺の考えを裏うら付づけているようにしか見えていないことも知らず。


　俺は語気を強めてまた言った。


「残念ながら、証拠ならあるんですよ！」


「な、なんだとっ!?」


「森さん。あなたは前回証言台に立った時、こう言っています」


　俺は審しん理りの記録を手に取って読み上げ始めた。


「『その日は夕方から出しゆつ張ちように行く予定だったので、昼からその準じゆん備びをしていた。三時頃ごろといえば、ちょうど家を出た頃。正確にいえば、午後二時五十五分頃だった。四時十分の飛行機に乗ろうとしていたから、それなりに正確だと思う……』」


　俺は紙から目を上げ、森を睨にらみつけた。


「あなたは随ずい分ぶん時間に正確なんですね。確たしかにあなたの家から空港までは五十分ほど。四時十分の飛行機に乗るなら、三時前に出ればほぼぴったりです」


「そ、それがなんだというんだ……！」


「さて、ここで一人の証人をご紹しよう介かいしましょう」


　俺は傍聴席の方を振ふり返った。


　俺の視し線せんを合図に、一人の中年のおばはんが立ち上がる。これが昨日影野が見つけてきた証人だった。


「彼女をご存ぞん知じですか？」


「……いいえ」


「では言い直しましょう。空港のロビーで売店を営いとなんでいる彼女のことを、ご存知ありませんか？」


「っ……！」


　何かを思い出したかのように、その顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。


「森さん。あなたが必要と言うのでしたら、弁べん護ご側がわは彼女にこう証言してもらう予定です。あなたが一時間近くイラつきながら空港をうろついていたということをね！　つまりあなたは、時計がブラジルの標ひよう準じゆん時間のままだったため、予定していた時じ刻こくより一時間も早く空港に到とう着ちやくしていたんです！」


　俺は両手をばんと机つくえに叩たたきつけて続け、とどめとばかりに続けた。


「森さん。あなたは昔ラジオ局でアナウンサーをやっていましたね。しかし、人気があるわけでもなかったあなたは解かい雇こされ、今はまったくアナウンサーとは関係のない仕事についている。


　今回の審理では、あなたの証言は極きわめて重要な位置を占しめていました。そう、被ひ告こく人にんの有ゆう罪ざいと無罪とを決定付けるほどのね。もしこのまま被告人が有罪となれば、あなたは裁さい判ばんを決定付ける証言をしたとして、それなりの注目を集めることができたかもしれません。


　あなたはアナウンサーに復ふく職しよくしたいがため、注目を集めたいがために、自分の時計が狂くるっていたのを良いことに、噓うその証言をしたのではないのですか!?」


　呆気に取られる堀内検けん事じと裁さい判ばん長ちよう。傍聴席も水を打ったように静まり返った。


　誰もが、森が何と申し開きをするのか待っているのだ。


「…………」


　だが森は呆ほうけたまま何も言わなかった。


　とりあえず一人は片かた付づいた。森の呆けた顔を見て、俺はそう確信した。


「裁判長。弁べん護ご側がわはこの証人に対し、偽ぎ証しよう罪ざいを適てき用ようすべきであると考えますが」


　裁判長は重々しく頷うなずいた。


「このやり取りを見ている限かぎり、本官もそう考えざるを得ないようですな。堀内検事、よろしいですね？」


「は……はあ」


　呆あつ気けに取られた口調で堀内が言った。


「う、うわああああぁぁっ！」


　森がけったいな悲鳴を上げ、証言台に崩くずれ落ちた。


　まあ、名声を得るどころか犯はん罪ざい者しやの烙らく印いんを一つ押おされたわけで、悲鳴の一つぐらい上げたくもなるだろう。だが、所しよ詮せんは自じ業ごう自じ得とく、俺の知ったことではない。


「とりあえずこの証人を控ひかえ室へ」


　裁判長の合図で、泣き崩れた森をごっつい警けい備び員いんが二人がかりで連れて行く。


　森がいなくなるまで、傍ぼう聴ちよう席せきから雑ざつ音おんが絶たえることはなかった。


　裁判長が「静せい粛しゆくに」と告げてから俺に言った。


「山鹿弁護士、あなたがやっておきたい事と言ったのはこの事だったのですね？　確かにこれで、午後二時頃に被害者の部屋を訪れたという被告人のアリバイは証明されたことになります」


「いいえ、裁判長。これまでの証人は、私がこれから呼よぶ証人のための布ふ石せきに過すぎません」


　俺の言葉に怪け訝げんそうな顔をする。


「ということは、まだ誰かを喚かん問もんすると？」


「はい。私は先ほど〝もう数人ほど〟証人を喚問したいと申し上げたはずです」


「……検察側に異い議ぎは？」


「特にありませんが」


　堀内は、口では無関心を装よそおっていたものの、俺のやることに多少の興きよう味みは持ち始めたようだった。


「分かりました、まあいいでしょう。では次の証人を」


「では、大久保裕子氏を喚問させて頂いただきます！」


　裁判長の顔が険けわしくなる。


「大久保裕子氏ですか？　弁護人、しかしそれは……」


「裁判長、森氏の証言には偽証がありました。大久保裕子氏に関するアリバイの一いち因いんは、森氏の証言に基もとづくものであったはずです。その証言が偽証であった以上、再さい尋じん問もんを許きよ可かして頂く理由としては充分かと思いますが」


「……なるほど、確かに。検察側に異議はありますか？」


「いえ、特にありませんが……」


　堀内も俺のやろうとしていることにうすうす感づき始めたのだろうか、どこか怪訝そうに言った。


「いいでしょう。よろしい、大久保裕子氏に対する再尋問を許可します」








　間もなく、昨日にも増して不ふ機き嫌げんそうな大久保が証言台に立った。


「どうも、大久保さん」


「…………」


　挨あい拶さつ一つせず、無言で俺を睨にらむ。だが、今から俺がこの女にしてやることを考えれば、それぐらいの無礼は許ゆるしてやる気にもなる。


「さて、久根宗則氏が見たという〝被告人らしき人物〟というのは、やはり被告人ではなかったという可か能のう性せいが強くなりました。また、森氏と被告本人の証言から、被告人がマンションに行ったのは午後二時頃ごろだったということが言えると思います。


　以上の点から、こう断だん定ていすることができると思います。久根氏が見た人物というのは、やはり被告人の格かつ好こうをした何者かであったということです」


「…………」


　大久保は黙だまったままだった。


　俺は拳こぶしを振ふり上げ、机つくえに叩たたきつけた。


「そして、これは先日も私が言ったことですが、被ひ害がい者しやが被告人に罵ば声せいを浴びせられたことを知っており、かつ被害者が部屋に一人でいることを知っている人間は、被告人以外にはたった一人しかいません！」


　俺が何を言わんとしているかに気付かない人間は少数派はだったらしい。


　俺はざわつく傍聴席をよそに、大久保に指を突つきつけた。


「大久保裕子さん！　丸尾広助氏を殺したのはあなたなんですね!?」


「なっ……!?」


　驚きよう愕がくに歪ゆがむ大久保の表ひよう情じよう。だが、次の瞬しゆん間かんにはもう顔を赤くして怒おこりだしていた。


「な、なにを言ってやがる！　あたしにはテレビを見てたっていうアリバイが──」


「確たしかにあなたは十月二十一日の犯行時じ刻こく前後に放ほう映えいされていたテレビの内ない容ようを証言しました。そしてその証言は、一見すると確かにアリバイとして成立しそうな要よう素そを含ふくんでいました。しかし！」


　ばん、と手のひらを叩きつける。


「私の質しつ問もんに答えて下さい！　あの日、放映された映画の内容を、ここで詳しく説明して頂きたい！」


「そ、それはもう言っただろ！　遺い産さんを相続する話だって！」


「私は詳しく説明を、と言ったのです！　映画内の具体的な場面、どれか一つでも構かまいません、それを詳しく説明してください！　ただし！」


　俺は机を叩いた。


「先日あなたが証しよう言げんした以外の場面を答えてもらいます！」


「そ、それは……！」


「ちょ、ちょっと待ってください、山鹿弁べん護ご人にん」


　裁さい判ばん長ちようが口を開いた。


「あなたの質問の意図が今一つ分かりません。一体どういうことなのですか？」


「単たん純じゆんなことです、裁判長。


　この証人は、事件当日にテレビなんて見てなかったんですよ！」


「し、しかし確かに彼女は映画の内容を証言したはず……！」


　俺は首を振った。


「確かに、映画の一部の内容は証言できました。ですが、彼女にはその内容の一部以外は証言できないんです！」


「それはなぜです？」


「極きわめて簡かん単たんなことです。彼女は、映画の次回予告を見ただけだったんですよ！」


「！」


　大久保が声にならない悲鳴を上げた。


「彼女はこう証言しています。日曜日の昼間にある映画は、機会さえあれば毎週見ていると。その毎週日曜に放映される映画の最後には、次週分の映画のダイジェストが放映されているんです。彼女はそれを見ただけなのです！」


「な、なるほど。それはあり得うるかもしれません。ですが山鹿弁護士、あなたはそれを証明できるのですか？」


「ええ、それは簡単にできますよ」


　俺は机の上に置いてあったビデオテープを手に取った。


「大久保さん。このテープは、私がテレビ局からもらってきたものです。このテープには、事じ件けんのあった日の丁度一週間前、つまり十月十四日に放映された映画が録画されてます。当然、十月二十一日に放映されることになる映画のダイジェストも、最後に録画されてましてね。そのダイジェストには、あなたが先日証言した通りの内容が映うつってましたよ。逆ぎやくにいえば、あなたが証言した内容しか映っていませんでした。


　さあ大久保さん、あなたの疑うたがいを晴らすことのできる方法は極めて簡単です！　このテープに録画されているダイジェスト部分以外で、映画の内容をどこか一つでいい、詳しよう細さいに説明してくれませんか!?」


「……ぐっ……！」


「どこか一いつ箇か所しよでもいい！　あなたが本当に映画を見たというならできるはずだ！」


「……うるさいわね、分かったわよ！」


　不ふ機き嫌げんさを隠かくそうともせず、怒ど鳴なりつける。


「映画の内容を、詳しく説明して頂けるんですか？」


「違ちがうわ、認みとめてやろうって言ってんの！　そうよ、あんたの言う通り、確かにあたしは映画なんて見てなかった！　でも、あたしは殺してなんかいない！　あたしはその日、ただ町を歩いていただけ、広助さんのところになんか行ってもいないのさ！」


　開き直りやがった。


「はっ！　それとも何？　あたしが広助さんの部屋に行ったっていう証拠でもあるの!?　あるなら出してもらおうじゃない！」


「…………」


　俺は大久保を無む視しし、裁判長に向き直った。


「裁判長、弁護側はあと二人の証人を喚かん問もんしたいと思います。


　一人はこの町でカツラを売っている唯ゆい一いつの店の店員、もう一人は本証人の自じ宅たくから近い距きよ離りにある大手デパートの洋服売り場の店員です。前者は事件当日、本証人が被ひ告こく人にんの髪かみ型がたに似にた、長い髪のカツラを買いに来たことを、同じく後者は、本証人が事件当日の被告人と同じ服ふくを買いに来たことを証言してくれることになっております」


「な、なんだってっ!?」


　大久保の顔が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。


「そ、そんなことできるわけない、ハッタリだ！　あの日、あたしはちゃんと顔を隠して買い物を──！」


　そこまで言って、大久保ははっと息を飲んだ。


　静せい寂じやく。


　水を打ったような静寂が法ほう廷てい内ないを支し配はいした。


「ちっ、ちっくしょおおおお！」


　大久保は突とつ然ぜん大声を上げて両手を証言台に叩たたきつけた。


「や、山鹿弁護士。こ、これは一体どういうことなんですか？」


　搾しぼり出すような声で裁判長が言った。


「お分かりになっているはずだと思いますが、裁判長？


　丸尾広助氏を殺した真の犯はん人にんは、彼女、大久保裕子氏だったというだけの話です」


「な、何を言っている！」


　叫さけんだのは堀内検けん事じだった。


「被害者を殺したのは、彼女の父親である水澄陶冶氏だと先ほど言ったばかりだろう！」


　俺おれは肩かたをすくめておどけてみせた。


「さあ？　その証しよう言げんの真実のほどは分かりません。私が思うに、彼は娘むすめを思うがゆえ、噓うその証言をしたのではないでしょうか？」


「な、なんだとっ!?」


「山鹿弁べん護ご士し」


　裁さい判ばん長ちようが、いつも通りの厳げん格かくな口調に戻もどって言った。


「私にはそうは見えません。あなたと水澄陶冶氏が、共きよう謀ぼうの上で偽ぎ証しようしたようにも見えますが」


「裁判長。被告人である水澄雪奈という女性は、誰だれからも愛されており、唯一の肉親である父親もまた例外ではないという点については御ご理り解かいして頂けると思います。娘を思うがゆえに噓の証言をしたとしても、決しておかしくはないと考えます。


　それともう一つ。偽証と申されましたが、水澄陶冶氏の証言によって生じたいかなる犯はん罪ざいにも、完全な免めん責せき特とつ権けんが認められております。つまり、偽証罪は成り立ちません」


「……それは詭き弁べんのようにも聞こえますが」


「否ひ定ていはできません。ですが、私にはこのような展てん開かいを作り出す必要があったことは申し上げておきます。


　私は、昨日の時点で大久保裕子氏が犯人であることを突つき止めていました。この町のカツラを販はん売ばいしている店を調べ、若わかいショートカットの女じよ性せいが訪おとずれなかったか、と訊きいて回りましてね。まあ難むずかしいことではありませんでした。なにせ電話帳にも該がい当とうする店は二軒けんしか載のってませんでしたし、その内の一軒は不ふ況きようのあおりで休業中でしたからね」


「それでこの証人にカツラを売った店員が見つかったと？」


「その通りです、裁判長」


「で、ではなぜまずそのことを提てい示じしなかったのですか？　こんな回りくどいことまでして……」


「残念ながら裁判長。この証人は昨日、容よう疑ぎ者しやから削さく除じよされてしまった上に、確かくたる証しよう拠こもなく証人として喚問されることを禁きん止しされてしまいました。


　確たしかに彼女がカツラや事件のあった日の被告人と同じ衣服を買ったことが証明できれば、彼女にとって不利になったかもしれません。しかし、なにより彼女自身にアリバイがあり、かつ、昨日の新しい証人、森義彦氏により、被害者の部屋から去って行ったのが被告人本人であったという可か能のう性せいが強くなっていました。


　これを打ち破やぶるには、まず森氏の証言を崩くずさなければなりません。しかし、先ほど私が森義彦氏に対して行った尋じん問もんは、すべて私の推すい測そくに基もとづくものであり、検察側から異い議ぎを申し立てられれば逃にげられる可能性があったのです」


「なぜですか？　空港で森義彦氏を見かけたという証人もいるのでしょう？」


　俺は首を振ふった。


「残念ながら、彼らもはっきりと見たわけではないのです。仮かりに法廷に呼よべたとしても、必ず証言が採さい用ようされるという保ほ証しようはありませんでした。そこで私はより完かん璧ぺきを期すためにも、検察側が水澄陶冶氏に免責特権を約束するよう、被ひ告こく人にんと被害者の父親の関係に関する情じよう報ほうを密ひそかに警けい察さつに流したのです。案の定、検察は免責を認みとめました。あとはご覧らんの通り、堀内検事のやる気をそぐことに成功したわけです」


「…………」


　再ふたたび沈ちん黙もく。


　辺りを沈黙が支し配はいした。誰もが俺の言葉を嚙かみ締しめているのだろうか。


　ようやく裁判長が口を開いたのは、たっぷり十秒近く経たってからだった。


「山鹿君。大体のことは理解できました。しかし、これは問題です。


　あなたは弁護士という法ほう律りつを遵じゆん守しゆすべき立場にあるにも拘かかわらず、偽証の教きよう唆さを行い、そして証人には明らかに誘ゆう導どう尋問や脅きよう迫はく紛まがいのことをしたことになるのですから」


「裁判長。私は被告人の権利を守るため、そしてなにより真実を暴あばくための行動を取ったに過すぎません。


　偽証の教唆とおっしゃられますが、先ほども申し上げた通り、水澄陶冶氏には自分の証言に関する罪つみは一いつ切さい免めん除じよされるという免責特権を検けん察さつが保証してくれており、偽証罪もまた例外ではありません。偽証罪が適用されない以上、教唆という罪も成り立ちません。


　そして、たとえ私の尋問に問題があったとしても、検察側には異議を唱となえる権利が保証されております。にも拘らず、検察側は異議を唱えることをしなかった。つまり、検察は私の行動を黙もく認にんしてくれたのです」


「…………」


　堀内は呆ほうけたままだった。


　ゴメンよ、堀内検事。


　今度ばかりは心から謝あやまってやりたい。〝ダシにして悪かった〟と。


「そしてなにより……」


　俺は雪奈に右手を差し向けた。


「私は、彼女の無罪を完全に証明し、事じ件けんの詳しよう細さいを明らかにすることができたのです」


　沈黙。


　俺の芝しば居いぶったこと極きわまりないセリフに、法廷内は水を打ったように静まり返った。


　ふいに、パチパチと拍はく手しゆする音が聞こえる。法廷でそんなたわけた行こう為いをやるのは誰だろうかと思わず傍ぼう聴ちよう席せきに目をやると──ヘボ探たん偵てい、影野だった。


　拍手はたちまち傍聴席に広がって行き、間もなく法廷内は拍手の音で満たされた。全員が見事に影野に扇せん動どうされている。当の影野は拍手が広がったのを見み届とどけると、ポケットに手を突っ込こんで知らんぷりしている。まったく、大した扇動者である。


「静せい粛しゆくに！」


　お決まりの言葉が飛ぶ。おそらく、この注意もこれが最後となろう。


「弁べん護ご側がわの主しゆ張ちようは分かりました。警けい備び員いんは大久保裕子氏の身み柄がらを拘こう束そくしなさい。堀内検事、本件終了後、直ちに彼女の取調べを再さい度ど行うこと。いいですね？」


「りょ、了りよう解かいしました」


「よろしい。陪ばい審しん員いんの皆みなさん、あなた方全員が最後まで自らの義ぎ務むを誠せい実じつに果たしてくれたことに感かん謝しやします。


　本件は棄き却きやく。では、これにて閉へい廷てい」


　かん、と木き槌づちを叩たたく。閉廷はいつもあっけない。


　と、同時に傍聴席から歓かん声せいと拍手の音が響ひびく。


「雪奈」


　俺は立ち上がりながら雪奈に言った。


「善ぜん行こうさん……」


　潤うるんだ目で、それでも嬉うれしそうに俺を見上げる。


　俺は雪奈に右手を差し出した。


「こういう時、弁護人と依い頼らい人にんは握あく手しゆをするものなんだ」


　そう言うと、雪奈はにこりと笑って俺の手を握にぎった。


「ゆーきーなー！」


　突とつ然ぜんやってきた皐月が雪奈に抱だきつく。雪奈は最初は戸と惑まどっていたが、やがて二人顔を見合わせてにっこりと笑った。


　……俺は握手で皐月は抱ほう擁ようかよ！




[image: ]


　今日俺が呼んだ証人達から、拍手と共におめでとうといった類たぐいの声が聞こえてくる。雪奈の親父おやじさんの姿すがたも見受けられた。


「雪奈、行ってこい」


「うん！　ありがとう、善行さん！」


　雪奈を喜びに沸わき返る人だかりの中に送りこむのと同時に、俺は近づいてくる背せの低い人ひと影かげに気付いた。


「よお、堀内検事」


　親しげに挨あい拶さつしてやったのに、その人物は思いきり顔をしかめただけだった。


「……もう貴き様さまとは争わん。二度と法廷で会わないことを祈いのっている」


　それだけ言うと、俺に背を向けてさっさと歩いて行ってしまった。


　随ずい分ぶん神しん妙みようになったものだ。


「そいつは残念だ。あんたほどやりやすい検事はいなかったのにな」


　堀内は一いつ瞬しゆん足を止めたが、聞こえなかったフリをするようにそのまま行ってしまった。


「相変わらず、容よう赦しやというものがないな」


　背後から聞こえてきた別の声に振ふり返る。ポケットに手を突つっ込こんだ社会不ふ適てき応おう者しやの姿。


　俺は肩かたをすくめた。


「そうじゃなきゃ、弁護士なんてやってられんさ」


「やれやれ。そりゃ俺には向かない職しよく業ぎようだな」


「噓うそつけ」


　俺が間を置かずそう言うと、今度は影野が肩をすくめた。


「何なんにしろ無事に済んだわけだ。これで借りは返したからな」


「まあ、そういうことにしといてやろう」


　俺が偉えらそうに言うと、影野は肩をすくめた。


「まあいい。今後とも影野探たん偵てい事じ務む所しよをよろしく」


「格かく安やすをウリにしてくれるならひいきにしてやる」


　影野は苦く笑しようし、そのまま俺に背を向け、


「メシおごるのは早めにな」


　と手を振りながら去って行った。


　確たしかに、今回はしっかり貸かしを返されてしまった。またこき使うためにも、貸しを作るネタでも探さがさないとな……。


　俺はそんなことを考えながら、人だかりの中で恥はずかしそうに笑う雪奈を見つめていた。





　　　　十月二十七日　午前十時十二分　山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよ





　裁さい判ばんが終わってから一日が過すぎた。


　大久保裕子は警けい察さつの取調べを受けている。すすんで犯はん行こうを自じ供きようしているらしく、今後はスムーズに裁判も進むだろう。


　動機はやはりいわゆる男女関係のもつれだったようだ。証言台に立っていた時は、丸尾広助の女に対するおおっぴらな交友関係について、知っていたけど気にせずにいた、などと証言していたが、実じつ際さいはやはり心中穏おだやかではなかった──ということらしい。


　森義彦も、偽ぎ証しよう罪ざいで起き訴そされる見込みだ。偽証罪の刑けいは三か月以上十年以下の懲ちよう役えきとかなり幅はばがある。しかし、森の証言は裁判の事実認にん定ていを左右しかねない重要なものだった。それなりの罰ばつを受けることになるだろうが、まあ同どう情じようしてやる余よ地ちも義ぎ理りもない。


　堀内検けん事じもひどい目にあったようだ。もちろんその原げん因いんは俺にあるのだが。


　なにしろ検事総そう長ちようの名まで借りて、あやうく殺人犯を無罪にしてしまうところだったのだ。本来なら首の一つも飛んでておかしくないところだったが、俺が真犯人を明らかにしてやったことが幸いしたらしく、一いち応おう、首の皮一いち枚まいで繫つながったらしい。とはいえ、あそこまでコテンパンに利用してやったとなれば、堀内の言った通り、法ほう廷ていでめぐり合うことはもうないだろう。好こう敵てき手しゆ──もとい、好こう適てき手しゆが減へってしまうのはさびしいことである。


　俺も地元の弁べん護ご士し協会からしっかりとお叱しかりの言葉を頂いただいてしまった。「やり過ぎだ！」というのがその主しゆ旨しだったが、俺は見事検察側の魔まの手から無実の依い頼らい人にんを救い出し、さらに真犯人をも見つけてやったのだ。口頭の注意だけで終わった。


　ただ、刑けい事じ免めん責せきという制度に、どこまでの免責を認みとめるかについての議ぎ論ろんが法ほう曹そう界かいで始まっているらしい。俺が今回使ったサギ紛まがいの法廷戦せん術じゆつは、もう二度と使えないだろう。


　多少の事後処しよ理りはあった。


　裁判終しゆう了りよう直後、小さいながら記者会見を開いたこともその一つだ。記者会見を要求されることに関してはある程てい度ど予想内だったとはいえ、予よ審しんが終わってから突とつ然ぜんの要求だったので、内心驚おどろかずにはいられなかった。やはり裁判の展てん開かいが展開だったからだろう、いつのまにやらマスコミの目を引いていたらしい。だが、審理の最終日になって急に取材を始めたところで手て遅おくれというものだ。この手の事じ件けんは、リアルタイムで状じよう況きようを伝えられないと視し聴ちよう者しやの目を引くことはできない。なにより、事件の当事者である雪奈は未成年を理由に出席させなかったし、写真一枚まい撮とらせなかった。画が竜りよう点てん睛せいを欠くとはこのことだ。


「依頼人の無実と、事件の真実をしらしめることができたことが何よりも良かったと思います。あとは私の依頼人をそっとしておいて下さい」


　俺のコメントもそんなもんだ。あとは適当に職業上の秘ひ密みつやらノーコメントやらでごまかした。記者達の不満な顔が印象的だったが、裁判が終わった今となっては連中の関心を惹ひく必要はまったくない。


　大体、最近はもっと世間の目を引けそうな殺人事件なんていくらでもあるのだ。この事件はさっさと忘わすれてもらって、そっちを漁あさってもらえばいい。物ぶつ騒そうな話ではあるが。


「俺達にとっちゃ、商売繁はん盛じようで結けつ構こうなことじゃないか」


　などと最近のニュースを見ながら不ふ謹きん慎しん極きわまりないことを言ったのは、どこぞのヘボ探偵である。


　緑茶をすすりながら今日の朝刊で昨日の裁判のことを探してみると、一応記事にはなっていた。だが、写真一枚もない小さな扱あつかいだった。中東の方で発生している紛ふん争そうが大きくなったそうで、そっちの記事の方が大事らしい。


「同じ殺人なら、規き模ぼが大きい方がいいのさ」


　とは知り合いの社会不適応者の言である。物騒なことには違ちがいない。しかも極めて不ふ道どう徳とくなことに、マスコミに追い回されたくはない俺や雪奈にとっては都合の良いことでさえあるのだ。まったく、人間というやつはエゴの塊かたまりである──。


　問題は、不正融ゆう資しを受けていたことが明らかになった雪奈の親父おやじさんの方だった。だが、それも基き本ほん的てきに非ひを問われるべきは賄わい賂ろを要求した丸尾弘司の方だったし、おっさんは会社の金を不正に使ったわけではなく、それどころか自分の財ざい産さんを供きよう出しゆつしてまで会社存そん続ぞくに努めたわけで、俺おれが考えていたほどの社会的制せい裁さいを受けることもなさそうだった。


　雪奈は日常の生活を取り戻もどしつつあり、皐月は──以前と変わっていない。


　早い話が、めでたしめでたしというわけだ。


　急に電話が鳴り出したのは、新しいお茶を注ごうと思ったその時だった。……まあ、急に鳴り出さない電話ってのは見たことないが。


「はいはい、山鹿法ほう律りつ事じ務む所しよですが」


　所長が一々電話まで出なければならないという現げん状じようは、早いとこなんとかしたいものである。とはいえ、勝手に留る守す番ばんと称しようして事務所に居い座すわる皐月あたりでは、接せつ客きやくなんて出来るわけもないし──。


『山鹿君か。私だが……』


「ああ、おじさん」


　雪奈の親父さんだった。万ばん事じそれなりに上う手まく行っているというのに、あまり元気がないようなのが気になった。


「どうかしましたか？」


『実は、今日にもアメリカの方に戻らなくちゃいけなくなってね』


「また急ですね。もう少し雪奈の側そばにいてあげた方が……」


『そうしたいのは山々なんだが、なにしろ今回のことがあるからね。不正融資がばれてしまった以上、支し社しや長ちようの役やく職しよくはもう解かい任にんだよ。そのための事後処理が色々あるらしくてね』


　それは仕方ないかもしれない。


「でもまあ、クビにならなかっただけマシじゃないですか」


『それは分からんがね。罪つみを犯おかしたことには違いないんだ、これからも会社に残れるかどうかは分からんよ……。それより、君に一つ相談したいことがあってね』


　弁護士に相談ときたもんだ。とはいえ、まさか「三十分五千円です」とは言えない。


「なんでしょう？」


『これを機会に、雪奈の側にいられるようにしようと思うんだ』


「……つまり、会社を辞やめると？」


『もちろん、それも選せん択たく肢しの一つだ』


　ため息を吐つく音が受話器を通して聞こえてきた。


『……君がどう思うか聞かせてくれないだろうか？』


　そういうことか。


　俺はおっさんに聞こえないように小さなため息を吐いてから言った。


「確たしかに雪奈も多少は喜ぶかもしれません。なにしろ幼おさないうちに母親を亡なくした上、ここ数年はずっと一人暮ぐらしだったんですからね。


　しかし、仕事をやめてどうするつもりですか？　これからの生活は？　今度は雪奈に、父親の仕事の心配までさせるつもりですか？」


『…………』


　俺の矢や継つぎ早ばやな質しつ問もんに、おっさんは黙だまっているだけだった。


「それに、必ずしも喜ぶとは言い切れませんよ」


『……なぜかね？』


「雪奈は、自分よりまず人のことを考える性せい格かくだということは御ご存ぞん知じでしょう。自分が巻まきこまれた事じ件けんが原げん因いんで父親が失職するとなれば、また何か精せい神しん的てきな負い目を背せ負おい込こむことになりますよ」


『…………』


　しばしの沈ちん黙もく。


『君は、父親の私より雪奈のことをよく知っているんだな』


「…………」


　今度は俺が沈黙せざるを得ない番だった。


『ありがとう、参考になった。とにかく私は仕事に戻ることにしよう。


　それより、父親としてはいささか複ふく雑ざつなんだが……』


「…………」


　またしばしの沈黙。


　俺にとってもあまり居い心ごこ地ちのいいものではなかった。


　おっさんの次の言葉に、俺の心しん臓ぞうは大きく脈を打った。


『雪奈を、頼たのむ。君なら安心だ』





　　　　十月二十七日　午後一時四十二分　飛行場駐ちゆう車しや場じよう





　飛行機が飛んで行く。あれが恐おそらくおっさんの乗っている飛行機だろう。


　俺は自分の車に寄よりかかりながら、雪奈と並ならんでその飛行機が飛んで行くのを見ていた。


「行っちゃいましたね……」


　陳ちん腐ぷなセリフである。言ったのが雪奈以外の人間だったら、思わず吹ふき出していたかもしれない。


「ま、まあ、この件けんが片かた付づいたらすぐ会えるさ」


「そう、ですね」


　雪奈の表ひよう情じようは明るいとは言い難がたかった。


　その理由は分かる。これでまた一人の生活に戻ることになるのだから。


「行きましょうか、善行さん」


　作ったような笑え顔がおを見せて言った。


「あ、ああ。そ、そうだ、それよりな、雪奈」


「……はい？」


　雪奈が不思議そうに俺を見た。


　……さっきから俺はなんてしゃべり方をしているのだろう。法ほう廷ていですらすらと演えん説ぜつする俺はどこへ行った？


　皐月がいなくて良かった。


「じ、実は俺の事じ務む所しよなんだけどな」


　考えとは裏うら腹はらに、俺の舌したはなぜか思い通りに動かなかった。


「い、いつも一人で切り盛もりしてるんだが、ちょっと人手が欲ほしくてな。そ、そのなんだ、手伝いを探さがしてるんだが……」


「…………」


　雪奈は俺の顔を見たまま、黙って聞いている。


「その、なんだ、俺も少しは名が売れてきたらしくてな、ちょくちょく依い頼らいも来るようになった。それなりに給料も払はらえると思うし、それになんだ、色々と面おも白しろい経けい験けんにもなると思うし……」


「…………」


　雪奈は俺の言葉を待っているようだった。心なしかどこか嬉うれしそうに見えるのは、俺の自うぬ惚ぼれだろうか？


　……ふう。


　唐とう突とつに俺は自分が酷ひどく滑こつ稽けいな存そん在ざいに思えてしまい、思わずため息を吐ついた。


　普ふ通つうにやりゃいいんだ、普通に。別にプロポーズするわけでもないんだから。


「雪奈。俺の事務所を手伝ってくれないか？」


「はい！」


　間かん髪はつ入れず、元気な答えが返ってくる。そして、満面の笑み。


　そうだ、俺はこれが見たかったのだ。
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　あとがき







　今この本を手に取って下さっている全ての方へ。


　自分の書いた文章がたくさんの人に読まれる──。自じ著ちよの発売に至ったにも拘かかわらず、未いまだにその実感がわいていない今日この頃ですが、自分の書いた文章──すなわち自分の考えを多数の人に読んでもらうことは、子孫を残すことと同じぐらいの価値があると勝手に思い込んでおります。この本を今こうして読んで下さっていることに、心からの感謝を捧げます。正直なところ、果てしなく多い本の中からこの一冊を手に取って下さったというその事実だけで、著者としましては恐きよう縮しゆくしまくりです。


　そして、この本を買い、最後まで読んで下さった全ての方へ。


　とにかく、心より「ありがとうございました」と述べさせて頂いただきたい気持ちで一いつ杯ぱいです。つい先日までシロウト同然だった青二才作家の語ご彙い能のう力りよくでは、これ以上の感謝の言葉すら浮うかびません。この上は、この本が払はらって頂けたお金に値あたいするものであればと、心から祈いのるばかりです。





　全編の半分近くが法ほう廷ていシーンというこの小説、いかがでしたでしょうか。


　面おも白しろかったでしょうか、面白くなかったでしょうか。面白かったとすればそれは法廷の場面でしょうか、あるいはそれ以外の場面だったのでしょうか。面白くなかったとすればそれは法廷の場面、あるいはそれ以外の場面だったのでしょうか。


　生しよう涯がい初めて──下手すると最初で最後──となる小説を世に出す立場として、不安の種はまったく尽つきません。どんな感想でも構いません。同どう封ふうされたアンケート葉書、あるいは富士見編集部さんの方へ直接Ｅメールや葉書を出してもらっても構わないそうです。叱しつ咤た激げき励れい等あれば、どうか御一報下さいませ。





　ただ、この本を読んで裁さい判ばんというものに興きよう味みを持って頂けた方々へ。間ま違ちがっても日本の裁判を傍ぼう聴ちようしてみようなどとは考えないことを心よりお勧すすめします。筆者は二度ほど裁判を傍聴したことがありましたが、途と中ちゆうで寝ねなかった記き憶おくがありません……。


　裁判というやつには非常に多た彩さいな法律用語が関かかわってきます。筆者はジョン・グリシャムという世界的に有名な法廷スリラーの本を読んだことがありますが、あまりの専門用語の多さに五十ページほどで脱だつ落らくしてしまったという苦い経験があります。


　たとえば留りゆう置ち、拘こう置ち、拘留、勾こう留りゆう……。これらは人を拘こう束そくするという点で、似たような意味を持った単語ですが、それぞれが個別の意味を持ってたりします。筆者にも区別つきません。本書ではそういったややこしい言い回しはできるかぎり抑おさえたいと思ったのですが……実際はどんなもんでしたでしょうか？　これまたアンケート等で御一報頂ければ幸いです。


　また、予備審しん問もんや陪ばい審しん制度が日本で採用される見込みは当分ないでしょうし、殺人事件での保ほ釈しやくも……まず当分は認められないだろうことをここに書いておきたいと思います。この辺の制度などは、もし興きよう味みを持たれたようでしたらネットなどで調べてみると面白いかもしれません。





　なお、本書では裁判中、〝検けん察さつ側〟と〝弁べん護ご側〟という書き方をしていますが、これは〝弁護側〟ではなく〝被ひ告こく側〟と書くのが実際の刑事裁判では正しいそうです。とはいえ、なんとなく〝被告側〟というのはイメージが弱いような気がしたので、あえて〝弁護側〟で通させて頂きました。





　ではここで私事となりますが、この本を書くに当たってお世せ話わになった方々へお礼を申し上げたいと思います。


　まず、素す晴ばらしいイラストを描いて下さった緋ひ呂ろ河かわ氏へ。筆者はこと絵のことになるとからっきしで、挿さし絵えやカバー絵等のデザインはすべて担当のＳ女史へ任せっきりという有様だったのですが、かっこいい主人公に可愛かわいらしいヒロイン、今回これだけのイラストを描いて頂き、筆者としましては恐縮しきりです。是ぜ非ひまたイラストを依い頼らいできる機会があればと、心より願っております。





　次に、完全な私信で恐縮ですが、この作品の富士見ヤングミステリー小説大賞応募前の第一稿こうを見て様々な意見を言ってくれた、旅仲間でもある二人の同級生へ。なんとかなりました。あらためて買ってやって下さい。


　同じく第一稿を読んで「四〇〇円ぐらいの価値はある」と言ってくれた岡部氏へ。緋呂川氏のすばらしいイラストと、担当Ｓ女史の御指導により、どうにかこの本の定価ぐらいの価値は出たのではないかと思います。あらためて買ってやって下さい。





　最後になりましたが、富士見ヤングミステリー小説大賞の選考委員である有あり栖す川がわ有あり栖す先生、竹たけ河かわ聖せい先生、とりわけ賞に推すい薦せんして頂いた井いの上うえ雅まさ彦ひこ先生、ミステリー文庫編集長Ｔ氏、そして青二才作家の稚ち拙せつな執しつ筆ぴつ活動に最後まで懇こん切せつ丁てい寧ねいに対応して頂いた担当のＳ女史、同小説大賞の下読み、及および富士見書房編集部の方々。今回、この本を出させて頂ける機会を与えて下さった全ての方々に、この本を捧ささげると共に、心よりの謝しや辞じを申し上げたいと思います。


　一年後にはこの業界から消え去っているかもしれない青二才作家ではありますが、恩おんを仇あだで返すようなことだけはないよう精しよう進じんしたいと思います。冷たい目でも構いませんので、今しばらくは見守ってやって下さいますようどうかお願いします。





　それでは、二巻で再びお会いできることを心より祈っております。







平成十四年師走中旬　　師走トオル







　解説






富士見ミステリー文庫編集部







〈オトナ〉になると増えるモノ──〈お金〉〈経験〉そして〈言い訳〉。


〈オトナ〉になると消えるモノ──〈自由〉〈情熱〉それから〈信じる気持ち〉。


　責任があるから。苦しいから。オトナだから。


　いろいろあるからオトナになるとたくさんの人が〈自由〉とか〈情熱〉をなくしていきます。いろいろなくしてしまうから、いつからか〈信じる気持ち〉も消えていきます。


　世間一いつ般ぱん的てきには、それが〈オトナ〉になることです。





　ただ、世の中にはそんなオトナになることになんだか失敗したまま、おっきくなってしまったヤツらもいます。たとえばこの『タクティカル・ジャッジメント』の主人公・山やま鹿しか善ぜん行こうとその相棒・影かげ野の英えい治じ。法の番人・弁べん護ご士しと真実の探求者・私立探たん偵てい、などという、一見、まっとうそうな肩かた書がきに思える彼らですが……心に渦うず巻くダークな想そう念ねん、口から出るのはでまかせばかり。「噓うそをつくのが何より楽しみ」という問もん答どう無む用ようのイカサマ弁護士。そして、食ってるとき以外はたいてい寝ねている、という限りなく社会不ふ適てき応おうちっく探偵というのがその実体。


　なんだか……ダメな感じ……。


　ですが。彼らが本当にスゴイのは、実はそのダメなところ──損そんか得かじゃなく、自分の好きなようにしか生きないところ──なのだと思います。





　物語は、山鹿の幼なじみ・雪ゆき奈なが殺人罪に問われたことから始まります。彼女の無実を信じる山鹿は、その弁護を引き受けます。山鹿を信じる影野もまた必死の調査を開始します。しかし状じよう況きようは、動どう機きあり、証しよう拠こあり、目もく撃げき者しやありでかなり不利。利口な弁護士なら、まぁ逃にげ出すでしょう。でも、山鹿たちは決して彼女を見捨てたりしません。雪奈の無実を本気で信じてるんです。まったく。こんなにもバカで自分勝手でイカしたヤツら、そうそういないんじゃないでしょうか？





　本作は法ほう廷ていを舞ぶ台たいにしたミステリーです。山鹿による大だい胆たんな心理戦をみごとに描えがき出す息づまる裁さい判ばんシーンはハラハラのドキドキだし。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めいの激げき辛からピンチからイッパツ逆ぎやく転てん無む罪ざいを狙ねらうジェットコースター弁護はとても新しん鮮せんです。


　けれど。この作品が第２回ヤングミステリー大賞で準入選に選ばれたのは、きっとそれだけが理由ではないでしょう。精せい緻ちで巧こう妙みような法廷劇、ともするとハードなドラマが演じられがちなその舞台で、山鹿や影野みたいなアウト・サイダーたちが勝手気ままに暴れ回る爽そう快かい！　地位や名めい誉よを振ふりかざすオトナたちが、彼らにケチョンケチョンにノされてしまう痛つう快かい!!　そんな感覚が、読み手の〈オトナじゃない部分〉を心ここ地ちよく刺し激げきしまくるんじゃないでしょうか？





　山鹿と影野。とんでもなく無責任で、果てしなくいい加か減げんなふたり。そんな彼らが描き出すのは、法律というオトナたちが決めたルールの中、〈信じるモノ〉を〈信じるため〉だけに胸を張って戦う、〈オトナじゃないヤツら〉の物語です。


　もし、この本を読まれた後に、あなたの心がウズウズとし始めたら、どんなことでもかまいません。ぜひぜひ、報しらせてください。やっぱり〈オトナ〉にはなれそうもない著者の師走しわすトオルは、「速く、次書け」といった励はげましだけでなく、「ダークな想念」や「ブラック・ジョーク」など、あなたの〈オトナじゃない部分〉からのお言葉も心よりお待ちしてます。




タクティカル・ジャッジメント


逆ぎやく転てんのトリック・スター！





師走しわすトオル
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